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この報 告書は,日 本 自転 車振興会か ら競輪収入の一 部である機械 工業

振興 資金の補助 を受 けて昭和51年 度 に実施 した,「 情 報処理 技術者の

実態 調査 」の一環 として と りま とめた もの であ ります 。
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本 報告 書は,通 商産業省 が情報 処理 技術者育成施策の一環 として,「 情報処

理技術者試験 」(特 種,1種,2種)を 昭和44年 以来実施 して きま したが ,

本試験制度の 内容の改善 と充実 を期 すべ く,合 格者 の皆様 を対 象に合格後の状

況その他 につ き,調 査結果 を ま とめた もので あ ります。

こ こに,こ の調査に ご尽 力いただいた関係各位 に心か ら感謝 の意 を表 します

とと もに,こ の報 告書が 関係各 方面に広 く利 用され,わ が 国におけ る情 報処理

技術者 育成 の一助 にな ります ことを念願 する次第 で あ ります。

昭和52年3月

(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協会

情 報 処 理 研 修 セ ンタ ー

所 長 山 内 二 郎
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本 調査 は情 報 処 理 技 術 者 試験 合 格 者 に対 す る実 態調 査 を行 った もの で あ る。

情 報 処理 技術 者試 験 は,情 報 処 理 技 術 者 育成 施 策 の 一環 と して,通 商 産 業 省 に

よ り昭和44年 以 来実 施 さ れ て きて い る。 種類 は,第1種,第2種,特 種 情 報

処 理技 術 者 試験 か らな り,第1種,第2種 は44年 か ら,特 種 は46年 か ら実 施

され て い る。 合 格 者 は50年 度 ま で で計19,577名 で 内訳 は,特 種1,141名,

第1種4,432名,第2種14,004名 で あ る。 試 験 の 目的 は,

(1)企 業,官 公庁,そ の他の団体に勤務す る情報処理技 術 者 に 目標 を示 し,刺 激

を与 え る こ とに よっ てそ の 知 識 ・技 術 の向 上 を図 る こ と。

(2)情 報 処 理 技 術者 と して 備 え るぺ き能力 につ い て の 水準 を示 す こ とに よ り

教 育水 準 の 確 保 に資 す る こ と。

(3)電 子計 算機 を利 用 す る企 業,官 公庁,そ の他の団体で情報処 理技術者の採 用 ,

配 置.昇 進 等 を 行 う際 に 役 立 つ よ うな客 観 的 な評 価 の 尺 度 を 提供 し,こ

れ を通 じて情 報処 理 技 術 者 の社 会 的 地 位 の 確 保 を図 る こ と。

な どで あ る。

こ うした 目的 に 対 し,合 格 者 の 合 格 後 の 実態 を把 握 し,そ の 結 果 を今 後 の情

報処 理 振 興 施 策 や 試験 制 度 の 改善 に 反映,活 用 してい くこ とが この 調 査 の 出発

点 で 調査 内容 は 次 の通 りで あ る。

(D回 答 者 自身 につ い て(年 令,性 別,学 歴,職 種 な ど)

(2)試 験 の 合 格 につ い て(年 度,合 格 時 の職 種,年 令,実 務 年 数,満 足 度 な

ど)

(3)受 験 の 動機 と受験 時 の環 境 に つ い て(動 機,準 備,所 属 組 織 体 の 援助 な

ど)

(4)合 格 時 の処 遇一 般 につ い て(仕 事 内容 の変 化,所 属 組 織 体 で の 扱 い,昇

一1一



進 昇格,基 本給,手 当 な ど)

㈲ 合 格 後 の知 識 ・技 術 の 更 新 につ い て

(6)情 報 処 理 技 術者 試験 と実 務 に つ い て(試 験 内容 と実 務 との 関連 な ど)

(7)そ の他(試 験 の意 義,今 後 の 方 向,注 文 ・意 見 な ど)

今 回 の調 査 は,合 格 者 とい う一 面 に限 定 さ れて い て,合 格 者 の所 属 す る 組織

体 の 管理 者 に 対す る調 査 は 全 く含 まれ て い ない。ぎした が って 本 調 査 の主 要項 目

にっ い て も,合 格者 が合格 してか ら1今 日までの意 識 の変 化 を表 わ して い るの で あ

って,一 面 性 は ま ぬが れ'な い 。 この 反 面 を 補 足す るた め に は,今 後,組 織 体 の

管 理 者 側か らみ た 情報 処 理 技 術 者 試験,そ の 合格 者 に つ い て の調 査 が 行 われ る

べ き もの と考 え る。 ‥`

1.調 査 対 象 につ し・二て'

e調 査 対 象 は合 格 者 で あ り
,合 計2.bOS名 に ア ン ケ ー トを送 付 した 。 内訳 は

特種500名,第1種700名,第2種805名 で あ る(本 文1.3参 照)。 調

1・・査 時期 は」'昭和51年1'1月20日 ～ 同12月17日 で ,回 収 件 数 は779件

(本 文 主4参 照)・1であつ た 。 合 格 老 の 中 には合 格 時 に 学 生 で あ'oた 者 が か な

りい る筈(個 々の合 格 者 につ い て そ れ を知 る資 料 は な か った)で あ るが,現

在 も学生 で あ る場 合 は,本 調 査 の 目的 に照 ら して,ア ン ケ ー トの 返 事 を求 め

なか った。 一

回答 者 の 回答 時 点 で め 年 令 構成 は(本 文2.1参 照)

20～25才17.8%

26～30才'39⑨%

31～35才 ・'242"%

36才 以上18.4%

で135才 以下 が8'b吻 以ユ で あ る。 回 答者 の 性 別 で は,

男 性95.3%女 性4.7%

で あ江.合 瀦 全徽 勇'・f.・%汝 ・1・%)一と比べて女性 の比率が少 なか っ

た(表 ■-3)。
-2一



一
回 答 者 の 最 終 学歴(本 文2.2参 照)は,大 学 卒 業 以上 が 約70%(理 科 系

53.3%,文 科 系17.8%)で ある。 これ は 合 格 者 全 体 の比 率(表ff-4)と

は 異 な るが,1種,特 種 に対 す る ア ンケ ー ト数 の重 み が原 因 で あ ろ う。
シ ニ

回 答 者 の 回 答 時 の 所 属 は,'情 報 処 理 関係 組 織 体48.7%,一 般 組 織 体45.2%で

あ る合 格 者 全 体 の 合格 時 点 その 所 属 は本 文2,3,表 ■-5を 参 照 さ れ た い 。

回答 者 の合 格 時 に所 属 して い た部 門 と して は,

情 報 処 理部 門67.6%学 生145%(計82.1%)

情 報 処 理部 門 以 外10.8%そ の他7.1%

で あ り,こ れ らの 人 達 は現 在 は81.5%が 情 報 処 理 部 門 に所 属 して い る(図

"-4)。 本 文4,5の 調 査 結 果 な ど を参 考 に しセ考 えれ ば,合 格 時 に情報

処 理 部 門 にい た 多 数 の者 が他 部 門 に転 出 した とは 考 え ぢれ な い。 した が っ て

合 格 時 に学 生 で あ った 者 の大 部分 が 情 報 処 理 部 門 に配 属 した と考 え られ よ う。

回 答 者 の 回 答 時 点 で情 報 処 理 部 門 にい る者 を職 種 別 にみ る と図 五 一5,図

II-8に よれ ば管 理 者 あ るい は 管 理 的 職 種 の 者 は 次の通 りで あ る。()内

は 回 答 者 の 合 格 時 で の比 較 で あ る。

特 種48%(30.4%),1種19%(9.5%),2種9.5%(3%)

シ ス テ ム ・プ ラ ンナ'… 「 ㌧

特 種37.2%(47.5%)ド1種26.7%(24.9%),2種17.2%(318'%)

シ ス テ ム ・プ ログ ラマ

特 種5%(8%),1種2i.4%(20%),2種 ・21.9%(11.5%ジ

適 用 業 務 プ ログ ラマ は,"λ ・'ぐ

:・'";特種2%(4%),1種21%(20.2%),2種3'・6:7%(21s.4%)・1'e』

更 に 第2種 合 格者 には 合格 時オペ レ三夕であった者 がb%,学 生 で あづ た 者 が

約30%い る。 これ で み る限 り,各 種 合 格 者 の 現 在 の職 種 と,'特 種 ご1種,

2種 の 目指 す 性 格 との 間 には,比 較 的 良い調 和 が とれ てい る よ うに感 じ られ

る。 ま た,そ れぞ れ の 合 格 者 は,年 次 的 な昇 進 竃含 まれ よ うが,本 人 の 意 識

とは 関 係 な く,特 種.1種,2種 の合 格 に見 合 っ た上級 職 種 へめ 昇 進 が 行 わ

れ て い る よ うに 考 え られ る。

-3一



合 格 者 の コ ン ピ ュ ー タ の 実 務 経 験 を み る と,

特 種3～6年44.5%6年 以 上442%

1種1年 未 満15%1～4年53 .7%4年 以 上31%.

2種0年30.2%1～2年509%2年 以 上17 .8%

(図fi-10)で あ り,2種,1種,特 種 に 進 む に つ れ,そ れ だ け 豊 富 な 実

務 経 験 が 求 め られ て い る こ とが わ か る。

2受 験 に つ い て

受験 の動機 お よび受験時 の環 境 について概説す る。 動機 につ いては(本 文

4・1・
.、図.ll-15・ 図il-16参 照)

、自分 の 力 を試 してみ るた め

ス ペ シャ リス ,トに な りた い た め

会 社 ま た は上 司が 奨 励 した た め

昇 給 ・昇 進が 有 利 に な る と考 え た た め

友 人 ま た は同 僚 が す す め た ため

そ の 他

と設 問 した。 所 属 組 織体,合 格 種 別 に よ り若干 の 差 は あ るが,「 自分 の 力 を

試 して み るた め 」 とい う回 答 が 圧倒 的 に 多い 。 「スペ シ ャ リス トに な りた い

ため 」,「 会 社 ま た は上 司 が 奨 め た た め 」も若 干 あ るが,「 昇進 ・昇 格 が有

利 に な る と考 え た た め 」に 受験 した 者 は き わめ て少 ない 。 合格 者 に 対す る処

遇 が 未 だ しの感 が あ る(少 く とも合 格 者 の 意 識 と して)た め だけ で は な く,

情 報 処 理 技 術 者 が きわめ て 高 い 向上 心 を も って い る点 は,試 験 の 目的 に 照 ら

して も.・よ き刺 激 と 目標 を 与 え る もの とし て評価 さ れ るべ きで あろ う。

・受験 準 備 に つ い て は ,

1.外 部 の 講 習会,セ ミナ に 参加

2.社 内 講習 会(受 験 用)に 参加

3.グ ル ープ で 学習

一4一
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4試 験 用 テ キ ス トで独 学

5.仕 事 を通 じて 知 識 ・技 術 を向 上

6.特 に な に も しない

7、 そ の他

と設 問 した。 全体 の集 計 で は,「 試 験 用 テ キ ス トで 独 学 」が最 も多 く(50

%以 上),次 い で,「 仕 事 を通 じて 知 識 ・技 術 を向 上 」と 「特 に な に も しな

い 」が い つ れ も20%内 外 で あ る(図ll-17)。 しか し種 目別 にみ る と,

1種,2種 で は 「試験 用 テキ ス トで 独 学 」が50%を 越 え,「 仕 事 を通 じて1

「特 に な に も しない 」は い つ れ も20%に 満 た ず か な り低い 。 しか し,特 種

で は,「 テ キ ス トで独学 」,「 仕 事 を通 じて 」,「 特 に な に も しない 」が そ

れ ぞ れ大 差 な く30%前 後 で あ る。 この 場 合 「仕 事 を通 じて 」と 「特 に な に

も しな い 」とはか な り近 い 状態 をさ して い るわけ で あ り,両 者 を合 わせ れ ば

約60%と な る。 これ は 特種 が 実務 経 験 を重視 し,い る とい う本 来 の 意 にか

な った もの とい え よ う。(図U-18)

受験 につ い ての 所属 組織 体 か らの 援 助 につ い て は,全 体 の 集 計 では,「 受

験 の一 括 申込 み 」24%,「 受験 料 の 全 額 負 担 」19%で あ る反 面,「 ほ と

ん ど無 関心 」23%,「 受験 を 奨 励 した が 特別 の配 慮 は なか った 」19%で

あ る。 しか し,情 報処 理 組織 体 で は,「 受験 の一 括 申込 み 」33%,「 受 験

料 全額 負担 」24%,「 ほ とん ど無 関 心 」13%,「 奨 励は した が 特 別 の 配

慮 な し 」21%で あ り,当 然 の事 とは い い なが ら,そ の 関心 の 高 さ を物 語 っ

て い る。

3.処 遇 に つ い て

合 格 した こ とに よる処 遇 の 向上 とい うこ とは,本 試験 の 目的 の1つ で あ る,

情 報処 理 技 術 者 の社会 的 地位 の 確 立 とい う観 点 か らきわ め て重 要 な 内容 を も

つ もの で あ る。 しか しこの 問題 は,処 遇 され るべ き合 格 者 自 らが ど う感 じて

い るか のみ に よっ て見 極 め られ る もの で は ない 。即 物 的 報 酬 は 誰 し も直 接 に
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理 解 で き る もの で あ るか ら解 りや す いが,処 遇 は 多 くの場 合 長 期 的 な もの で

あ り,合 格 者 を部 下 に もつ 管 理 者 がい か に 考え て い るか に大 き く左 右 さ れ,

そ れ は 合 格 者 自身 に は わか らない こ とが多 い。 合 格 者 のみ に対 す る本 調 査 が,

処 遇 につ い て の 実態 を表 わす もの とは 云 え な い で あ ろ うこ とを最 初 に こ とわ

って お く。

処 遇 につ い て は,仕 事 の 内容 の 変 化,特 別 な取 扱 い,同 僚 との比 較 につ い

て,合 格 者 が現 時 点 で どの よ うに感 じて い るか を問 うた 。

仕 事 の 内 容 の 変化 で あ るが,所 属 組 織 体 に 関係 な く,「 合 格 以前 とほ とん

ど変 らな い 」 と感 じて い る のが 圧倒 的 に 多 く約75%に ¢)ぼ る(図fi-23,

ll-24参 照)。1

処 遇 上 の特 別 な取 扱 い につ い て も,「 特 別 な取 扱 いは して くれ な い 」と感

じて い る者 が 全体 を通 して約70%を 占 め て い る(図U-26,ll-27参

照)。 これ に 関 して は,情 報 処理 組 織 体 と一 般 組 織 体 に若 干 の差 が あ り(図

ll-28参 照),前 者 で は約67%,後 者 が 約72%で あ る。 昇格 ・昇 進 を

感 じて い る者 は わず か 数件,基 本 給 の増 額 も数 件 にす ぎない。 しか し,手 当

の 増 額 は 前 者 で 約11%,後 者 で約4%,祝 金 な ど一 時金 の支 給 が 前者 で 約

11%,後 者 で約6%,表 彰 あ るい は 社 内報 で発 表 が 前 者 約11%,後 者約

13%と な ら て い る。

同期 の 同 僚 との比 較 で は,昇 進 ・昇 格,基 本 給,手 当,仕 事 の 内 容 ・責 任

につ い て,非 常 に よい,よ い,変 わ らない,悪 い,非 常 に悪 い,分 か らない,

で答 え て も らった 。 こ こで も,「 変 わ らない 」と感 じてい る者 が各 種 と も所

属 組 織 体 に よる大 き な差 は な く,約80%と 圧 倒 的 に多 い。 「悪 い 」「非 常

に悪 い 」 と感 じて い る者 はさ す が に皆 無 に近 い(全 く無 い わけ で は ない)が,

1種 合 格 者 が 手 当 の 面 で の多 少 の 優 遇 を感 じさせ るの と,仕 事 の 内容 ・責任

で 多少 の 優 位 を感 じさせ る程度 で あ る(表ll-15,図ll-30,n-31,

ll,-32,n-33)。

合 格 者 の 処 遇一 般 に関 す る意見 と して,特 種,1腫 では,「 合 格者 の 保護
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と社 会 的 地位 の 向上 」を求 め る ものが19件,「 権 威 あ る もの に して欲 しい」

と求 め る もの が19件 と多 く,「 処 遇 を よ く:して欲 しい 」,「 手 当 を支 給 し

て欲 しい 」が特 種,1種,2種 で合 計43件 あ っ た。 そ の 反 面,「 特 別 な処

遇 をす る必 要 は な い'」が 特種 で21件,1・ 種 で18件,2種 で13件 あ り,

そ の理 由 と して 「合 格 と実務 とは 無 関係 だ か らjと い うのが 合 計24件 あ っ

た(表ll-16参 照)。 、

レ

■

4。 満 足 度 に つ い て

合 格 者 は以 上 の よ うな動 機 ・環 境 で受験 し,合 格 後 の処 遇 を受 け てい るの

で あ る が,果 して合 格 した こ とにつ い ての満 足 度 は ど うで あ ろ うか 。・満 足度

とい う言 葉 には 適 切 な定 義 は ない もの で あろ う。・したが っ て1一 般 的 に 「満

足 です か 」とい う設 問 に,ぎ わ め て 適 切 な答 え を要 求 す る事 は無 理 で あろ う

が,合 格 者 の意 識 の多 角的 な把 握 とい う観 点 か ら,ま ず最 初 に,「 合 格 した

こ とに どの程 度 満 足 して い ます か 」 と設 問 した 。 非 常 に満 足 してい る,満 足

して い る,ど ち ら と もい え ない,不 満 足 で あ る,非 常 に不 満 足 で あ る,で 答

え て も らっ た。

「非 常 に満 足 して い る 」者 も若干 い るが,60%位 の者 は 「満 足 して い て」

25%前 後 の 者 が 「ど ち ら とも云 え ない 」6「 不 満 足 」な者 が い る事 も見逃

せ な い(図n-13参 照)。 組織 別 で は,情 報 処 理 組 織 体 の 方 が 一 般 組 織 体

よ り僅 か なが ら満 足 度 は 低い よ うで あ る(図ll-11,ll-12参 照)。 特

種 の 満 足 度 が最 も高 い(図ll-14参 照)。

さ て 満 足,不 満 足 の 理 由 で あ るが(表 皿一10参 照),「(非 常 に)満 足

して い る 」理 由 として は,各 種 別 に よ らず,「 客観 的 に技 術,能 力 が 評価 さ

れ た 」が 圧倒 的 に 多 い 。 これ は本 試験 の 目的 の一 つ で あ る,「 備 え るべ き能

力 につ い て の水 準 を示す こ とに よ り,教 育 水 準 の 確 保 に 資 す る 」こ とに応 え

る もの で あろ う。 そ の 反 面 「ど ち らと も云 え な い 」理 由 と して多 数 を 占め る

の は,「 資 格 試験 で な い の で社 会 的 に評 価 さ れ な い 」で あ る。 また 「(非 常
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に)不 満足 」である理 由 としてあげ られ ているのは 「昇進 ・昇格に結びつ か

ない 」が少数ある。本 試験 の 目的 の1つ で ある社会的地位の確立につ いて,

合 格者 自身の感 じてい る不満 か も知れ ない。

さて,こ の満足度 と処遇 であ るが,満 足 している者は 「合格以前 と仕事 の

内容がほ とん ど変 らな く」て も満足度 は高い(図 皿一25)。 しか し,「 処

遇上特別 な取扱 いを して くれ ない 」ことは満足度 に多少かか わ りが あ り,満

足度が低 くなるにつれ て 「特別 な取 扱い をして くれ ない 」と感 じる者が 多い

傾 向が ある(図 皿一29参 照)。

5.知 識 ・技 術 の 向 上'

合 格後 の知 識 ・技 術 の 向上 に は,合 格 老 は技 術者 と して大 き な意 欲 を もっ

て い る。特 に特 種 と1種 の合 格者 は 向上 に積 極 的 で あ る。 そ の 方 法 で あ るが

(図n-35参 照),「 仕 事 を 通 じて知 識 ・技 術 を更 新 してい る 」者 が 最 も

多 く(約64%),「 情報 処 理 専 門誌 や新 聞 に 目 を通 してい る 」者 が(59

%)と 続 く。 これ らの人 達 は 両 者 を併 用 す る こ と も多 く,回 答 は1項 目に な

らず,し たが っ て100%を 越え て も不 思 議 は ない 。 さ らに 「専 門 書 を も とに

学 習 して い る 」(約22%),「 学会 や 外 部 の 講 習会 ・セ ミナ に 出 席 して 」

(約16%)と 少 な くな る。 合 格 者 は 既 に実 務 家 で あ り,仕 事 の多 忙 の 中 で

の 時間 の さ き方 の 困 難iさ も由 来 してい るの で あ ろ う。

こ うした環 境 の 中 で,国 の施 策 と して は(図n-36参 照)「 機 関紙 類 を

合 格者 に配 布 し,そ れ を通 して知 識 ・技 術 を更 新 させ る べ き で あ る 」こ とを

求 め る声 は大 き く(約54%),「 合格 者 の 団体 を組 織 し,そ れ を通 じて相

互 啓 発 を はか れ ば よい 」(約24%)も か な りあ る。 特 に特種 合 格 者(32

%),第1種 合 格 者(約25%)に この 声 が か な りある。

合 格者 の積 極 的 な 向上 心 に国 と して も施 策 と して応 え る方 法 は な い もの で

あろ うか。
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6.試 験 の 内容 と実 務'

これ は特 種,1種,2種 の 試験 内 容 と合 格者 の職 務 内容 に質 的 な違 いが あ

るの で,種 別 に集 計 を行 な った 。

特 種 で は(図ll-37参 照),試 験 内 容は

ソ フ トウ ェ アの知 識

プ ログ ラムの 構 造 設計

情 報 処理 シ ステ ムの 設計 能 力

ハ ー ドウ ェ アの知 識

関連 知識

に分 け られ るが,「 シス テ ムの 設 計 能 力 」と 「 プ ログ ラムの 構 造 設 計 」は
,

非 常 に 関 係 して い る 」 ない しは 「か なb関 係 してい る 」が70%を 越え て

い る。 ソ フ トウ ェ ア,ハ ー ドウ ェ アの知 識 に 関 して も
,フ ァイ ル の概 念,オ

ペ レーテ ィ ング シ ス テ ム の概 念 ,オ ン ライ ン,タ イ ム シェ ア リン グ方 式 ,諸

装 置の種 類 ・機 能 シ ス テ ム構 成 と効 率,ハ ー ド ・ソ フ トウ ェ アの 関 連 も70

%に 近 い。 また 管 理 ・経 営 実務 ,シ ステ ム情 報,情 報 処 理 の基 礎 とい った 関

連 知 識 も60%前 後 で あ る。 それ に比 し,プ ・グ ラム 用言 語 ,汎 用 プ.グ ラ

ム ・パ ッケ ー ジ,数 学 ,数 値 計算,経 営 数 学,英 語 な どは 実 務 とあ ま り関係

な い とさ れ て い る。

試験 に追 加 す べ き項 目 と して は(表ll-17 ,図 皿一43参 照),プ ・ジ

ェ ク ト管理,シ ス テ ム評 価 ,コ ス トと経 済性 評価,デ ー タベ ース ・シス テム

デ ータ管 理,RAS,シ ス テ ム監 査 ,マ イ ク ・ ・コン ピュ ータ,文 書 化,デ

ー タ伝 送 端末 機 器 の種 類 と機 能
,フ ァ イル 設計

な どが あげ られ る。

1種 では(図ll-38参 照) ,内 容 は

ソ フ トウ ェ アの知 識

プPグ ラムの 設 計 能 力

プ ログ ラム作 成 能 力
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ハ ー ドウ ェ アの 知 識

関連 繊
.、.'

に 分け られ る。 関 連 知 識 を除 け ば,ほ とん どの もの が, .60%以 上 「非 常 に

関係 して い る 」ない し 「か な り関係 してい る 」とされ て い る。 しか し,そ の

中 で 汎 用 プ ログ ラ ム の パ ッケ ー ジは特 種 同 様 に 低い 関係 とされ て い る。 ま た

プ ・グ ラ ム用言 語 もそ れ 程 関係 度 が 高 い とは云 え ない(面 接 を した 数 人 の 人

は,知 っ て い て 当 り前,試 験 す る程 の こ とで は ない と も云 って い た)?

追 加す べ き項 目 と して は(表ll-17,図n-44参 照),

デ ー タ ・ベ ー ス シス テ ム,デ ー タ通 信 シス テ ム

ハ ー ドウ ェ ア ,ソ フ トウ ェ アの 関連

分 析 と設計 手 法

な どで あ る。

2種 で は(図ll-39参 照),内 容 は

ソ フ トウ ェ アの 知識

プ ・グ ラ ム の作 成 能 力

ハ ー ドウ ェ アの知 識

関 連 知 識

に分け られ るが,ど の項 目も特 種,1種 ほ どに 実務 との 関 係度 が高 い とは さ

れ てい な い 。 問 題 処 理 手 順 ・フ ローチ ャ ー ト,フ ァ イル の 概 念,プ ロ グ ラム

用言 語(以 上 ソ フ トウ ェ アの 知識),プ ロ グ ラム の作 成 能 力 には50～60

%が 高 い 関 係度 を示 して い る。 こ こで も,汎 用 プ ログ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジは 関

係 度 が 低 い もの とさ れ て い る。

追 加 す べ き項 目 と して は(表n-17,図ll-45参 照),

オ ペ レーテ ィ ン グ ・シス テ ムの 概 念

オ ン ラ イ ン方 式,タ イ ム シ ェ ア リン グ方 式

プ ロ グ ラム の 構 造 設計

文 書 化
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フ ァイ ル 設計

フ ナ ーマ ッ ト設計

デ バ ック方 式 設計

情 報処 理 基 礎

な どで あ る。

●

,

7.試 験 の 意 義

合 格 者 は,全 体 として 約70%が 「意 義 が あ る 」な6し は 「非 常 に意 義 が

あ る 」 と意義 を 認 め て い る。 そ して約20%が 「 どち ら と も云 え な い 」と し

て い る。 意義 を認 め る数 は,若 干 の 差 では あ るが 特種,1種,2種 の順 で あ

る(図ll-46参 照)。

「(非 常 に)意 義 が あ る 」 とす る理 由 と して は(表fi-18参 照),

「知 識 ・技 術 の 客 観 的 評価 基 準 とな る 」

が 非 常 に 多 く,こ の 点 は122件 以 上 が 指 摘 して い る。 これ は 本 試験 の 目

標 の1つ で あ る 「備 え るべ き能 力 に つ い て の水 準 を与 え る 」もの と して評 価

さ れ よ う。 つ い で,

「要 求 知 識 ・技 術 の範 囲 がは っ き りす るので 努 力 目標 とな る 」

「知識 ・技 術 の学 習(整 理 ・更 新 ・拡 大)の 機 会 とな る 」

「情 報 処 理技 術者 を評 価 す る 目安 とな る 」

な どが これ に続 く。 これ ら も,目 的 の1つ で あ る 「目標 を示 し,刺 激 を与 え

る こ とに よ り知 識 ・技 術 の 向 上 を図 る 」,「 能 力 につ いて の 水 準 を示 す 」,

こ とに応 え る もの で あ り,試 験 そ の もの の評 価 とな ろ う。

「 ど ち ら と も云 え な い 」 と意 義 に疑 問 を投 げ る理 由 と して は,

「社 会 的 に認 め られ ない の で 」

「 自己 の 力 を評価 す る意味 しか な い 」

「合 格 の具 体 的 メ リッ トが ない 」

「実務 的 に意 義 が な い 」
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な どが あげ られ てい る。試験 実施 か らの経 過が短いせ いか ,目 的の1つ であ

る社会的地位の確立は未だ しなのか も知れ ない。

8.お わ り に

ア ンケー ト調査 を終 わ り,そ の 中か ら若干 の人達 を訪明 して話 を聞いた。

情報処理技術者試験 に合格 した人達は勉強家 で もあ り,積 極的 な向上心 に富

む人達が多い。そ してこの試験 は技 術者 に良い 目標 を与え ,良 い刺激 を与え

てい る ように思え る。 そ して多 くの 組織 体,技 術者た ちはこの試験 を自己啓

発に上 手に使 ってい る。 その意味 では この試験 は 目的 を果た して きてい る。

それ だけ に,試 験 内容はつね に新 らしい技術進歩 に適合す るよ う,ま た実

務 に即す る よ うに と不 断の改善が加え られ なければ な らない。

しか し,合 格者の意識 では,社 会的地位の確立 とい う点でまだ まだ満足 の

い く状態 ではない ようである。試験 施行 か らの歳且 もまだ短か く,合 格者 の

意識 に達す るまで社会的地位 の確 立を急 に求め るこ とは,あ るいは無理 なこ

とか も しれ ない。 しか し,地 位 の確 立のため にも着実な努力が必要で ある と

思われ る。
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「情報処理技術者試験合格者の実態調査 」

に関するアンケー トの分析報告



＼



1.ア ン ケ ー ト調 査 の 概 要

1.1調 査 の目的

通商産業省は,情 報処 理技 術者育成施策 の一環 として情報処理技術者試験

を昭和44年 以来 実施 して きている。 当初 は,第1種 情報処理技術者 試験 と

第2種 情 報処理技術者 試験だけで あった が,昭 和46年 以降特種情報処 理技

術者 試験 が追加され今 日に至 ってい る。受験 者数は年 々増加 し,3種 類の試

験 の合格者 数は昭和50年 度末 で20,000名 近 くに なってい る。

この よ うに多 くの合格者 が輩 出 してい る現 在,合 格後 の意識 と処遇等 の実

態 を把握 し,そ れ を情報処理技術者 試験制度 の内容の改善 と充実 に反映 させ

るこ とを主 眼 に,(財)日 本情報処理開発協会情 報処理研修 セン ターに て合格

者の 実態調査 を行 な う運び となった 。

そ もそ も情報処 理技術者試験 は,情 報処 理の発 展の 中核的 役割 を果す べ き

情報処理技術 者 を育成確保す るための一 環 として実施 されてい るものであ り,

その 目的 は

(D企 業,団 体,官 公庁等 に勤務す る情報処理技 術者等 に 目標 を示 し,刺 激

を与え るこ とに よってそ の知識 ・技術の向上 を図 ること。

(2)情 報処理技 術者 として備え るべ き能 力につ いての水準 を示す こ とに より,

教 育水準の確保 に資す るこ と。

(3)電 子計算機 を利 用す る企業,団 体,官 公庁等で情報処理技 術者の採 用,

配 置,昇 進等 を行 う際 に役立つ よ うな客観 的 な評価の尺度 を提供 し,こ れ

を通 じて情報処 理技 術者の社会的地位 の確 立を図 るこ と。

な どとなってい る。

したが って,こ の よ うな 目的 に対 してす でに合格 した人 々が どの ように意

識 し,か つ合格者 に対す る組織体の あつかいが ど うなってい るか といった合

格後の 状況 を把 握 し,そ の結果 を今後の情報処理振興施策や試験 制度 の改善

に反映.活 用 してい くこ とが,今 回の実態調 査の主要 な出発点 となった。
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1.2調 査 の 内容

上 述 の 目的 を 考慮 した うえ で,今 回 の ア ン ケ ー ト調 査 で は 下 記 の7項 目に

焦 点 を合 わせ て調 査 内 容 を作 成 した(ア ンケ ー ト調査 の 具 体 的 内 容 に 関 して

は,資 料編 の 「情報 処 理 技 術 者 の 実 態 調 査 」ア ンケ ー トを 参 照 の こ と)。

(1)回 答 者 自身 につい て(回 答 者 の 年 令,性 別,最 終 学 歴,現 在 の仕 事 と職

種,合 格 時 の 状 況 な ど)

(2)情 報 処 理技 術 者 試験 の 合 格 に つ い て(合 格年 度,合 格 時 の 職種.年 令 と

実 務 経 験 年 数,合 格 に よ る満 足 度 な ど)

(3)受 験 の動 機 お よび 受 験 時 の 環 境 につ い て(受 験 の動 機,受 験 準 備 の 方法

手 段,受 験 に さ い して の所 属 組 織 体 の 援 助 な ど)

(4)合 格 時 の処 遇一 般 につ い て(合 格 した こ とに よる仕 事 内 容 の変 化,所 属

組 織 体 で の 特 別 な取 扱 い,合 格 者 の昇 進 ・昇格,基 本 給 と手 当 な ど)

㈲ 合 格 後 の 知 識 ・技 術 の 更 新 につ い て(最 新 の知 識 ・技 術 を 吸 収 す る方 法,

知 識 ・技 術 の 更 新 に関 す る国 の施 策 に対 す る期 待 な ど)

(6)情 報 処 理 技 術 者 試験 と実務 に つ い て(試 験 内 容 と職 務 遂 行 上 の 関 係,実

務 との 関係 で の追 加 試 験 項 目 と削 除 試験 項 目な ど)

(7)そ の 他(情 報 処 理 技 術 者 試 験 の意 識,今 後 の方 向,試 験 に 関す る注文 ・

意 見 な ど)

1.3調 査 の 対 象 者

当 然 の こ とで あ るが,調 査 の 対 象 者 は 過 去 の情 報 処 理技 術 者 試験 の 合 格 者

で あ る。 昭和44年 度 か ら50年 度 ま での 合 格 者 延 べ人 員19,577人 の うちの

2,005名 に ア ン ケ ー トを送 付 した,ア ン ケ ー ト送付 構成 を表U-1で 示 して

い る。

表ll-1で 示 した 通 り各 試 験 区 分 合 格 者 の合 格 者総 数 に 占め る割 合 い は特

種6%,第1種23%,第2種71%と ば らつ きが あ る。 した が って,こ の

構 成 比 率 を2,000(発 送 予 定 件 数)に 乗 じて得 られ る チ ー タ量 を各 試験 区 分

の 標 本 とす る と,特 種 は わ ず か120名 とな り,さ らに 回 収 の 歩 留 率 を勘 案 す
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表ll-1 ア ン ケ ー トの 発 送 構 成

試験
区分

年度
特 種 第1種 第2種

.

合格者 発送数 合格者 発送数 合格者 発送数

44 一 一 811 100 1,832 115

45

1

一 一 977 100 1,649 115

46 244 100 568 100 1,279 115

47

1

236 100 406 100 2,280 115

48 257 100 631 100 2,304 115

49

1

215 100 544 100 2,024 115

50 189 100 495 100 2,636 115 総 計

51

1

244
一 866 一 3,085 一 合格者 発送数

合 計 1,385 500 5,293 700 17,089 805 23,767 2,005

比 率(%) 6 23 23 35 71 40 100 1,000

る

■

る と特種 は ほ とん ど母 集 団 を反映 しな い無 意 味 な もの とな るお そ れ が あ る。

この こ とを 考慮 して,合 格 者 総 数 に対 す る比 例 配 分 の方 法 は 採 用 せ ず,、表H

-1で 示 した よ うな発 送 構 成 とした。

発 送 者 選 択 に あ た って は ラ ン ダ ム抽 出 を原 則 と しなが らも,住 居 の 変更 に

よる回 収率 の 低下 を懸 念 し,下 宿 者 は避 け,住 所 が 自宅 で あ る とか 組織 体 の

寮 に居 住 と して い る と思 われ る合 格 者 を主 体 に抽 出 した。 なお,試 験 区 分 ご

とに標 本抽 出 を行 った た め,2種 類 以 上 の 試験 に合 格 してい る人 が 重 複 して

抽 出さ れ た ケ ー スが一 部 あ る。

1.4調 査 実 施 と 回収 結 果 の 概 要 ,.

(1)ア ン ケ ー ト発 送 時!揖 と回 収 期 限
,、 、、

① 発 送 時期:昭 和51年11月20日

② 回 収期 限:昭 和51年12月17日(た だ し,12月21日 まで の 回

収 分 は 集 計 対 象 と した)
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(2)ア ン ケ ー ト回 収 件 数:779件(詳 細 は 表U-2の 通 り)

表il-2 ア ン ケ ー トの 回 収 状 況

※ 試験区分

組織体区分
特 種 第1種 第2種 合 計

情報処理関係組織体 140 117 98 355

一 般 組 織 体 120 87 125 332

そ の 他 3 18 21 42

無

効

回 答 不 備 一 一 一 2

期 限 切 れ 一 一 一 48

※※合 計 263 222 244
779

729

※ 組織 体 区 分 はつ ぎの 通 りで あ る。

① 情 報 処理 関係 組 織 体:コ ン ピュ ー タ ・メ ー カ,ソ フ トウ ェア会 社,計

算 セ ン タ ー,フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジメ ン トな ど情 報 処 理産 業 組織 体

とみ な され る もの。 この組 織 体 か らの 回 答 が一 番 多 い 。

② 一 般 組 織 体:① に含 まれ ない 組 織体

③ そ の他:自 営 業(3件),結 婚 退 職 者 ・つ ま り主 婦(9件),学 校 教

師(25件).無 職 な ど(5件)

※※① 特種 合 格者:第1種 ,第2種 の いず れか に合 格 し,か つ特 種 に も合 格

して い る人 も特種 合 格 者 に分 類

② 第1種 合格 者:第2種 に合 格 し,か つ 第1種 に も合 格 してい る人(特

種 に は合 格 して い な い)も 第1種 合 格 者 に分 類

③ 第2種 合 格 者:第2種 しか 合 格 して い な い人

(3)集 計 対 象 回答 件 数(有 効 回答 件 数):729件(昭 和51年12月21日 ま

で に 回収 で きた もの の うち回答 不 備 が ない もの)。 た だ し,12月22

日以降(期 限 切 れ)の48件 に 関 して は定 量 的 集 計 の対 象 とは しなか っ

た が.具 体 的 な意 見 とか 注 文 な どは分 析 内 容 に 反映 した 。
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P

(4)回 収 率:38.83%(実 際 には,住 所不 明 の た め,308件 が 返却 され て

い るの で.こ の 件 数 の 差 引い て 回収 率 を算 出す る と45.88%と な り,

通 常 よ りか な り高 い 回 収率 に な って い る。 そ れ だ け,当 試験 に 対す る

期 待 度.関 心 度 が 高 い とい うこ との反 映 か も知 れ ない)。 な お,ア ン

ケ ー トの 回答 に あ た っ ては,現 在 学生 で あ る合 格 者 の場 合 は 遠 慮 して

も らっ た。 今 回 の 実 態 調査 の 主 旨に一 致 しな い た め で あ る。

■
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2.回 答 者 の 状 況 に つ い'て

2.1.回 答 者 の年 令 と性 別 に つ い て

有 効 回 答 者729名 の 回 答 時 点 での 年 令 と性 別 を示 した の が,図n-1で あ

る。

無回答0ユ%(1件)

36～40才

12.2%

(89件)

31～35才

24.2%

(177件)

41～45

才

46%

(29件)20～25才

17.8%

(130件)

女性

4.7%

(34件)'件 数

(729件)

男 性

95.3%

(695件) 26～30才

39.9%

(291件)

0%(0件)

図ll-1 回答者 の年 令 と性別

まず,回 答 者 の 回 答 時 点 で の年 令 で あ るが,20代 後 半が 一－as多 く全 体 の

4割 近 くを 占め て い る。 そ れ に つ づ い て,30代 前 半が 多い 。26才 か ら35

才 を合 わせ る と64.1%に のぼ る 。これ に20代 前 半 の 回答 者 を 加算 す る と8
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ア

割強 とな る。 情 報 処 理 技 術 者 が 比較 的 若年 層 か ら構 成 さ れ てい る とい う実 態

か られ減 ぱ,回 答者 の主 体 が20代 か ら30代 前 半 迄 とな っ た のは 当 然 の傾

向 とい え よ う。

回 答 老 の最 高 年 令 は60才 で あ り,・この 人 は第1種 と第2種 の双 方 に合 格

して いた 。 逆 に,回 答 者 の最 低年 令は20才 で,第2種 合 格 者 で あ る。20

才 未 満 の回 答 は 皆無 で あ った が,こ れ は学 生 で あ る人 か らの 回 答 を遠 慮 して

も らった結 果 の 反映 とい え よ う。

回 答 者 の性 別 を み る と,男 性 が95.3%と 圧倒 的 に 多 い。 女性 の回答 は4.7

%で あ る。 ちな み に,過 去 の 合 格 者 の 男女 比率 を示 す と表n-3の 通 りで あ

る。 過 去 の 合 格 者 全 体 に 占 め る女 性 の割合 い が8.5%(1,660名)に 比較 し,

今 回 の 回答 女性 の 比 率 は か な り下 廻 っ てい る。 これ は,女 性 の 合 格者 が 第2

種 に片 よっ てい る こ とか ら生 じた もの と思 われ る。 表ll-3で 明 か な よ うに

●

真

表U-3 合 格 者 の 男 女 比 率

合格年.度
男女

区分

44年 45年 46年 47年 48年 49年 50年 合 計

243 234 256 213 185 1,131

男 一 一

(99.6) (992) (99、6) (99.1) (97.9) (99ユ)
.

1 2 1 2
1

4

一

10

女 一 一

(0.4) (08) (0.4)' (09) (2.1) (0.9)
.

789 960 555 392 605 517 453 4,271

男
(973) (98.3) (97.7) (96.6) (95.9) (95.0) (91.5) (96.4)

第1種 .

22 17 13 14 26 27 42 161

女
(27) (1.7) (2.3) (3.4) (4.1). (5、0) (8、5) .(3 、6)

1β55 1,477 1,125 2,054 2,060 1,799 2,365 12,535

男
(903) (89、61) (88.0) C90ユ) (89.4) (88、9) (89.1) (89.4)

.

177 172 174 226 244 225 271 1,489

女
(97) (10.4) (12.0) (9.9) (10.6) (11.1) (10、9) (10.6)

2444 2,437 1,903 2,676 2,921 2,529 3,003 17,937

男
(925) (92.8) (91、0) (91、6) (91.5) (90.9) (90.5) (9エ5)

全 体
199 189 188 246 271 254 317 1.6160

女
(75) (7.2) (9.0) (8.4) (8.5) (9ユ)

・(9
.5) (8.5)
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女 性 が 特 種(0.9%)と 第1種(3.6%)に 占め てい る 割合 い は きわめ て低 い。

大 半が 第2種 で あ る。 と ころが,今 回 の 回答 者 の うち第2種 に該 当す る人 は,

表 皿一2で 示 した よ うに全 回答 者 の3分 の1で あ る。 した が っ・て.女 性 比率

が4.7%に さが っ た もの と推 定 され る。

2.2回 答者 の最 終 学 歴 に つ い て

今 回 の 回 答 者 の最 終 学 歴 は,図ll-2で 示 して い る よ うに大 学院 ・大 学 卒

が7割 強 を 占め て い る。 しか も,そ の うち理 科 系 が4分 の3と 文 科系 卒 をは

るか に しのい で い る。 高校 卒 は,全 体 の17.3%で あ るが,商 業 科 卒 は全体の

2.9%と 少 ない 。

「そ の 他 」が49件(4.7%)あ るが,こ の うちの39件 は各 種 学 校 卒 で

あ り,他 に 旧制 中学 卒 とか 大 学 中退,工 業 教 員 養 成 所 な どが 散 見 され た 。

7・5ぞ
SS件)理 科系

短大.高 専 最 終学 歴53.5%

4・7%(34(729件)

文 科 系

17.8%

(130件)

713%

図ll-2回 答 者 の 最 終 学 歴

と ころ で,過 去 の 合 格 者 の最 終 学歴 の 実 態 は ど うで あろ うか。 そ れ を示 し

た のが 表ll-4で あ る。
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表ll-4 合 格 者 の 最 終 学 歴

合格年度

区
44年 45年 46年 47年 48年 49年 50年 合 計

分～ 学 歴

21.7 118 224 176 163 898

大学 ・大学 院 一 一

(88.9) (91.4) (872) (828) (86.2) (86.4)
特

7 0 4 12 7 30

短 大 ・高 専
一 一

(2.9) (0.0) (L5) (5、6) (3.7) (2.9)

19 17 29 22 16 103

種

高 校 一 一

(78) (7.2) (11.3) (10、2) (8.5) (9.9)

1 1 0 3 3 8
そ の 他 一 一

(0.4) (0.4) (0.0) (L4) (1.5) (0.8)

682 775 388 260 493 414 359 3,371

第

大 学 ・大 学 院
(84.2) (79.3) (68.3) (64.1) (78.2) (76.1) (72.5) (76.1)

12 36 29 23 47 36 29 212
短 大 ・高 専

(1.5) (3.、7) (5.1) (5.7) (7.4) (6.6) (5.9) (4.8)
一

99 154 142 119 76 73 83 746

種

高 校
(12.1) (15.8) (25.0) (29.3) (12.0) (13.4) (16.8) (168)

18 12 9 4 15 21 24 103
そ の 他

(2.2) (1.2) (1.6) (0.9) (2.4) (3.9) (4.8) (2.3)

967 832 195 861 1,185 985 1,241 6,266

第

大 学 ・大学 院
(52.8) (50.5) (38.7) (88.7) (51.4) (48.6) (47.1) (46.0)

66 134 69 148 163 114 163 857

二

短 大 ・高 専
(3.6) (8.1) (5.4) (16.5) (7.1) (5.6) (6.2) (6.3)

773 586 611 1,054 757 697 925 5,403

種

高 校
(42.1) (355) (47.8)

』(

46.2) (32.9) (34.4) (35.1) (39.7)

26 97 104 217 119 228 306 1097
子 の 他

(1.4) (5.9) (8.1) (9.5) (8.6) (11.2) (11.6) (8.0)

L649 1,607 L100 1339 1,902 1,577 1,764 10,938

全

大 学 ・大学院
(62.3) (6L1) (52.6) (45.8) (59.6) (56.6) (53.2) (55.9)

78 170 105 171 214 162 199 1,099
短 大 ・高 専

(3.0) (6.5) (5、0) (5.9) (6.7) (5.8) (6.0) (5.6)

一 872 740 772 1,190 862 792 1,024 6,252
高 校

体
(33.0) (28.2) (36.9) (40.7) (27.0) (28.5) (30.8) (31.9)

44 109 114 222 214 252 333 1,288
そ の 他

(1.7) (4.2) (5、5) (7.6) (6.7) (9ユ) (10.0) (6.6)
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過 去7年 間 の 合 格 者 全 体 でみ る と,大 学 院 ・大 学 卒 が55.9%,短 大 ・高 専

卒が5.6%,高 校 卒 が31.9%,そ の他 が6.6%と なっ て い る。 これ を合 格

区分 別 に分 析 して み る と,全 体 の パ タ ー ン とは 異 っ てい る6特 種 と第1種 で

は大 学 院 ・大 学 卒 の 割 合 い が 相 当高 い が,'そ の 他 の 学 歴 で は全 体 の 比 率 よ り

もいず れ も低い 。 逆 に第2種 に な る と大 学 院 ・大学 卒 の 割 合 い が 大 巾に 減 少'

し,他 の 学歴 の もめ の比 率 が 増 え てい る。 前 に指 摘 した よ うに第2種 合 格 者

の ア ン ケ ー ト回 答 は 全 体 の3分 の1に 過 ぎ ない(合 格 者 比 率 で は全 体 の71

%)。 この こ とが,図ll-2の 最 終 学 歴 に反 映 して い る と思 われ る。 つ ま り,

、大 学 院 ・大 学 卒 の 回 答 が 多 いの に対 して,高 校 卒 の回 答 が か な り'少ない 結 果

とな っ てい る。`

2.3回 答者 の所 属 す る組 織 体 に つ いて

回 答 者 の回 答 時 の所 属 組 織 体 を ま とめ る と図n-3の よ うに な って い る。

一般組織体'

45.2%

(332件)

その他

5.8%

42件)

情報処理関係

組織体

所'属 組 織 体

(7乞9件)48・7%

'(355件)

図ll-3 所 属 す る 組 織 体
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情報 処 理 関 係 組 織 体 に所 属 す る回 答者 が半 数近 くを 占 め て 伝 る(48 .7%)。

一 方 ,「 そ の 他 」に分 類 さ れ て い る回答 者 は,5.8%と ご くわず か で あ る。

ちなみ に,過 去6年 間 の 合 格 者 の合 格 時 の所 属 組 織 体 をま とめ る と表ll-

5の よ うにな る 。 この 表 で は ,通 商 産 業 省機 械 情 報 産 業 局 情 報 処 理 振 興課 で

公 表 した デ ー タ を今 回 の 実 態 調 査 の分 類基 準 に対 応 させ て ,つ ぎの よ うに集

約 した。

表fi二5 合 格 者 の 所 属 組 織 体

＼ 組
分＼ 所属組織体 ＼

4・5年

1

46年 47年 48年 49年 50年 合 計

特

種

情 報処理 関係 一
115

(47.1)

122

(51.7)

132

(51.3)

103

(47.9)

92

(48.7)

564

(49.4)

一 体 組 織 体
,

-

1

126

(51.7)

111

(47.0)

121

(47.1)

111

(51.6)

96

(508)

565

(49.5)

そ の 他 一

1

3

(1.2)

3

(1.2)

4

(1.6)

1

(0.5)

1

(0.5)

12

(1.1)

第
一

種

情 報 処 理関係
461

(47.2)
1

263

(46.3)

218

(53.6)

298

(47.2)

248

(45.6)

245

(49.5)

1,733

(47.9)

一 般 組 織 体 453

(46.3)
1

252

(44.3)

151

(37.2)

245

(389)

210

(38.6)

157

(31.7)

1,478

(40.6)

そ の 他
63

(6.5)

53

(9.4)

37

(9.2)

88

(13.9)

86

(15.8)

93

(17.8)

420

(11.5)

第

二

種

情報 処 理 関係
464

(28ユ)
1

351

(27.5)

738

(323)

716

('31.1)

714

(35.8)

858

(32.6)

3,841

(31.6)

一 般 組 織 体 816

(49.5)

519

(40.6)

840

(36.9)

900

(39.1)

825

(408)

883

(33.5)

4,783

(39.3)

そ の 他
369

(22.4)

409

(31.9)

702

(30.8)

688

(29.8)

485

(23.9)

895

(33.9)

3,548

(29.1)

全

体

情 報 処 理関係
925

(35.2)
1

729

(34.9)

1,078

(36.9)

1,146

(36.0)

1,065

(38.3)

1,195

(36.0)

6,138

(36.2)

一 般 組 織 体 1,269

(48.3)'
`

897

(42.9)

1,102

(37.8)

1,266

(39.6)

1,146

(41、2)

1,136

(34.3)

6,816

(40.2)

そ の 他
432

(16.5)

465

(222)

742

(25.3)

780

(24.4)

578

(20.5)

986

(29.7)

3,991

(23.5)

(注)昭 和44年 度 のデー ターは通産省か ら発表 され ていない。
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(1)情 報 処理 関 係 組 織 体:電 算 機 製 造 ・販 売 会 社,ソ フ ト9'エ ァ会 社 ,計 算

セ ン タ ー等 を集 約 した。

② 一 般 組 織 体:一 般 企 業 ・団体 と官 公 庁 をま とめ た 。

(3)そ の他:学 校 ・研 究 機 関,自 営,学 生 お よび 「そ の 他 」を集 約 した。

合 格 者 全 体 の 所 属 組 織 体 の 比 率か らみ る と,情 報 処 理 関 係 組 織 体 か らの 回

答 が多 い とい え る。 しか し,こ の 組織 体 の 合 格 者 の 比 率 が 特 種 と第1種 で 半

数近 くを 占 め て い る こ とか らす れ ば 自然 の な りゆ き とい え よ う。 一 般組 織 体

に 関 して もほ ぼ 同 様 で あ る。 一方,「 そ の 他 」の所 属 回 答 者 の比 率は 極 端 に

低 い。 これ は,「 そ の 他 」の 所属 体 の 合 格 者 の 多 くが 第2種 で あ る こ と,し

か もそ の うちの8割 強 が 学生 で あ り学 生 か らの 回 答 を除 外 した こ との反映 と

み て よか ろ う。

24回 答者 の 現 在 の 仕 事 と職 種,合 格時 の状 況

回答 者 の うち,現 在 の仕 事 が 「情 報処 理 部 門 関 係 の 仕 事 で あ る 」人 が81 .5

%で あ るの に対 して,「 情 報 処 理部 門 関係 の仕 事 で ない 」人 が15 .0%に のぼ

る(図U-4の 上 段 参 照)。

現 在 の 仕 事 が 「情 報 処 理 部 門 関係 の 仕 事 で あ る 」人 の 職 種 を詳細 に分 析 し

てみ る と図il-4の 左 下 に 示 してい る よ うに,シ ス テ ム ・プ ラ ンナ ー職 種

(28.1%)と 管 理 者(20.5%)と が 目立 つ 。 逆 に,適 用業 務 プ ・グ ラマ職 種

(17・8%)と か シ ス テ ム ・プ ロ グ ラマ 職 種(148%)は そ れ ほ ど 多 い とは い

え ない 。 これ を,合 格 区 分 別 に分 析 す る と,図ll-5の よ うに な る。

現 在 の 職種 が 管理 者 ない しは 管 理 的 職種 の 人 は,特 種 の 合 格 者 が 多 く,第

2種 だけ の合 格 者 は さ ほ ど多 くない。 シス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 にな る と.特

種合 格 者 が 目立つ とは い うもの の,第1種 と第2種 合 格者 も少 な くな い。 シ

ステ ム ・プ ログ ラマ とか適 用業 務 プ ・グ ラマ職 種 に な る とさす が に特 種 合 格

者 は少 な い。 第1種 と第2種 合格 者 が一 段 と 目立 つ 。 ま た ,適 用業 務 プ ログ'

ラマの 多 くは第2種 どま りの人 が か な りい る。 い ず れ の合 格区 分 で も,オ ペ

レータ職 種 とか ,そ の他 の スペ シャ リス ト職 種 の 人 は ま れ で あ る。
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情 報 処 理 部 門 関 係 の 仕 事 で あ る

8L5%(594件)

適 用 業 務

プ ロ グ ラ マ

職 種

17.8%(106件)

14.8%

(88件)

管 理 者

20.5%

(122件)

現在の 管理的職種

職 種7.1%(42件)

図n-4現 在の仕 事 と職種,合 格時の状況

情報処理部

門関係の仕

事でない
15.0%

(Io9件)

67.6%

(475件)

%
㊥

無
回
答

Ω
@

一 方 ,現 在 の 仕 事 が 情 報 処 理 部 門 の仕 事 で あ る な しにか か わ らず,合 格 時

の 状 況 を分 析 して み る と図ll-4の よ'S .にな る。

合 格 時 に 「情 報 処 理部 門 に所 属 して い た 」(67.6%)人 はそ れ ほ ど多 い とは

い え な い。 「情報 処理 部 門 に所 属 して い なか っ た 」人 は1割 強 に過 ぎ ない 。

そ の 代 り,合 格 時 に 「学生 で あ った 」者 が 目立つ(14.5%)。 後 述 す る よ う
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艦
合格区

管理者
管理的

職 種

シス テ ム ・

プ ラ ン ナ

シス テ ム ・

プ ログ ラマ

適 用 業 務

プログラマ

オペレータ

職 種

そ の 他 の
ス ペ シ ャ

リ ス ト
その他

、-、 、 、 、
、A、、 、
、 、

、
、 、 、

、 、、 、 、 、

＼
＼ ＼ ＼ 、'＼ こ こ='＼ ＼'・ 、
＼ ・、 こ こざ こミ ミ 、＼ 、、 、

、 、 、 〉

特 種
36.9% 11.0% 37.2% 47

52

(236件)
(87件) (26件)

'
(88件)( 1

55 Ω"

往"
,','",'」
/,'''",

///' ,イ;%,㌘/','
'""ン'

///'"一"/'(3件)＼ /～ ～
「

第1種
11.8% 7.0% 26.7% 21.4% 20.9% 髪8.0%

(187件)
(22件) (13件) (50件) (40件) (39件) 存(15件)
//'///!r

〃 ㌶///'1嬬 丁
'

第2種

(169件)

7.7%

(13⇔

'
/
17.2%

(29件)

21.9%

(37件)

36.7%

(62件)

3.C

牲
冬1α1%
(17件)
.

図il-5 合格 区分 ごとの現在 の職種

に,学 生 で あ った 者 の多 くは情 報 処 理 関 係 の 組 織 体 に就 職 した もの と思 われ

る別 の 分 析 デ ータが あ る。 なお,過 去 の 学 生 の合 格状 況 は表ll-6に 示 した

通 りで あ り,現 在 も学生 で あ る者 の 回答 を 排 除 した こ とを 勘案 すれ ば
,ほ ぼ

母 集 団 を反 映 して い る とい え よ う。

表n-6学 生 の 合 格 状 況

＼ 鞭
合格区分＼

44年 45年 46年 47年 48年 49年 50年 合 計

第1種
18

(2.2)

22

(2.3)

30

(5.3)

20

(5.0)

65

(10.3)

71

(13.1)

73

(14.7)

299

(68)

第2種
172

(9.4)

275

(16.7)

320

(25.0)

556

(24.4)

581

(25、2)

414

(20.4)

781

(29.6)

3ρ99

(22.1)

合 計
190

(7.2)

297

(11.3)

350

(16.7)

576

(19.6)

646

(20.2)

485

(17.4)

854

(25.8)

3,398

(17.4)

※学生で特種合格者はいない。
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3情 報処理技 術者試験 の合格 につ いて

回答 者 が,情 報 処 理 技 術者 試験 に合 格 した 当時 の状 況,つ ま り合 格年 度 と合

格 試験,合 格時 の職 種 と年 令,合 格 時 ま での コ ン ピ ュ ー タ実 務 経 験 年 数,お よ

び 合 格 した こ とに よ る満 足 度 を分 析 してみ る と次 の よ うに な る。

3.1所 属組 織 体 と合 格 区 分

回答 者 が現 在所 属 してい る組織 体 と どの試 験 区 分 に合 格 して い る か を ク ロ

ス分 析 した結 果 が 図fi-6で ある。

＼ 合格区分㌔、

所属i目織体＼ ＼ 、＼
特種だけ

特種 と

第1種

特種と

第2種

いずれも

合 格

第1種

だ け

第1種 と

第2種

第2種

だ け

情報処理関係組織体

(355件)

一 般 組 織 体

(332件)

そ の 他

(42件)

;1駕/ ,///;〕///
13.5%

(48件)

18.0%

(64件)

{

5,618.3%

(65件)

14.6%

(52件)

27.6%

(98件)

'

'

ノ

'
●

'

'

ね//
門//

9.9%

03件)

19.0%

(63件)

ノ

(

/

5.4%

[8㊥

13.9%

(46件)

12.3%

(41件)

37.7%

(125件)'
彊/㌻///
⊂,'錫%(・,//
、

'

/21.4%

(9件)

21.4%

(9件)

50.0%

(21件)

＼＼ 、.＼ ＼ ＼
＼ ＼＼ ＼ 一、 ＼

合 計

(729件)

11.2%

(82件)

17.6%

(128件)

5.3

ξ9件

16.5%

(120件)

14.0%

(102件)

33.5%

(244件)

1
1.9%(14件)

図n-6 所属組織体 と合格区分 の関係
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「一 般 組 織体 」 と 「そ の 他 」で は 「第2種 だ け 合 格 」が 目立つ 。 と りわけ

「そ の他 」の 所属 組 織 体 では 半 数 が 第2種 だ け の合 格 とな っ て い る が ,こ れ

は合 格老 の実 態 傾 向 とほぼ 一 致 して い る とい え よ う(表ll-5を 参 照 の こ と)。

特種 合 格者(「 特 種 だけ 」,「 特 種 と第1」,「 特 種 と第2」)は,情 報

処 理 関 係組 織 体(140件,39.4%)と 一 般 組 織 体(125件,36.1%)と で

は さほ どの差 はな い が,第1種 合 格 者 に着 目す る と両者 には 幾 分 の差 が で て

くる(前 者 は125件,.35.2%;後 者 は93件,28.0%)。 これ も表 ∬-5

で示 した合 格者 の 母 集 団 の 傾 向 とほ ぼ一 致 して い る といえ よ う。

.一一回答 者 を全体 と して み た 場合,「 第2種 だ け 」の 合 格 者 が 多 く(33.5%),

「特 種 と第 ・種 」の 合 格 者(・7.・%),「 第 ・種 だけ 」の合 格者(、6 .,%)が

これ につ
.tsVAて い る。 「特種 と第2種 」の組 合 わせ で合 格 して い る人 は ご く

わず か で あ る(1.9%)。 また,3種 類 の いず れ の 試験 に も合 格 してい る人 は

5.3%で あ る。

3.2・ 回 答 者 の合 格 年 度 に つ い て

回 答 者 の合 格 区 分 ご との合 格 年 度 を ま とめ る と図ll-7の よ うに な る。

件

70 一

/
一

60 フ
フ

一

/ / フ

/ /
/

一

50 /
一 /

二
/

/ 一

/
/ / x

40
〃 フ フ

/ }/ /
/

30
/ / / ×

/ / / ×

/ / / 〉く
/ /

20 フ / /

/ / /

/ /

10 / / /

/ / /
/

' / /

件数/ 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和
合格年度
/

44年 45年 46年 47年 48年 49年 50年

図ll-7 回答者の合格年度

第

二
種

第

一
種

特

種

(注)44年,45年 度 は

特種 の試験な し
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す で に表U-1で 示 した よ うに,各 年 度 合格 者 に対 し,特 種 と第1種 では

各 々100件,第2種 で は115件 の ア ンケ ー トを送 付 した の で あ るが.回 答 件

数 は各 年度 に よっ て ぱ らつ きがみ られ る。 この原 因 は 定 か で な い が,図 皿一

7で は2種 類 以上 の 試験 に合 格 して い る人 はそ れぞ れ の 合 格年 度 に累計 して

い るの で,そ れ が影 響 して い るか も知 れ ない 。

3.3合 格時 の職 種 と合 格 区 分

情 報 処 理技 術 者 試験 に合 格 した時 点 に従事 してい た職 種 と合 格 区 分 との 関

係 を示 す と図ll-8の よ うに な る。

随
筆 分 管理者

管理的
職 種 ランナ職
⌒輪 講 オペレータ

職 種

{
ペシャリスト学 生 欝 竃その他

特 種

(257件)

第1種

(377件)

第2種

(393件)

全 体

(1027件)

"
＼ ＼ ＼ 一、一〉 ここごこミ ミ ミ ミ誌 ミ誌 漂 蕩＼

19.5%

(50件)

10.9%

(28件)

47.5%

(122件)

7β%

(20件1

3.

〔1

、

54%

(14宅

23
才(6

'一 『"
','' ,'

/二 一 一 ,一 一一二ニ=二 禄 蘂 …三r:鶴'

58%

(z～伐
ユ ・惚 、件)

19.6%

(74件)

20.2%

(76件)

、

、

10.6%

(40件)

'

(29件X1⇔

77%3.4%

"〔","　

1鰺 ⑭ ,,_一'二,,一 二
,,一'三 つ"

,.=,身 声 弔
"

'
24%(9件)//"〆!/1闇

嬬
25.4%

(100件) 鵠
」O%29.5%

(4件)(116件)

14.5%

(57件)

6.6%

(26件:

興 興　 べ こ一 二'、べ 響 ⑭ ＼ ＼
77%

(79件)

4.8%22.5%

@{糊(231件)

13.5%

(139件)

18.1%

(186件)
t

15.2%

(156件)

97%

(10〔件)

444

(側D

、
1⑨%(19件)

(6件)

図n-8 合格時の職種 と合格区分

全 体 と し て み た 場 合,合 格 時 に は シ ス テA
.・ プ ラ ン ナ 職 種(22.5%),適 用
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業務 プ ログ ラマ職 種(18.1%)で あ った人 が 多 い 。 合 格時 に は 「学生 であった 」

人 が15.2%ら るが,そ の 多 くはそ の 後 情報 処 理 関係 め仕 事 に従事 して いる も

の と推定 され る(図ll-4を 参照 の ご と:た だ し図r-4で は回答 者 の単 純

累計 で あ るの で,図r-8の 件 数 と大 巾 に異 っ て広 る。 図ll二8で は2種 類

以 上 の 試験 に合 格 して い る場合 にはそ れぞ れ に カ ウ ン トされ てい る)。 情 報

処 理 部 門 以 外 の 職種 で 合 格 した 件 数 が9.7%で あ るの が,'図ll-4の 現 在 の

仕 事 で は15.0%と 増 加 してい る の はそ ゐ後 の ジ ョブ ・ローテ ー シ ョンの 反映

結 果 で あろ う。

図il-8と 図n-4の 左 側の現 在 の職 種 とを 対 比 して み る と興味 深 い 傾 向

が み られ る。 適 用業 務 プ ロ グ ラマ とシ ステ ム ・プ ・グ ラ マ職種 で は,両 図 で

の 比率 は ほ とん ど差 が な い 。一 方,管 理者 で は7.7%か ら20.5%,管 理 的 職

種 で は48%か ら7.1%と か な り増 大 して い る。 これ は,図E-5か らみ て

特種 合 格 者 の か な りが 管 理 職位 へ 昇 進 してい った こ とが 推定 さ れ る。 ま た,

第1種,第2種 か らの 昇 進 もみ られ る。技 術 者 試 験 が 実施 され て か ら数 年 が

経 過 して い る こ と,お よび 試験 合 格者 に対 しての 処 遇 上 の配 慮 が なされ た結

果が この よ うな傾 向 に表 われ て い るの で あ ろ う。 現 在 の 職種 で システ ム ・プ

ラ ンナ職 種 で も22.5%か ら28.1%と 増 加 してい るが,こ れ は第1種,第2

種 合 格 者 の ジ ョ ブ ・ロ ーテ ーシ ョン に よ る もの と推 定 さ れ る(図ll-5で 裏

付 け られ る)。 そ れ に もか か わ らず,シ ス テ ム ・プ ・ グ ラマ職 種 と適 用業 務

プ ・ グ ラマ 職 種 とで 比 率 に変 動 が ない の は,学 生 合 格 者 か ら充 当 され た 結 果

と思 われ る。

図n-8に お い て 合 格 区分 ご とにみ られ る特 徴 は つ ぎの 通 りで ある。

特 種 合 格 者 の 合格 時 の 職種 は,管 理者,管 理 的 職 種,シ ステ ム ・プ ラ ンナ

職種 で77.9%と 大 半 を 占め て い る。 プ ログ ラマ 職 種 は1割 強 とそ れほ ど多 く

ない。 特 種 試験 のね らい か らして この 傾 向 は 当 然 とい え よ う。

第1種 で は,シ ス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 が4分 の1を 占 め て い る。一 方,こ

の試験 が プ ・グ ラマ主 体 に実 施 され てい る に もか か わ らず,シ ス テ ム ・プ ・
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グ ラマ職 種 と適 用業 務 プ ・グ ラマ を合 わせ て も39.8%で 半 数 に も満 た ない 。

第2種 では,学 生(29.5%)と 情 報 処 理 部 門以 外 の 職種(14.5%)が 目立

つ 。 そ れ に対 して プ ・グ ラマ職 種 ば36.9%で あ り,さ ほ ど多 い とは い え ない 。

(注)本 調 査 では,各 職 種 をつ ぎの よ うに定 義 して回 答 して も らっ た。

1.管 理 者:情 報 処 理 部 門 の部 長;課 長,係 長 な どの こ とです 。

-2.管 理 的 職種:情 報 処 理 部 門 の総 合 計 画業 務 とか 管 理 業 務 に主 と して

従 事 す る職 種 と します 。

3・ シス テ ム ・プ ラ ンナ 職種:別 名 シ ステ ム ズ ・エ ン ジニ アま た は シ ス

テ ム ・ア ナ リス トな ど と呼 ば れ る こ と もあ り,主 に シ ステ ム分 析 か ら

シス テ ム 設計 ま で を行 い,シ ステ ム設 計 書 を と りま とめ る職種 としま

す 。

4シ ス テ ム ・プ ログ ラ マ職種:主 に システ ム ・プ ログ ラム や汎 用 プP

グ ラムの 検 討 と作 成,オ ペ レーテ ィ ン グ ・シス テ ム の生 成 ・保 守 な ど

に従 事 す る職種 と します 。

5.適 用業 務 プ ・グ ラマ 職種:シ ス テ ム設計 書 に も とつ い て 適 用業 務 の

プ ・グ ラ ムの設 計 と コ ーデ ィ ング作 業 お よび そ の プ ログ ラ ムの保 守作

業 に主 と して従 事 す る職 種 と します 。

6.オ ペ レ ー タ職 種:主 に コン ピュ ータの オペ レー シ ョ ンに従 事 す る職

種 と します 。

7.そ の他 の スペ シ ャ リス ト職種:ORワ ーカ等の 高 度 な 専 門的 職 種 を

さ しま す。

3.4合 格 時 の 年 令 に つ い て

合 格 区分 ご との 合 格 時 の年 令 を ま とめ る と図n-9の よ うに な る。 特 種 の

年 令 が 一 番 高 く.こ れ に第1種 が 続 き,第2種 が最 も若 い。 試験 のね らい か

ら して当 然 の 傾 向 とい え る。

特 種 で は.20才 後 半 が 主体 で過 半 数 を 占め て い る。 これ に30才 前 半 を

加 味す る と全 体 の83.7%と な る。 特種 で は25才 以 下 の合 格 者 は 皆 無 で あ る
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41～45才2.7%

(7件

36～40才

11.4%

(30件

31～35才

32.7%

(86件)

46才 以上L1%(3件)

無回答1ユ%(3件)

特 種

(263件)

26～30才

51:0%

(134件)

46才 以 上

O.5%

(2件)

41～45才

08%(3件)

無 回 答13%(5件)

20才 未満1.0%(41件)

(389件)(161件)

26～30才

38.0%

(148件)

41～45才15%(6件)

36～40才2.8%(11件

31～3

5.3

26～30才

20.1%

(8(絆)

46才 以 上0.5%(2件)

無 回 答1.5%(6件)

20才 未満

9.5%

(38件)

第2種

(399件)

58.9%'

図H-9 合格 区分 毎の合格時 の年令
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が,こ れ は 受験 資格 と して25才 以 上 でか つ3年 程 度 以 上 の実 務 経 験 を要 求

してい る結 、果の 反映 とい え よ う。

第1種 では,20才 前 半 が最 も多 く41.1%を 占 め,20才 後 半 が38.0%

とこれ に続 く。 両者 を合 わせ る と8割 近 くな り,20才 が大 半 を 占 め てい る。

20才 未 満(1.0%)や41才 以 上(1.3%)は ご くわ ず か で あ る。

これ が,第2種 とな る と過 半 数 以上 が20才 前 半 とな る。20代 後 半 も約

2割 を 占め るが,31オ 以 上 にな る と10%に も な らない 。 逆 に20才 未 満

は か な り増 加 し,9.5%に もな る。

ちなみ に過 去 の 合 格者 の 平 均年 令 を示 す と表ll-7の ご と くで あ る。

表U-7 合 格 者 の 平 均 年 令

鞭

合格区分

44年 45年 46年 47年 48年 49年 50年 全体平均

特 種 一 一 31.0 30.5 30.0 30.1 297 30.3

第1種 28.1 27⑨ 26.1 25.6 25.7 25.5 25.1 26.3

第2種 24.6 24.3 23.3 23.6 23.5 23.7 23.3 23.8

合計平 均 25.7 25.6 25.0 244 24.5 一 24.0 24.9

回答 者 の 年 令 構成 は,こ の 表 か らす る とほ ぼ 母 集 団 を反映 して い る とい え

る。

と ころで,現 実 に実 務 に従 事 してい る人 々の 年 令 構成 の実 態 は ど うで あ ろ

うか 。 これ に 関 して は,財 団 法人 「 日本 情 報 処 理 開 発 協 会 」の51年 度 の調

査 チ ー タが あ る。 こ の結 果 を表ll-8で 示 そ う。

特種 の主 体 が シ ス テ ム ・プ ラン ナ職種 お よび 管理 的 職 種 で あ る こ とか らす

る と(図ll-8か ら判 断 して),ほ ぼ 現 実 の実 態 と一 致 してい る とい え る。

25才 未 満 で シ ス テム ・プ ラ ンナ職 種 が2割 強 あ るが ,特 種 で の年 令 制 限

を 勘案 す る と,ま ず 現 実 の 姿 を反映 してい る とい え よ う。

第1種 では,図ll-8で 分析 した よ うに シス テ ム ・プラ ン ナ職 種 と プ ログ
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表n-8 職 種 別 年 令 構 造

年 令

職 種
20才 未満

20～

25才

26～

30才

31～

35才

36～

40才

41～

45才
46才 以上

オ ペ レ ー タ 職 種
173

(11.6)

849

(56.8)

288

(19.3)

67

(4.5)

41

(2.7)

28

(1.9)

48

(3.2)

プ ロ グ ラ マ 職 種
83

(3.6)

1,186

(508)

829

(35.5)

173

(7.4)

43

(1.8)

13

(0.6)

8

(0.3)

システム ・プ ラン ナ 種
3

(02)

457

(23.1)

772

(38.6)

548

(27.5)

166

(8.3)

42

(.2.1)

8

(0.4)

管 理 的 職 種
3

(0.4)

341

(39)

76

(7.3)

216

(20.7)

284

(27.3)

232

(22.3)

189

(18.1)

ラマ 職 種 とで 主流 を 占め て い る。 この こ とか らす れ ば ,だ い た い現 実 の 実 務

に従 来 して人 々 の実 態 と同 じで あ る。.

第2種 の場 合,20代 前 半 と学 生 とが 主体 で あ るが(図ll-8参 照) ,こ

れ もほぼ 実 態 を反 映 して い る とい え よ う。

3.5コ ン ピ コー タ実 務 経 験年 数 と合 格 区 分 につ い て

今 回 の回 答 者 の合 格 時 ま で の コ ン ピュ ー タ実 務経 験 を集 約 す る と図2-10

の よ うに な る。 これ を各 合 格 区 分 ご とに分 析 して み る とつ ぎの よ うな結 果 が

得 られ る。

特 種 合 格者 で は,半 数 以上 の 人 々 が5年 以上 の実 務 経 験 者 で あ る(159

件,61.6%)。 中 で も6年 以 上 の 実 務 経験 者が44 .1%と 一 段 と多 い。 これ

は,受 験 資 格 と して,3年 以 上 の 実 務 経験 を期 待 して い る こ と ,お よび 過 去

の 伝統 的 キ ャ リア ・パ ス と して の オ ペ レー タか ら プ ロ グ ラマ ,プ ログ ラマか

ら シス テ ム'プ ラ ンナ へ とい う志 向 の反 映結 果 と思 われ る
。

第1種 では,実 務 経 験1年 以 上5年 未 満 が 大 半 を 占め て い る(246件 ,

65.4%)。 実務 経 験6年 以 上 は13 .0%と か な り減 少 してい る。 ごれ は ,前 述

の 「 日本 情報 処 理 開発 協 会 」で の 実 態 調査 とほ ぼ 同∵ 傾 向 を 示 して い る
、(表

ll-9参 照)。

一 ミ4一

_こ ＼ ＼

ワ

翻



¥

経験年
金.数格区
分

全 くなし1年 未満 1～2年 2～3年 3～4年 4～5年 5～6年 6年以上

特 種

(258件)

第1種

(376件)

笛2種

(387件)

滋廼 三三三三 三二て三 二/
ll

2ナ

6.6%

1翻

15.5%

(40件)

11.6%

(30件)

17.4%

(45件)

44.2%

(114件)

× ＼ 一 ＼ 、 ～ 、

＼＼こ こ 一 こ 〉 二こミ ここ_一
＼

6.9%

(26件)

82%

(31伶

16.8%

(63件)

20.7%

(78件)

16.2%

(61件)

11.7%

(44件)

6.4%

(24件)

13.0%

(49件)

＼ミ こ一こ ご こ こミミ;ミ 運)

30.2%

(117件)

24.0%

(93件)

26.9%

(104件)

9.3%

136件)

44/

亥

暮
) 1ノ

γ

図ll-10

1、0%

コ ン ピュ ー タ実 務経 験 年 数 と合 格区 分(4件)

第2種 に な る と,実 務 経 験3年 未 満 が圧 倒 的 で あ る(350件,90 .4%)。

しか も,こ の うち2年 未 満 がほ とん どで あ る(314件,81.1%)。 ま た ,実

務 経 験 が 皆無 の人 が30.2%と トップ を占 め てい る。 これ は ,図ll-8で 示

した よ うに.第2種 で は 学生 合 格 者 が29.5%を 占め てい る こ とか ら当 然 とい

え よ う。

念 の た め に,「 日本 情 報 処 理 開発 協会 」が 調 査 した コン ピュ ー タ要 員 の 実

務 経 験 の実 態 を表n-9に 示 して お く。
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表ll-9 職種 別実務経験 年数

経験年数

職 種
1年 未満 1～2年 3～4年 5～6年 7～8年 9～10年 11年 以上

397 472 351 30 34 16 12
オ ペ レ ー タ 職 種

(222) (36.4) (27.0) (2.3) (1.9) (1,2) (1.0)

333 569 709 405 125 42 27
プ ロ グ ラ マ 職 種

(15.1) (25、7) (32.1) (18.3) (15.7) (1.9) (1.2)

37 111 289 397 216 141 142
システム・フ'ランナ職 種

(2.8) (8.3) (21.7) (29.8) (06.2) (10.6) (10.7)

52 87 134 162 91 84 159
管 理 的 職 種

(6.8) (11.3) (17.4) (21.1) (11.8) (10.9) (20.7)

3.6情 報 処 理 技 術者 試 験 に 合 格 した こ とに よ る満 足度 に つ い て

回 答 者 が,情 報 処 理 技 術者 試験 に合 格 した こ とに どの程 度 満 足 して い るか

を所属 組 織 体 別 に分 析 した結 果が 図n-11と 図H-12と で あ る。

全体 と してみ た 場 合,ど の 所 属 組 織体 で も 「満 足 してい る 」と回 答 した 人

が過 半数 以上 で ある 。 「非 常 に満 足 して い る 」人 は ,い ず れ も10%内 外 で

あ る。

これ を所 属組 織 体 別 に み る と,「 情 報 処 理 関係 組 織 体 」が 全 体 と して は他

の組織体 功 も満服 が低い繰 になってい る.一 般的 諭 情 としては,こ

の 組 織 体 で の満 足 度 が 最 も高 くな っ て よい と感 じるの で あ るが ,受 験 者 の合

格 に 関 す る組 織 体 に対 しての 期 待 度 が 高 いせ いか ,あ る い は組 織 体 の 性 格 か

ち して合 格 者 が 多 く,そ の 稀 少 価 値 が 少 な いせ い か,他 の 組 織 体 ほ ど満 足度

は 高 くな い。

最 も満 足度 が高 い の は一 般 組 織 体 で あ るが,こ の理 由は さ だ か で は ない。

情 報 処 理技 術 者 試験 に合 格 した こ とに よる満 足度 を合 格 区分 ご とに分 析 し

て み る と.そ の 結 果 は 図U-13と 図U-14の よ うに な る。

や は り,ど の合 格 区 分 で も合 格 した こ とに よっ て 「満足 して い る 」回答 者

が 過 半数 を示 め て い る。 特 に特 種 合 格 者 は ,「 非 常 に 満足 して い る 」人 が 約
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13%,'「 満 足 して い る 」入 が60%強 と他 の 合 格 区分 よ りも一 段 と高 い 。

逆 に,「 不 満 足 で あ る 」 とか 「非 常 に不 満足 で あ る 」とい う回答 率 は 少 な い。

特 種 で あ る こ とか ら,合 格者 の稀 少価 値 が 大 きい こ とお よび そ の 専 門技 術 が

認 め られ た こ と に よる動機 づけ が 大 きい こ とが 影 響 して い る の で あ ろ う。

情 報 処 理 技 術 者 試 験 の 満 足度 に 関す る調 査 項 目では,単 に 満足 度 の 度 合 い

に 回答 して も ら うだ け でな く,そ の具 体 的 理 由 を 自由に 記 入 して も らっ た。

記 入さ れ た 内 容 を整 理 した のが 表ll-10で あ る。

「非 常 に 満足 して い る 」とか 「満 足 して い る 」人 の理 由 の主 要 な もの は,

「客 観的 に技 術 ・能 力が 評価 さ れ た 」,「 社 内 外 で信頼 され る よ うに な っ た」

「仕 事 に 自信 が もて る よ うに な っ た 」な どで あ る。 逆 に,「 不 満 足 で あ る 」

とか 「非 常 に不 満 足 で あ る 」入 の主 要 な理 由 は 「昇給 ・昇 進 に結 び つ か な い」

こ とで あ る。

「非 常 に 満足 して い る 」あ る い は 「満 足 して い る 」人 の 理 由 には,ハ ー ツ

パ ーグ教 授 が指 摘 して い る業 績 向上,他 か ら認 め られ る こ と,自 信 な ど とい

った い わ ゆ る動機 づけ 要 因(MotivationFactor)が 大 き く作 用 してい る 。

逆 に 「非 常 に不 満 足 で あ る 」とか 「不 満 足 で あ る 」入 には,給 与 な どの い わ

ゆ る 衛生 要 因(HygieneFactor)が 影 響す る とい う傾 向 が み られ る。 これ に

関 しては,行 動 科 学 の 面か らさ らに研 究 してみ る必要 が あ りそ うだ。

表ll-10 満 足 度 の 具 体 的 理 由
、

特 種 第1種 第2種

非
常

・客観的に技術 ・能 力が評価

された(多 数)
・部下 のモ ラル ・ア ップにつ

・客観的 に技術 ・能力が評価さ

れた(4件)
・自己満足(3件)

・自己満足(6件)

・現在 の仕事に従事で きた

・教 える時の 自信 とな った

に なが る
満 ・仕事に 自信 が もてるように
足 なった
し ・社内 で信頼 され る ようにな
て っ た
い ●社外で信頼 され る ようにな
る っ た
・昇進 ・昇給 の要因 となって

い る
・自己満足
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特 種 第1種 第2種

・客観的 に技術 ・能力が評価 ・客観的に技術 ・能力が評価 ・客観的 に技術 ・能力が評価

された(多 数) された(33件) された(28件)
・知識を体系化するのに役立 ・社内で信頼(評 価)さ れる ・社内で評価 される ようにな

満 った(5件) よ うになった(4件) った(5件)
足 ・自己満足(5件) .知 識の体系化に役立った ・知識の体系化に役立った
し ・社 内で信頼されるようにな ・転職の時役立 った (7件)
て った(2件) ・仕事に 自信が もてる ように
い ・対外的 に仕事 が しやす くな なった(4件)
る った(2件) ・ モ ラ ル ・ア ップ に 結 び つ く

●転職 の時有利 にな った ・転職の時有利だ った
・社内で公認会計士 ・技術士

と同列扱い しているか ら

・資格試験でないので社会的 ・資格試験でないので社会的 ・社会的(社 内的)に 評価 さ
どい に評価 されていない(多 数) (社 内 的)に 評価 され てい れない(16件)
ちえ ・昇進 ・昇給の考慮要素 にな ない(11件) ・合格 と実務がで きることと
むな っていない ・合格 と実務 がで きる とは無 は無関係(5件)
とい ・合格 は経験 か らして当 り前 関係(5件)
も (4件)

不で
満あ
足る

・昇進 ・昇給に結びつかない

(4件)
・合格 したことが現在の職場

では生 かせ ない

・昇進 ・昇給な どの評価の対

象 とな らない(7件)
・試験の合格 と実務が結びつ

か ない(2件)

・昇進 ・昇給 などの評価の対

象 とならない(6件)
●社内の試験制度 の方が重視

され ているので無意味

非不で
常満あ
に足る

・合格 と実務 ができることと

が結びつかない

・昇進 ・昇給 と結びつか ない

(2件)

・社会的に評価されていない
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4.受 験の動機お よび受験時の環境について

4.1受 験 の 動 機

情 報 処 理 技 術 者試 験 を受け る気 持 にな っ た動機 の うち ,最 も強 か った もの

を1つ だ け選 ん で 回答 して も らっ た。 た だ し,2種 類 以 上 合 格 して い る場 合

には そ れ ぞ れ の 動 機 を1つ ず つ 選 択 して も ら った 。 そ の 結果 を所 属 す る組 織

体 別 に集 計 したの が 図II-15で あ る。

い ず れ の 組 織 体 で も 「自分の 力 を試 して み るた め 」とい う動 機 が圧 倒 的 に

高 い・中 で も「その他 」 の 組 織体 では74.0%と 最 も高 い(情 報処理 関係 組 織 体

63.0%,一 般 組 織 体:65 .0%)。 学校 教 師 とか 自営 業 の 人 が主 体 で あ る だ

け に 当然 の 傾 向 とい え よ う。

情 報 処理 関 係 組 織 体 では,「 ス ペ シ ャ リス トに な りた い 」が14 .8%(一 般

組 織 体:12.3%,そ の 他:9.3%),「 会 社 ま た は上 司 が 奨 励 した ため 」が

11.4%(一 般 組 織 体:92% ,そ の 他 二7.4%)と 他 の 組 織 体 よ り若 干 高 い。 し

一 方
,「 友人 ま た は同 僚 が す す め たた め 」とか 「昇 進,昇 給 が 有 利 にな る と

考 え た ため 」は ほ とん ど主 要 な 動機 とな ってい な い。 自 らの 向 上 心 が 主要 動

機 に な って い る とい う傾 向 が うか が え る。

受験 の動 機 を合格 区 分 別 に集 計 ・分 析 した結果 が 図II-16で あ る。

第2種 で は,「 自分 の 力 を試 して み るた め 」が65.7%(特 種 二63 .4%第

1種:64.0%),「 ス ペ シ ャ リス トにな りた い ため 」が15.5%(特 種:・12.5

%,第1種:11.8%)と 他 よ りわず かなが ら も高 い。

第1種 合 格 者 では,「 会 社 ま たは 上 司が 奨 励 した ため 」が11 .6%あ り,他

の 合格 区 分 よ り若 干高 い(特 種:9、5%,第2種 二9 .2%)。

特 種 合 格 者 で は,「 その 他 」の 動 機 が11、4%あ り,他 の 合 格 区 分 よ りも一

段 と多 い。 「そ の 他 」の 動機 と して 記 入 して もらった具 体 的 内容 を整理 した

の が 表 皿一11で あ る。 特種 では,「 情 報 処 理 全 般 に つ い て の 知 識 を体 系化

す るた め 」,「 合 格 して お くと将 来 有利 に な る と思 った か ら,「 業 務 を遂 行
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す る上 での説得 力を向上 させ るため 」な どが 目立 つ。

表ll-11そ の他 の受 験 動 機 の具 体 的 内 容

特種 1.情 報 処理全般についての知識を体系化す るため(3件)

2.転 職時 に有利になる と考 えたか ら

3.合 格 してお くと将来有利になると思ったから(3件)

4.仕 事 を受注する為 に公的 に認 められる必要があ ったのセ

5.業 務 を遂行す る上での説得力を向上 させ る為(3件)

6.部 下啓蒙のため(2件)

7.SE職 に変 わろ うと思 っていたので会社に力を認識させる為

8.知 識 を広げ る機会 と して

9.職 業 柄合格 してい ることは当然だ と考 えたため

10.自 分 の力を客観的に評価 したか ったから

第1種 1.自 分 の力を客観的 に評価す るため

2.職 業 柄(将 来のために必要 な資格 と考 えたので)

3.部 下への啓蒙(2件)

4.給 料 が上 るので

5.合 格 してお くと将来 有利 にな るか も知れないか ら(2件)

6.転 職 時 に有利 となる と考 えたので

第2種 1.転 職 に有利 であると考 えたので(4件)

2.表 賞 制度に含まれてい るので

3.生 徒 を指導 しているので(2件)

4・2'受 験 準 備 のた め の方 法

受 験準備に さい して どの ような方法,手 段を用 いたか を所属す る組織 体別

に分 析 したの が 図ll-17で あ る。

全 体 と して 「試 験 用テ キス トを購入 し,独 りで学 習 した 」とす る回 答 者 が

多 い。 いず れ の 組織 体 で も50%内 外 で ある(情 報 処 理 関係 組 織 体:483%,

一 般 組 織 体:50 .3%;そ の 他:56.7%)。 「グ ル ー プ で学 習 した 」とか,

「受 験 用 の 社 内(学 内)講 習会 に参 加 した 」とい う回 答 は ご くま れ で あ る。

「情 報 処理 関 係組 織体 」で は,「 特 に何 も しな か った 」が25 .0%と 他 の

組 織体 よbも 多 い1一 般 組 織 体 二17.5%;そ の 他:10.O%o)。 日常 業務 そ の
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ス ペ シ ャ リス トに な りた い た め
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会社 または上司が奨励 昇進昇給が
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情報処理関係組織体

≡'一一ー 一般組織 体

一 一一そ の 他

友人または同僚が

すす めたため 一'一 合 計

(注)百 分率は,分 母 を各組織体の合 計か ら無回答の件数を引いた もの とした。

た と え ば,一 般 組 織 体 の 場 合 に は(478-2)=476を 分 母 と した 。

図1[[-1.5 受 験 の 動 機(所 属組織体別)
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ス ペ シ ャ リス トに

な りた い た め

会社または上司が

奨励 したため

昇給,昇 進が有利

になると考えたため

特 種

第1種

友人または同僚が 第2復

すすめたため

(注)百 分率の分母は無回答を除いたものを使った。'

図[-16受 験 の 動 機(合 格 区 分 別)

もの が 受験 準 備 に そ の まま役 立 って い る度 合 いが 強 い とい うこ とで あろ うか。

「一 般 組 織 体 」で は,「 仕 事 を通 じて 知 識 ・技 術 の 向 上 に 努 めた 」とい う

回 答 が21.6%と 他 よ り若 干 多い(情 報 処理 関 係 組 織 体:19 .3%,そ の 他 の組

織 体:6.7%)。

「そ の 他 」の組 織 体 では ,「 仕事 を通 じて知 識 ・技 術 の 向上 に 努 め た 」と

か 「特 に何 も しなか った 」は少 な い が,「 受験 の た めの 外 部 講 習会
,セ ミナ
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に参 加 した 」(13.3%)と か 「そ の 他 」(8・3%)の 方法 が 他 よ り高 い。 な お,

「そ の 他 」の具 体 的 方 法 と して 列挙 さ れ た もの を整 理 す る と表ll-12の よ

うに な る。

受 験 準 備 の た め の 方法 ・手 段 を合 格 区分 別 に ま とめ る と図 皿一18の よ う

に な る。

特 種 で は 「試 験 用 テ キ ス トを請 人 し,独 りで学 習 した(35.8%),「 仕 事 を

通 じて知 識 ・技 術の 向 上 に 努 め た 」(333%),「 特 に何 も しなか った 」

表ll=12そ の 他 の 受験 準 備 の 方 法

合格区分 受 験 準 備 の 方 法

1.仕 事 を通 じて得た知識 ・技術 を試験 用テキス トで整理 した

特 種 2,過 去 の問題集 で出題傾向,問 題数,'時 間 等 を見積 った。

3.IITで6ケ 月 の コ ー ス に 参 加 し,自 己 を 冷 静 に した 。

4.新 聞,雑 誌な どの記事 を深 く理解 した。

1,電 算 機学校在学 中で,学 内講習会(授 業外)へ 参加 した

第一種 2.情 報処理関係の雑誌 を数年分読破 した。

3,専 問詰,情 報処理関係講習会テ キス ト,NHKコ ン ピューター講座 な どで知識 の

洗い直 しを行 った。'

4.実 際 に会社の プログラム作成 とい うアルバイ トを行 った。

1.NHKの コ ン ピ ュ ー タ ー 講 座 を利 用 した 。

第二種 2.1高 に情報技術科 を設置 するため,内 地留学 し6ケ 月間各種学校 で学 んだ。

3.メ ー カ ー の ユ ー ザ ー 向 け 講 習 会 。

4.電 算機学校に在学中で学 内講習会(授 業外)へ 参加 した。

(47.2%)が3本 柱 で あ る。 しか し,「 試 験 用 テ キス トを購 入 し,独 りで学 習

した 」は 他 の合格 区 分 よ りか な り低 く,「 仕事 を通 じて 知 識 ・技 術 の 向上 に

努 め た 」(第1種 二17.7%,第2種 二12.2%)が 高 い。 特 種 に おい て は実 務

経 験 が 重 視 され て い るの で,そ の 目的 に合 致 した 傾向 を示 して い る。

第1種 で は 「試 験 用 テ キ ス トを 購 入 し,独 りで学 習 した 」(51.3%)と い う

傾 向が 強 い 反 面,「 仕 事 を通 じて 知 識 ・技 術 の 向上 に努 め た 」と い う回 答は

か な り少 な い 。
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第2種 で も 「試 験 用 テ キス トを購入 し,独 りで学 習 した 」(56.4%)が 過 半

数 を 占め て い る。 ま た,「 受 験 のた め の 外 部 の 講 習 会,セ ミナ ーに 参 加 した」

が他 の合 格 区 分 よ り も 目立 つ。

グループで

学 習

外部 の講習会
セ ミナに参加

社内(学 内)の

講 習会 に参加

試験用 テキス トを

購入 し独学

//'

特 に何 も

しなかった

情報処理関係
組織体

一般組織体

一 一 一 一 そ の 他

計

仕事 を通 じて

知識・技術の向上に努力

(注)百 分率・求める・・の分母は・各総 体剛 ・』 格醐

情報処理 関係 組織体(517件),一 般組 織体(478件),そ の 他(54件)を 用 いた。

従 って,2つ 以 上の方 法をとってい る人 もあ るため全体 では100%以 上 となる こと

'もある
。

図 皿 一17受 験 準 備 の た め の 方 法(所 属 組 織 体 別)

口
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社内(学 内)の

講習会 に参加

グ ル ー フ'で学 習 した

50%ノ

試験用テ キス ト

を購入 し独学 した

外部の講習会
に参加

特 に何 も

しなかった

一ーー一一 第1種

一 一 一 第2種

仕事 を通 じて

知織・技術向上に努力

(注)百 分率 を求める ときの鍋 は,各 舗 区分の人 数(樋(263人),第 ・種

(1,389人),第2種(399人)と した 。ま た,.2つ 以 上 の 方 法 を と っ て い る

人 も あ る の で 合 計 は100%を 越 え る こ と もあ る 。

図 丑 一18受 験 準備のため の方法(合 格 区分別)

4.3受 験 に さ い し て の 所 属 組 織 体 か らの援 助

受 験 の さ い に所 属 組 織 体 が どの よ うな便 宜 をは か って くれ た か を ま とめ た

の が 図II-19で あ る。

全 体 でみ た場 合,「 ほ とん ど無 関心 で あ った 」と ころ が4分 の1近 くあ る。
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援 助 方法 102030
`ll

受験の一括 申込みを して くれた
1
24.1%(176件)1,

受験料を全額負担 してくれた
1
、8.8%(、37件)1

受験料を一部負担して くれた 49%1(36件)

受験のための社内講習会 ・勉強会を開催

してくれた 遜(22件)

勤務時間内での受験勉強の機会 を一与えて

くれた'

1

ヨ ー23%(17件)

受験のための外部講習会 ・セ ミナーの受

講料を負担 して くれた 卜・・%(・ 件)

受験勉強のために必要となるテキス トや

資料の購入代金を負担 して くれた'

1

}一 …%,( .g件)

受験す ることを奨励は したが,特 別 な配

慮は しで くれなか った

1
18B%(・37件)]

ほ とん ど無関心であった 23.1%(168件)1

学生であった 16.2%(118件)1
,

その他 10.8%1(79件)
.

図ll--19所 属組 織 体 か らの 援 助(全 体)

一 方
,「 受 験 の 一 括 申込 み を して くれ た 」と ころ もそ れ を上 廻 る件数 が ある。

ま た 「受 験 料 を全 額 負 担 して くれ た 」と ころ も 目立 つ 。 「受験 す る こ と を奨

励 は した が,特 別 な配 慮 は して くれ なか っ た 」とこ ろ も多 い 。 と もあれ,援

助 の 度合 い の 差 は あ る が,全 体 の7割 強 の組 織 体 で情 報 処 理 技 術 者 試 験 の受

験 を奨 励 して い る こ とが うか が え る。

受 験 に関 す る援 助 を,所 属 す る組 織 体 別 に示 したの が 図 五一20で あ る。

「情 報 処 理 関 係 組 織 体 」で は,他 の 組 織 体 よ りも受 験 に 関 す る 援 助 が 積極
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●

的 で あ る。 「ほ とん ど無 関 心 で あ る 」と ころ は わず か13.0%と 少な く,「 受

験 の 一括 申込 み を して くれ た 」とか 「受験 料 を全 額 負 担 して くれ た 」とい っ

た 積 極 的 援 助 をす る ところ が 多 い。 ま た,「 受 験 す る こ とは奨 励 は したが ,,

特 別 な配 慮 は して くれ な か った 」とい う消 極 的 な と ころ も目立 つ。

これ に 対 し・ 一 般 組 織 体 やそ の 他 では 「ほ とん ど無 関心 で あ った 」と ころ

が3分 の1あ る。

一 方
,受 験 に 関 す る 援助 を合格 区 分 別 に 整 理 す る と図 ∬-21の よ うに な

る。 第2種 よ り も第1種 の方 が,第1種 よ り も特 種 の 方 が 受験 援 助 の傾 向は

強 ま って い る。

特 種 と第1種 と では さほ ど大 きな差 は な いが;特 種 そ は 「ほ とん ど無 関 心

で あ った 」と ころ は 少 な い 一 方,「 受 験 の一 括 申込 み を して ζれ た 」とか'

「受酬 を一部負側 てくれた 」など醒 は高く・特動 力埜 ずかながら

関心 の 払 われ る度 合 いが 高 い とい え る。,

第2種 に 対 す る受 験 の 援助 は 他 の合 格 区 分 よ"り'もL段 ど 弱 い二 丁 ぽ どん ど

無 関 心 で あ っ た 」が そ れ ほ ど高 くな い こ とか らす る と,「 学 生 で あ った 」が

多 い こ とか ら(30.7%),こ れ が か な り他 に 影 響 して い る と思 わ れ る。

な お,援 助 方法 の 「そ の 他 」の具 体 的 内容 は 表 皿一13の 通 りで あ る。
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表H-13「 そ の他 」の 援 助 方 法(合 格 区 分 別)

区分 援 助 方 法

1.受 験 申込書の手配 をして くれた(5件)

2.合 格 者 に対 してのみ受験料 を負担 して くれた(8件)

3.合 格 時のみ特種,第1種 に5万 円,第2種 に3万 円の奨励金ができる(1件)

特 種
4.最 初 の1～2年 のみ受験料 を負担 して くれたが,今 はや っていない('2件)

5.会 社 の図書 として各テ キス トを一冊ずつ購入 して くれた(1件)

6.勉 強会 の開催 を了解 して くれた(1件)

1.受 験 申込書の手配 をして くれた(2件)

第1種
2.合 格 者に対 してのみ受験料 を負担 して くれた(7件)

1.合 格 者に対 してのみ受験料 を負担 して くれた(3件)

2.交 通 費を全額負担 して くれた(2件)

第2種
3.合 格 者に対 して奨励 金 を支給(1件)

4.勤 務 時間内での勉強 を黙認 して くれた(1件)

,
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情

報40 327%

処 (116件)
L

L

理30 24.2%

関 (86件) 20.9%
一

(74件) 17.5%
係20 一

13.0% (62件)『

10組織体
6.8%

(24件=

日
3.7%

(13件)

ll

1.4%

(5件)一
0%

(o件)

1.1%

(4件)

P

(46件) 11.0%

(39件)

傍)

.

一40

32.5%

. (108件)

組

織20
15.4%

(51件)
14.2%

(47件)

17.8%

(59件)一 14.2%

(47件) 9.9%
体10

33%

(11件)

ll

2.4%

(8件)

11

3.3%

(11件)
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o.9%

(3件)一

L5%

(5件)一

(33件)

傍)
.

40 33.3%

そ (14件)一.

21.4%

(9件)
21.4%

(9件) 16.7%
20 (7件)
他 9.5% 9.5% 、

10 (4件)
.
_

2.4%

(1件)
{1

2.4%

(1件)
「1

24%

(1件)
ll

0%

(o件)

0%
(o㊥

(4件)
・1

所 受 く 受れ 受 れ 受勉 勤 の 受セて 受な入 受たれ ほ 学' そ'

属 験 れ 験 た 験 た 験 強 務機 験 ミ く 験る代 験がな と 生
組 の た 料 料 の 会' 時会 のナれ 勉テ金 す特か

'ん F

で
の

,

織 } を を た を 間 を たのた 強キを る別 っ ど あ 他
体 '括 全 一 め 開 内与 め受 のス負 こなた 無 つ

申 額 部 の 催 で え の講 た ト担 と配 関 た オ

援 込 負 負 社 し の て 外科 め ・ し を慮 心
助 一
み 担 担 内 て 受 く 部を に資て 奨は で

`

方 を し し 講 く 験 れ 請負 必料 く 励 し あ

法 し て て 習れ 勉 た 習担 要のれ はて つ

て く く 会 た 強 会 し と購た し く た

図 皿一20所 属組 織体 か らの援 助(所 属組織別)
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特
29.3%

30一
(77件)

22.8%

(60件)

24.7%

(65件)一 19.4%

1

20一

一
(51件)

種

10・

8.4%

(22件)
30%

(8件)

1'1

3.o%

(8件),

ll

0.4%

(1件)

1.1%

(3件)

L5%

(4件)一

9.9%

(26件)

傷)'

40一

第 27.5%
30-

一

(61件) 23.4%

(52件)一
20.7%

(46件)

23.0%

(51件)
17.8%

20一
1

.

(39件)
種

7.7%
10一 4.1%

(9件)

ll

2.7%・

(6件)
一

1.8%

(4件)一
0%

(0件)

2.3%

(5件)

ll

(17件)一

働

40'

30.7%
第

30一
'

27.1%

(66件)

(75件)

二

20一 156%

種
(38 ・) 10.3% 10.7% 10.7%

10-

'

(25件)一
2.1%

(5件)
ll

3.3%

(8件)

ll

2.1%

(5件)
lI
(鵠
1

0.4%

(1件)

(26件) (26件)一

合 受 を 受 し 受 し 受講開 勤験え 受講講れ受必資負 受励配か ほ あ 学 そ
格 験 し 験 て 験 て 験習催 務勉て 験習料た験要料担 験は慮 つ と つ 生 の
区 の て 料 く 料 く の会 し 時強 く の会を 勉とのし すしはた ん た で
分 援 一 く を れ をれ た ・て 間のれ たセ負 強な購て るたし ど あ 他

助 括 れ 全 た 一 た め勉 く 内機た めミ担 のる入 く こがて 無 つ

方 申 た 額 部 の強れ で会 のナ し たテ代れ と特 く 関 た

法 込
み

負
担

負
担
社会た
内を

のを
受与

外のて

部受 く

め文金た

に トを
を別れ
奨なな

心
で

,

図 皿 一21所 属 ・組 織 体 か らの 援 助(合 格 区分 別)
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6

5.合 格 時 の処 遇 一 般 に つ い て

5.1合 格 した こ とに よ る仕 事 内 容 の変 化

情 報 処 理 技 術 者 試 験 に合 格 した こ とに よ って,従 事す る仕 事 の 内容 に変 化

が あ ったか ど うか の 回 答 を ま とめ たのが,図 皿一22で あ る。

大 半 の 回答 老(74.4%)が 「合格 以 前 とほ とん ど変 らな い 」と して い る。「合

格 を考 慮 した仕 事 内容 に あ る程 度変 った 」。 「合 格 を十 分 考 慮 した仕 事 内容

に な っ た 」あ る い は 「合格 した た め に,そ れ に ふ さ わ しい 職 種 に配 置 が え し

て くれ た 」とい う回 答 は,い ずれ も5%未 満 で あ る。 単 に 試 験 に合格 した と

い う理 由だ け で,す ぐに業 務 内容 を変 え る とい うこ とが で きな いの が現 実 の

職 場 環 境 とい うこ と で あ ろ う。

「合 格 時 には 学 生 で あ った が 採 用 時 に考 慮 して くれ た 」とす る もの が38

件 あ る。 逆 に 「合 格 時 に は学 生 で あ ったが,採 用 時 に も全 く考慮 され な か っ

＼ パーセント
仕事内容の変化の度合い

＼
204060

`.

合格以前とほとんど変らない
1

74.4%(541件)1

|
合格を考慮 した仕事内容にある程

度変った ]3.6%(26件)
.

合格を十分考慮 した仕事内容にな

った。 ]・ ・%(・ 件)

合 格 したた めに,そ れにふ さわ し

い職種 に配置がえ して くれた ]1・1%(8件)

合格時には学生であったが,採 用

時に考慮 してくれた ]。,%(38件)

合格時には学生であったが,採 用

時にも全 く考慮されなかった ,17物(,4件)

合格したことを契機に専門的な技術

を生かすために別の組織体に移った ]・.・%(・ ・件)'

そ の 他
1

」 翻%(44件)

図ll-22合 格 した こ とに よる仕 事 内 容 の変 化(全 体)
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た 」と回 答 した もの は54件 で ある。 な お,「 その 他 」の 回 答 と して 「合 格

時 には 学 生 で あ った が,採 用 時 に考 慮 して くれ た か否 か わ か らな か っ た 」と

記 入 した 者が7件 あ った 。

「合 格 した こ と を契 機 に専 門的 な技 術 を生 か す た め に別 の組 織 体 に移 った」

人 は わず か11件 で あ る。 渡 り鳥 りの 社 会 体 制 とは ほ ど遠 い我 が 国 に お いて

は,特 別 な 資格 を得 て も別 の 組 織 体 に移 る こ とは相 当困 難 で あ る こ との反 映

といえ よ う。

「そ の他 」の具 体 的 な 内 容 と して 示 され た主 な ものは つ ぎの 通 りで あ る。

1.合 格 以 前 と考 らな か っ たが,そ の 後 働 きか け を行 っ た結 果,情 報 処 理 に

関係 ある職 場 に移 動 した(2件)

2.合 格 以 前 と変 らな い 。 しか し,間 接 的 には 何 らか の 影 響 を持 って い るか

も知 れ な い(1件)

3.同 僚 に比 べ,上 司 か らの 重 要 な 事 項 につ いて の 質 問 や 意 見 を 求 め られ た

り,私 の意 見 が 採 用 さ れ た りす る機 会 が 明 らか に 多 くな った 。

4.合 格 後,希 望 す る部 門 へ 移動 で き たが,特 に 合格 が 原 因 だ と も思 え な い。

合 格 者 自身 が 意 識 した か ど うか は 別 に して,合 格 した こ とが そ の後 の上 司

の意 思 決 定 や 仕 事 の 与 え 方 に 何 らか の影 響 を与 え て い る と思 わ れ る 指摘 が 目

立 つ。

合 格 した ことに よる仕 事 内容 の 変 化 を合 格 区 分別 に分 析 して み る と図ll-

23の よ うに な る。

いず れ の合 格 区分 で も 「合 格 以 前 とほ とん ど変 らな い 」が 高 いが ,区 分 に

よ って 相 当 の差 が み られ る。 特 種 で は,88.596と 最 も高 く,つ ぎが 第1種 で

73.4%,さ らに 第2種 にな る と58.1%と か な り低 下 して い る。 第2種 合格 時

に'学生 で あ っ た人 が 多 い こ とが 影 響 して い る と思 われ る。

第1種 で は,「 合 格 時 に 学 生 で あ、ったが 採 用 時 に考慮 して くれ た 」が13

名,「 合格 時 に は学 生 で あ っ たが,採 用 時 に は 全 く考 慮 ざれ なか っ た 」が
ペ

ト

14名 と相 半 ば して い る。 一 方 ,第2種 では 前 者 が23名,後 者 が39名 と
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合格以前 とほ とん ど変 らない。

●

■

1 80%

合格を考慮 した仕事内容
にある程 度変 った。 そ の他

150%
1

1

' 50%1

t 50%
、

|

「

l

J 合格 したことを契機に

} 専門的な技術を生かす
|
i、 ために別の組織体に移

'

合格 を十分考慮 した

仕事内容になった。50%
1 った。

50%
.

ノ' .

、

`

'
'

'

～ 、

50%

50%

一50%

合格 したために, 合格時には学生であったが,

そ れにふさわ しい職種 採用時にも全 く考慮されなか

に配置がえ して くれた。 っ た 。

特 種

合格時には学生であったが,

採用時には考慮 してくれた。
.一 一一_第1種

___第2種

図1[-23合 格 した こ とに よる仕 事 内 容 の 変 化(合 格 区分 別)
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か な りの差 が で て い る。 採 用 時 に は 第2種 よ りも第1種 の 方 が よ り重 視 さ カ

る傾 向 が ある とい うこ とで あろ う。

仕 事 内容 の 変 化 を所 属 す る組 織 体 別 に分 類 す る と,図ll-24の よ うに な

る。 この 図 でみ るか ぎ り,所 属 組 織体 に よる顕 著 な差 は ほ とん どな い。

合格 した こ とに よ る満 足 度 と仕事 の 内容 の変 化 の度 合 い の 関係 を ま とめ た

の が 図 皿一25で あ る。

「非常 に満 足 で して い る 」,「 満 足 して い る 」,「 ど ち ら と もい え ない 」

の3グ ル ー プで は,仕 事 の 内 容 が 「合格 以 前 とほ とん ど変 らな い 」が ほ ぼ 同

率(前2老75・8%,最 後 が75.5%)で あ り,か な り高 い。 これ に反 して,「不

満 足 で あ る 」と 「非 常 に不 満 足 で あ る 」とで は,仕 事 の 内容 が 「合 格 以 前 と

ほ とん ど変 らな い 」とす る もの が,そ れ ぞれ53.1%,57.1%と か な り低 い。

不 満足 と感 じて い る人 々 は,仕 事 そ の もの(動 機 づけ 要 因)よ りも給 与とか

昇 進(衛 生 要 因)に 左 右 され て い る と思 われ る。 これ は表ll-10で 指 摘 し

た こ とに と関 係 す る。

「ど ち らと もい え な い 」の グ ル ー プで は,「 合 格 時 には学 生 で あ った が,

採 用 時 に も全 く考 慮 して くれ な か った 」こ とが 目立 つ(11.7%,22人)。

「不満 足 で あ る 」グ ル ー プで も この傾 向が 強 い(188% ,6人)。 この理 由

は 定 か でな い。 な お,「 非 常 に 不 満 足 で あ る 」グ ル ー プ で 「そ の 他 」(429

%,3人)が 目立 つ が,人 数 が 少 ない た め何 と もい え な い 。

15・2合 格 した こ と に よ る処 遇

情 報 処理 技 術 者 試 験 に合 格 した こ とに よって,所 属 す る組 織 体 か ら何 らか

の 特 別 な取 扱 い を受 け たか ど うか を集 計 した のが 図ll-26で あ る。

「特 別 な取 扱 いは して くれ な い 」との 回答 が7割 あ る。 合 格 者 自身が 意 識

しえな い配 慮,た とえ ば 昇格,昇 進 あ るい は 昇給 に さ い して は 人 事秘 で あ る

ことか ら本 人 にそ の理 由が 知 ら され てい な い が実 際 に は合 格 した こ とが1つ

の 要 素 と して 勘 案 さ れて い るか も知 れ ない。 この種 の こ とは おそ ら く除 外 さ

れ た 「特別 な扱 い は して くれ な い 」とい う回 答 で あ ろ う。
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今

パーセン ト

特別 な取扱 い
204060

```

昇格あるいは昇進させる
]・ ・%(・ 件)
1

基本給 を増額 してくれる
s

O.4%(3件)

手 当 を増額 して くれる
o

'1

・・%(・ ・件)

合格祝金など一時金を支給してく

れる 1・・%(62件)

表彰あるいは社内報で発表 してく

れる

Il

1・.・%(83件)

1・
研修会への派遣など知識技術の更

新を援助して くれる

一

〇.7%(5件)
一

特別な取扱いは して くれない ・・.・%(51・ 件)1

その他 17・%(5、 件).

(注)分 母は総回答件数(729件)

図 皿一26合 格 した こ とに よる特 別 な取 扱 い(全 体)

「昇 格 あ る いは 昇 進 させ る 」,「 基 本 給 を増 額 して くれ る 」な どの 永続 性

の あ る取 扱 いは まれ で あ るが,「 表 彰 あ る いは 社 内 報 で発 表 して くれ る'」 ,

「合格 祝 金 な ど一 時 金 を支給 して くれ る 」,「 手 当 を増 額 して くれ る 」とい

った一 時 的 な取 扱 い に つ い て は そ れ な りの 配 慮 を して い る と ころ が 目立 つ 。

「そ の 他 」の 回 答 が7.0%あ る が,具 体 的 に記 入 され た 内容 を組 織 体 と合

格 区 分 に整 理 して ま とめ たの が 表II-14で あ る。

これ でみ るか ぎ り,一 般 組 織 体 よ りもや は り情 報 処理 関 係 組 織 体 の方 が 合

格 老 の 特 別 な取 扱 い に積 極 的 で あ る。 「そ の 他 」の 組織 体 は そ の 性 格,環 境

か ら して さほ どの 期 待 は で きな い。

第2種 よ り も第1種 が,第1種 よ り も特 種 合 格 老 の方 が そ の取 扱 い に は 留

意 さ れて い る。

図II-27で 合 格 区 分 別 の 特 別 な 取 扱 い を ま とめて い る。
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昇格 あるいは昇進 ざせて くれ る

基本給 を増額 して くれ る その他

・50%

50%

50%

当を増額 特別な取扱いは
一_

してくれないて くれ る
50%

一 一

.

＼1

.

50% 80%
一

、 4

50%
' 〉

50%

・一50%

合格祝金など 研修会への派遣な ど
、

一時金 を支給 して くれ る
知識技術 の更新 を援助 して くれる

1

特 種
'

一 ー 一 一 一 一 第1種

表彰 あるいは社 内報で 一 一一第2種

発表 して くれ る

㈲ 百分率は洛 舗 区分の件数を分母とした.,囎 以上に概当する人も

あるため全体では100%を 超 える

図[-27 合格 した ことに よる特別 な取扱い(合 格区分別)
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表ll-14合 格 した こ とに よる特 別な取 扱 い の 具体 的 内容

区分 情報処理関係組織体 一 般 組 織 体 そ の 他 組 織 体

・自己申告制度 によ り,各 種
・合格 した場合 ,受 験料 を支

資格と同等に登録する。 給
・合格後 申告 して受験料と交 ・ス キ ル ・イ ン ベ ン ト リの 対

特 通費の支給を受けた 象 となる。

・賞与の査定 を良 くして くれ ・日本青年会議所主催の2週
「

る 間の東南アジア洋上研修へ

・人事関係の書類に記載され の参加 を得た。

種 る ・昇格試験の一部科目が免除

・合格時 に昼 食会 を開催 して される

、

くれる ・研究費 とい う名 目の手当が

支給 された。

・社長名で記念品 ・記念品

・技 術評価の要素 とされ てい ・表面的にはないが
,意 識 し

メ

`、

㌔

第 る ているよ うである
'

・図書券が支給 される '

一

・受験料の全額負担 :

種 ・採用後に基本給が他の同僚 :
よ り多い ;

・記念品

第
,

・記念品 ・情報処理講習会の講師に委
二
種 ・図書券 嘱された

,1

「基本給 を増額 して くれる 」は特種のみ3件,「 昇格 あ るいは昇進 させ る」

は特 種 が3件 と第1種 が1件,「 研 修 会 へ の 派遣 な ど知 識 ・技 術 の更 新 を援

助 して くれ る 」は特 種3件,第1種2件 とな って お り,い ず れ も特 種 が 多 い

が,全 体 比 率 か らみ る と きわ めて 少 な い 。

「表 彰 あ る い は社 内報 で発 表 して くれ る 」は特 種 合 格 者 が 目立 つ(特 種:

16.7%o,第1種 二99%,第2種:7.0%)。 一 方,「 手 当 を増 額 して くれ るJ
,

は 第1種 が 若 干 多 い(第1種 二99%,特 種 二46%,第2種:6.6%)。

合格 した こ とに よる取 扱 い を,所 属 組 織体 別 に分 類 ・集 計 したの が 図 皿一

28で あ る。

「特 別 な 取 扱 い は して くれ な い 」の は,そ の他 で最 も多 く,一 般 組 織 体,
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合格 した こ、と に よ.る特 別 な取 扱 い(組 織 体 別)図 ■-28
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寿

命

情 報 処 理 関 係 組 織 体 にな る とか な りさが って い る。 「昇 格 あ るい は 昇 進 させ

て くれ る 」,「 基 本 給 を増 額 して くれ る 」,「 手 当 を増 額 して くれ る 」な ど

の 積 極 的 な取琢 いは 情 報 処 理 関 係 組 織 体 の 方 が一 般 組 織 体 よ りもや や 上 廻 っ

て い る。 一 方,「 表 彰 あ る いは 社 内報 で発 表 して くれ る 」との 回 答 は 一 般組

織 体 の方 が わず か で あ るが 多 い 。

合 格 した こ とに よる満 足 度 と特 別 な取 扱 い との 関係 を示 ず と図 皿 一29の

よ うに な る。:

「非 常 に不 満 足 で あ る 」人 の 件 数 が わず か8件 で あ るの で,こ れ を 除 外 し

て み る と,「 特 別 な取 扱 い を して くれ て い な い 」こ とが,あ る程 度 満 足 度 に

影 響 して い る よ うで あ る。 つ ま り,「 非 常 に 満足 して い る 」人 の54.3%,「 満

足 して い る 」人 の64.0%,「 どち ら と もい え な い 」人 の744%,「 不 満 足 で

あ る 」人 の788%が 「特別 な 取 扱 は して くれ て い ない 」と感 じて い る。 満足

度 が 弱 ま る につ れ て,「 特 別 な 取 扱 い は して くれ て い な い 」と感 じて い る人

の 割 合 いが 増 加 して い るの で あ る。

5.3同 期 の 同 僚 と比 較 した 場 合 の処 遇

試 験 に 合格 して い な い と思 わ れ る同 期 の 同僚 と比 較 した場 合の 処 遇 内容 を

どの よ うに 感 じて い るか をま とめ た の が表 皿一15で あ る。

表II-15同 期 の 同 僚 と比 較 した場 合 の 処 遇(全 体)

× 非常によい よ い 変らない 悪 い 非常に悪い 分 らない

昇進 ・昇格 3(04) 38(54) 585(836) 4(06) 2(03) 68(97)

基 本 給 2(03) 23(33) 617(880) 5(07) 1(0ユ) 53(76)

手 当 4(06) 54(77) 584(836) 8(1ユ) 1(01) 48(69)

仕事の内容
責 任

10(14) 73(104) 562(802) 1(0ユ) 2(03) 53(76)

い ず れの 処 遇 項 目で も 「変 らな い 」とす る ものが80%を 越 え て い るが,

全 体 的 に は や や よい とい う感 じで あ る。 「悪 い 」との 回答 は手 当以 外 は い ず

れ も1%未 満 で あ る。 「非 常 に悪 い 」は ご くわず か で あ る。 一 方, .「 非 常 に
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◆一__◎ 不 満 足 で あ る(341件)

e-一 一。非 常に 不 満 足 で あ る(8件)

← 一一一◎ 非 常 に満 足 して い る(70件)

← 一一'e満 足 し て い る(450件)

●一 一 ● ど ち らと も言 え ない(196件)
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●

よい 」,「 よい 」は仕 事 の 内 容 ・責 任 が最 も高 い。 逆 に基 本給 で は あ ま り優

遇 さ れ て い る とは 思 わ れな い。 昇進 ・昇格 に関 して も同様 の傾 向 が み られ る。

同期 の 同 僚 と比 較 した場合 の処 偶 を合 格 区分 別 に集 計 分 析 した の が 図 皿一

30と 図ll-31で あ る。

図ll-30で は,「非 常 に よい 」に5点,「 良 い 」に4点,「 変 らな い 」に

非 よ
常 い

隻

ζ(、 、

変 悪

ら い

な

い

(3)(2)

非
常
に
悪
い
ω

昇格 ・昇進 ぜ

ì
基 本 給 禰 一 一 一 一

' 1
「

手 当 丸
1

(一 ー ー 一 一
一 ー ー 一 ・

仕事の内容 ・責任

1

!一 　 一 一 一 一 一 一 ー 一

一 特 種 一一ー ー一第1種 一 ー 一 策2種

加重平均値

＼ 合格区分
＼ 特 種 第1種 第2種

昇 格 ・ 昇 進 3.08 3.06 3.02

基 本 給 3.07 3.02 3.01

手 当 3.06 321 3.06

仕 事 の内容 ・責任 3.15 3.13 3.11

図ll-30同 期の 同僚 と比 較 した場 合 の 処遇(合 格 区分 別:加 重 平 均)

3点,「 悪 い 」に2点,「 非 常 に悪 い 」に1点 を与 えて 加重 平 均 した もの で,

合 格 区分 別 の全 体 的傾 向 を示 して い る。 手 当 は 第1種 が他 の 合 格 区 分 よ り若

干 よい。 第1種 合 格 老 は特 殊技 術者 と して の取 扱 い が しやす い とい うこ とで

あ ろ うか 。 手 当以 外 の 項 目では,特 種 合 格 者 が や や よ く,第2種 合 格 老 が や'

や 劣 る傾 向 が み られ る。 な お,仕 事 の 内容 ・責 任 は 全体 的 に や や よい 。
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40'
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.

吻1

合 非 よ 変 悪 非 分 非 よ 変 悪 非 分 非 よ 変 悪 非 分 非 よ 変 悪 非 分
格 常 わ 常 か 常 わ 常 か 常 わ 常 か 常 わ 常 か
区 に ら に ら に ら に ら に ら に ら に ら に ら
分 よ な 悪 な よ な 悪 な よ な 悪 な よ な 悪 な
区 い い し( い い い い い い い い い い い い い い い い い い し( い い

分 昇 進 ・ 昇 格 基 本 給 手 当 仕事の内容 ・責任

同期 の同僚 と比較 した場合の処遇(合 格 区分別)図 ■-31
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'

図II-31で は,合 格 区分 ごとに 各 々の 処 遇状 態 を対 比 して い る。

同 期 の 同 僚 と比 較 した 処遇 を所属 す る組 織 体 別 に 分類 した結 果 が 図ll-

32と 図II-33と で あ る。

図H-32で は,加 重 平 均 に よって所 属 組 織体 別 の全 体 的 傾 向 を示 して い

る。所 属 組 織体 に よる差 は ご くわず か で あ る。 情 報 処 理 関係 組 織 体 では 昇 給

非
常
に
よ
い
㈲

よ

い

(4)

変

ら
な
い

③

悪

い

(2)

非
常
に
悪
い
ω

昇 進 ・昇 格

基 本 給

手 当

仕事の内容 ・責任

i

…

一 一 一 ～ 一 一
}

一 ー ー

|

麟 ㌶ 体一 一般繊 体… その他一一 全 体

加重平均値

所属組織体

区分

情報処理
関係組織体

一般組織体

)

そ の 他 全 体

昇 進 ・昇 格 3.07 3.04 3.00 3.06

基 本 給 3D4 3.02 3.00 3.03

手 当 3ユ2 3.04 3.00 3.08

事 仕 の内容 ・責任 3.11 3ユ6 3.19 3.13

図 皿一32同 期 の同僚 と比較 した場合の処遇(所 属組 織体別:加 重平均)
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組 非 よ 変 悪 非 分 非 よ 変 悪 非 分 非 よ 変 悪 非 分 非 よ 変 悪 非 分
織' 常 わ 常 か 常 . わ 常 か 常 F わ 常 か 常 わ 常 か体
区
に ら に ら に ら に ら に ら に ら に ら に ら

分
よ な 悪 な よ な 悪 な よ な 悪 な よ な 悪 な
い い い L( い い い い い い い い い い い い い い い い し( い い い

昇 進 ・ 昇 格 基 本 給 手 当 仕事の内容 ・責任

図 ■-33同 期 の同僚 と比 較 した場合 の処遇(所 属組織 体別)
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・昇 格 ,基 本給,手 当 と もに わず か な が ら よい傾 向 を示 して い る もの の,仕

事 の 内容 ・責 任 で は逆 転 して い る。 仕 事 の 内 容 ・責 任 で は 「そ の他 」の 組 織

体 が最 も高 い 。合 格 者 の 人数 との 関係 での 稀 少価 値 の 差 が あ る程 度 影 響 して

い る とい うこ とで あろ うか 。 な お,「 そ の 他 」の 組 織 体 では 仕 事 の 内 容 ・責

任 以 外 の処 遇 は い ず れ も3.0(変 らな い)に 位 置 して い る。

図 ∬-33で は,所 属 組織 体 ご との 各 々 の 処遇 状 況 を棒 グ ラフで対 比 して

示 して い る。

同期 の 同 僚 と比 較 した場 合 の 処 遇 を合 格 した こ とに よる満足 度 どク ロス し

て 分 析 したの が 図 皿 一34で あ る。

「非 常 に 満 足 して い る 」グ ル ー プで は,い ず れ の 処 遇 項 目 と もに 他の 場 合

よ り もよい 。 中 で も,仕 事 の 内 容 ・責任 が 一 段 と高 い。 満 足 度 の 高 い 人 は 仕

事 に よって動 機 づ け られ て い る とい うこ とで あ ろ う。 逆 に,「 不 満 足 で あ る」

人 の 仕 事の 内 容 ・責任 は2番 目に高 い に もか か わ らず 満 足 して い な い の は,

非
常
に
よ
い
⑤

よ

い

(4)

変
ら
な
い

③

悪

い

(2)

非
常
に
悪
い
ω

昇 進 ・ 昇 格 一㌣

… ll

基 本 給
1 1;
`十 一 一 一 ー ー ー 一 一

1;

手 当
∫ 」

il
l|

仕事 の内容 ・責任 ↓ 一 ー 一 ■

●一一 ◆非 常 に 満 足 し て い る(62件)

●-s満 足 し て い る(426件)

●一 －eど ち ら と も言 え な い(189件)

r-=コb不 満 足 で あ る(32件)

ec==● 非 常 に 不 満 足 で あ る(7件)
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加重平均値

満足区分

区分

非常に満足

している

満足

している

どちら とも

言 えない

不満足であ

る

非常に不満

足である

昇 進 ・ 昇 格 3.18 306 3.04 3の0 2.69

基 本 給 3ユ3 3.03 301 3.00 2.69

手 当 3.08 309 303 3.03 269

仕事の内容 ・責任 331 3.15 3.05 3.16 2.69

図ll-34合 格 した ことに よる満足 度 と同期の同僚 と比較 した

場合の処遇の関係

彼 らは 仕 事 その もの よ りも他 の 要 因 の 方 を よ り重 要 視 して い る結 果 で あ ろ う。

と もあれ,図ll-34で み るか ぎ り,合 格 した こ とに よる満 足 度 と同 僚 と比

較 した 処 遇 との 間 に は 相関 関係 が 存 在す る。 満足 度 の 高 い順 に したが って,

処 遇 も よい と感 じて い る傾 向が 強 ま って い る。

5・4合 格 者 の処 遇一 般 に 関 す る意 見

合 格 者 の 処遇 一 般 に 関 して の意 見 を 自 由に記 入 して も らっ た結 果 を合 格 区

分別 に 集 約 したの が 表H-16で ある 。 処 遇 に 関 して は,何 らか の配 慮 を求

め る声 とそ の配 慮 を必 要 と しな い 声,お よび ど ち らに も分 類 しきれ な い もの

に 大 別 で きる の で,表 皿 一16で は この3つ に分 類 して ま とめ た。

処 遇 に 配 慮 が欲 しい とす る意 見の 中の具 体 的 な もの と して は,「 合 格 者 の

保 護 と社会 的地 位 の 向上 」を求 め る もの,「 手 当 の支 給 」を求 め る もの,

「研修 会 等 への 派遣 」を求 め る もの が 目立 った。 特種 で は 「合 格 時 に所 属 上

司 あて に 合格 通知 書 を出 して 欲 しい 」との 意 見 が4件 あ った。 ま た,第2種

では 「何 らか の形 で教 員 資格 に 関 連 づ け て欲 しい 」とい う学 校 教 師 か らの要

望 が 示 され て い る。

特 別 な配 慮 は 不 要 とす る人 の 具 体 的理 由 と して は,「 合 格 した こ と と実 務

遂 行 能 力 とは 関係 が な い 」とか 「自分 の 力 だ め しの 場 で ある か ら 」とか 「資

格 試 験 で な いか ら 」とか で あ る。
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そ の他 の 意 見 で は,情 報 処 理技 術 者 試 験 を 「権 威 ある もの に して 欲 しい 」,

「情 報 処 理 業 界 での 処 遇 レベ ル を公 表 して 欲 しい 」,「 特 種 の 年 令 制 限 を な く

くすべ きで あ る 」な どが 目立 つ。

表 皿一16合 格 老 の 処 遇 一 般 に 関 す る意 見

＼ 特 種 第1種 第2種
大項目＼

・処遇 を良 くして欲 しい ・処遇 を良 くして欲 しい ・処遇 を良 くして欲 しい

(8件) (8件) (6件)
F

・手当 を支給 して欲 しい ・手当 を支給 して欲 しい ・手当 を支給 して欲 しい

(8件) (5件) (8件)

処
・合格者の保護と社会的地 ・合格老の保護 と社会的地 ・情報処理業界で手当のレ

遇 位の向上(10件) 位の向上(9件) ベル を決めて欲 しい(2

に ・研修会等への派遣への便 ・研修会 などへの派遣 の便 件)

慮 宜(3件) 宜(2件) ・研修会等への派遣の便宜

が
欲

・情報処理関係の学会など (2件)

し への入会推せんなどの配 ・社内試験合格 と同 じ扱い
い

慮(1件) に して欲 しい(2件)

・合格時に所属上司あてに ・何らかの形で教員資格に

通知書を出 してほ しい 関連づけて欲 しい(2件)

(4件) ・何 らかのバ ックア ップを

して欲 しい(2件)

・特別な処遇にする必要は ・特別な処遇にする必要は ・特別な処遇にする必要は
特
別 ない(4件) ない(13件) ない(2件)

な ・合格 と実務 とは無関係だ ・合格と実務とは無関係だ ・実務ができることと合格
配
慮

か ら(9件) か ら(5件) とは無関係(10件)

は ・自分 の力だめ しの場 であ ・第2種 は誰れで もとれ る

不
要 るか ら(5件) か ら(1件)

・資格 試験 でないか ら(3件)

・権威 ある ものに して欲 し ・権威 ある ものに して欲 し ・試験の意味が明確でない

そ
い(12件) い(7件) ので処遇については何と

・情報処理業界での処遇 レ ・情報処理業界での処遇 レ もいえない(7件)

の ベルの公表(1件) ベルの公表(2件)

他 ・試験 のね らいが明確 でな ・試験の意味が明確でない

いので,処 遇につ いては ので処遇については何と

何 ともい えない(4件) もいえない
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6.合 格後 の知 識 ・技 術 の 更 新 に つ い て

6.1最 新 の知 識 ・技 術 を吸収 す る方 法

情 報 処理 技 術 は め ま ぐる し く変 化 してゆ く。 一 たん 修 得 した知 識 ・技 術 が そ

そ の ま ま長期 間 通 用 し得 る もの で は ない。 情 報処 理 技 術 者 試験 に 合格 したか

ら とい って も,知 識 ・技術 の更 新 に 努 め ない と第 一 線 の技 術 者 と して機 能 で

きな くな って しま う。 そ こで,最 新 の知 識 や技 術 を吸収 す るた め に どの よ う

な方 法 を と って い るか 回 答 して も らった。 そ の 結果 を合 格 区 分 別 に集 計 した

の が図1[-35で あ る。

全 体 と して みれ ば 「仕 事 を通 じて 知識 ・技 術 を更新 して い る 」(63.9%)が

最 も多 く,こ れ に 「情 報処 理専 門雑 誌 や新 聞 に 目 を通 して い る 」(592%)が

つ づ い てい る。 さ らに 「専 門 書 を も とに学 習 してい る 」(22.3%)と 「学 会 や

外 務 の講 習 会 ・セ ミナ に出 席 してい て 」(16、1%)が 多い が,前 述 の2つ の方

法 に比 較 す る と一 段 と少 ない。

合格 区 分別 にみ る と,第2種 合 格 者 に く らべ 一 般 的 に特 種 と第1種 合格 者

の 方が 知 識 ・技術 を吸 収 す るの に積極 的 で あ る とい え る。 そ れ だけ,第2種

合 格者 は専 門技 術 者 と して の 常 識 が い とい うこ とで あ ろ う。 「学 会 や 外 部

の 講 習会 ・セ ミナ に出 席 して い る 」のは特 種 が 多い が,「 専 門 誌 を もと に学

習 して い る 」の は第1種 合 格者 が 目立 つ。 一 方,「 特 に何 も して い な い 」層

は第2種 合 格者 が 多 くな る。

なお,そ の他 の 具 体 的方 法 と して 示 され た もの に は,「 社 内教 育 の受 講 」

(4件),「 実 務経 験 者 との対 話 を通 じて 」(3件),「 メー カの機 器 発 表

の 説 明 を き く こ とに よっ て 」(1件),「 メー カの 従 業 員 な の で 自然 に身 に

つ く」(1件)な どが あ っ た。

6.2国 の施 策 に 対 す る期 待

情 報 処 理 技 術 者 試 験 に合 格 した後 の合格 者 の知 識 ・技 術 の 更新 に関連 して,

国 の施 策 と して どの よ うな もの を期 待 して い るか を集 計 した の が 図ll-36
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情報処理専 門雑誌
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1
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全
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第1種 ■

第2種 〃 〃Z〃 ンZ∠〃ZZ∠4フ 刀

全 体
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第2種一
全 体 ■■■日
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特 種 コ
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(注)分 母 は各合格区分の回答者数(無 回答 を除く)で ある。

種

種

極

体

ユ

ワけ

特

第

第

全

262件

222件

244件

728件

図H-35最 新 の 知 識 ・技 術 を 吸 収 す る 方 法
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で あ る。

最 も期 待 され て い るの は,「 機 関 紙類 を合 格 者 に配 布 し,そ れ を通 じて知

識 ・技 術 を更 新 させ るべ き で あ る 」(54.2%)と い う施 策 で あ る。 中 で も,特

期待する国の施策

パ ー セ ン ト

1020 304050.6070 80 90

期限つきの認定にし

更新試験を実施すべ

きである

特 種コ
第1種 ≡ヨ

体■

第2種 忽

全
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研修会を実施し修了
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第1種 ≡≡≡ ≡≡ヨ
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特 種 1
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第2禾重一 ン〃ク〃//〃/捌
全 体

合格者の団体を組織

し,そ れを通して相

互啓発 をはかればよ

い

特 種 1

第1種

全 体

第2種=

現 状のままで よい

特

全 体

種 ____」

第1種_1
第2種 ヒZ∠〃ク1

そ の 他

特

第1種 ≡1

種 ____」一
一

'

第2種Z

全 体■■ ■

'

(注)分 母 は 各 合格 区 分 の 回 答 者 数(無 回 答 は除 く)で あ る。

特 種254件

第1種219件

第2種235件

全 体708件

図 皿一36知 識 ・技 術 の更 新 に 関連 した国 の 施 策 へ の 期 待
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に 第2種 合 格 者 が こ の 施 策 を 最 も望 ん で い る(66.4%)。

「合格 者 の団 体 を組 織 し,そ れ を通 じて相 互 啓 発 を はか れ ば よい 」もか な

りあ る(23.7%)こ の施 策 は,特 種 合格 者(31.9%)と 第1種 合 格 者(25.1%)の

声 は強 い が,第2種 合 格 者 で は13.6%と か な り低 くな る。 第2種 で は専 門 技

術 者 と して の 常 識 が そ れ ほ ど強 くないせ い か も知 れ ぬ。

「現 状 の ま まで よい 」 とす る もの も14.8%あ る。 一 方,「 期 限 つ きの認

定 に し更 新 試 験 を実施 す べ きで あ る 」は わず か4.2%と 歓 迎 さ れ て い ない。

合格 者 の 立 場 か らす れ ば 当然 の 傾 向 とい え るか も知 れ ない 。

な お,「 そ の 他 」の 具 体 的施 策 と して指 摘 され た もの は 下 記 の 通 りであ る。

。試 験 を認定 では な く,資 格 試 験 と し,も つ と権 威 を もた す べ きで あ る(

(7件)

。現 在 の特 種 試験 の上 に さ らに上 級 の試 験 を設 け るべ きで あ る(4件)

。情 報 処 理 大学 を設 置 す べ きで あ る(2件)

。合 格 者 の組 織 化 を図 っ てほ しい(技 術 者 の 社会 的地 位 の 向 上 と我 が国 の技

術 レベ ル の 向 上 に役 立 つ と考 え る)(2件)

・特 種合 格 者 は,情 報 処理 技術 の推 進者 と して合 格 後 も国 が 育 成 して い く諸

政 策 を期 待 す る(1件)

。科学 技 術庁 の 技 術 士 との 関 連 づ け を明確 に して欲 しい(1件)

。研 修 会等 に参 加 で き る よ うに企 業 に働 きか け て欲 しい(1件)

。プ ログ ラ ム言 語 関係 の 標準 的 な独 習書 を編 集 し,出 版 を望 む(1件)

。国 で試 験問 題 の 解答 集 を 出す べ きで あ る。

。大 学 ま た は大 学 院 で の 聴 講 が で きる よ うな シス テ ムに して 欲 しい(1件)
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7情 報処理技術者試験の内容と実務 との相関について

7.1出 題 内容 と合 格 後 の 職 務 遂 行 上 に 必要 な知 識 の 関 係 に つ い て

情 報処 理 技 術 者 試 験 で 出題 され た内 容 が,合 格 後 の職 務 遂 行 上 に必 要 で あ

る知 識 とどの程 度 関係 が あ る か は,試 験 の有 用 性 を測 る一 つ の 目安 と して興

味 あ るデ ータ で あ る。 これ に 関 して は,図ll-37,図ll-38お よび 図 皿

一39で 合 格 区 分別 に集 計 した。

まず特 種 合 格 者 か ら分 析 して み よう。 特種 合 格 者 に 関す る出題 内容 と合格

後 の職 務 遂 行上 に必 要 な知 識 との 関係 を ま とめ た のが,図1-37で あ る。

特 種 で は,情 報処 理 シス テ ムの設 計能 力 の 各 出題 内容 と プ ログ ラ ムの構 造

設 計 の 内容 に関 して は,い ず れ も職 務 遂 行 」二「非常 に 関係 して い る 」ない し

は 「か な り関 係 して い る 」が6割 以 上 を 占め て い る。 ハ ー ドウ ェア の知 識 の

出題 内 容 に 関 して も同様 の傾 向 を 示 して い る もの,ソ フ トウ ェアの 知識 で

は 「フ ァ イル の概 念 」,「 オペ レ ーテ ィ ン グ ・シ ステ ム の概 念 」,「 オ ン ラ

イ ン方式,タ イ ム ・シェ ア リング方 式 」む よび 「ハ ー ドウ ェア との 関 連 」の

出題 内容 で は 「非常 に関 係 して い る 」ない しは 「か な り関係 してい る 」が6

割 以 上 で あ るの に反 して,「 プ ログ ラム用 言語 」と 「汎 用 プ ログ ラム ・パ ッ

ケ ー ジ 」で は4割 以 下 で あ り,あ ま り職務 遂行 上 で は生 きて い ない よ うで あ

る。

関連 知 識 の うち 「数学 」,「 英語 」,「 数値 計算 な ど 」お よび 「経 営 数 学

な ど」は 半数 以 上 の 合格 者 に とって 「あま り関係 ない 」か 「ほ とん ど関係 な

い 」とい う傾 向 を示 して い る。 通 常 の商 業 計算 や事 務 計 算 の 仕事 では これ ら

の知 識 の 活用 の 余地 が あ ま りな い こ とに起 因 してい るの で あ ろ う。 関連 知 識

の うちで も 「管 理 ・経 営 実 務 」,「 シス テ ム ・情 報 」,「 情 報 処 理 の基 礎 」

の項 目は い ず れ も6割 内 外 の人 々の 職 務 遂 行上 に関係 して い る。 なお,「 全

く関係 ない 」 とい う出題 内 容 は どの項 目で も1割 未満 で あ り,職 務 遂 行 上何

らか の関係 を も って い て 出題 内容 とな って い る といえ る。

第1種 合格 者 の 合格 後 の職 務 遂行 上 必要 とな る知 識 内 容 との 関係 を ま とめ
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マ

つ

る と図ll-38の よ うに な る。

当 然 の こ とで あ るが,プ ログ ラムの 設 計 能 力 の 各 々の 出題 内 容 とプ ログ ラ.

ム作 成 能 力 で は 「非 常 に 関 係 して い る 」 と 「か な り関係 して い る 」 とで 過 半

数 を 占め る。 そ れ に して も,「 あ ま り関係 しない 」 と 「ほ とん ど関 係 しな い 」

の両 者 を合 わせ る と,い ずれ も3割 を超 して い る。 合格 後 の 仕事 内容 の変 化

が 影 響 して い るの で あ ろ うか。

ソ フ トウ ェア の 知識 に 関 して は,「 汎 用 プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジ 」を除 い

た いず れ の 出 題 内 容 も 「非 常 に関係 して い て 」 と 「か な り関係 して い る 」 と

が5割 以 一ヒを示 め てい る。 特 に 「オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ムの概 念 」 と

「フ ァ イル の概 念 」の 出 題 項 目は 高 い。 一 方,「 汎用 プ ログ ラム ・パ ッケ ー

ジ 」は3割 強 しか関係 を もっ て お らず 極 端 と思 え るほ ど低 い,汎 用 プ ログ ラ

ム ・パ ッケ ー ジの範 囲が 広 が りす ぎて い るた め,か え って職 務 遂 行上 の関 係

が 薄 らい で しま って き て い るせ い か も知 れ ない。

関 連 知 識 の うち 「数 値 計算 な ど 」 と 「経 営 数学 な ど 」は 半数 以 上 の 人 々 に

とっ て 「あ ま り関 係 が ない 」ない しは 「ほ とん ど関係 ない 」 とな っ て い る。

職 務 遂 行上 関 係 が あ るの は,合 格 者 の うち4人 に1人 もい ない。 なお,職 務

遂 行上 の知 識 と 「全 く関係 の ない 」人 が10%を 超 え るの は 「汎 用 プ ログ ラ

ム ・パ ッ ケ ー ジ 」,「 数 値 計 算 な ど 」お よび 「経 営 数 学 な ど 」の3項 目で あ

る。

第2種 の場 合 の相 関 関係 を示 した の が 図ll-39で あ る。 出題 内容 と業務

遂 行 上 の知 識 の 関係 は 特 種,第1種 よ りも さ らに さが っ て い る,半 数以 上 の

回 答 者 が 「非 常 に関 係 して い る 」,「 か な り関係 して い る 」 と して い る のは,

「プ ログ ラム用 言 語 」,「 問 題 処理 手 順 ・フ ロ ー チ ャ ー ト」 お よ び 「プ ロ

グ ラ ム作 成 能 力 」の4項 目にす ぎな い。 第2種 合 格 者 に は学 生 とか 無職 の 人

々が 目立 つ こ とか らこ の よ うな 傾 向が あ らわ れ た の で あ ろ うか。

ハ ー ドウ ェ ア の知 識 と関 連 知 識 とに 関 して は,い ず れ も半 数 以上 の人 々 に

とっ て あ ま り関係 して い ない。 ま た,「 汎 用 プ ロ グ ラ ム'・パ ッケ ー ジ 」は 他
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第2種 関 係
非常に
関係レている

か な り

関係 している

あ ま り

関係 な い

ほとん ど

関係ない
全 く
関係ない

何んとも
言えない

出 題 内 容 1＼ ∴ ＼ ご ・＼ ＼・ ㎜
`＼ ＼

≒

ソ プ ログラム用言語

＼ ＼ 、

ノ ＼〉 〉 〉
フ //!//

ト

ウ

汎用 プログラムパ ッ

ケー ジ

/1!//

<<＼ ＼＼ ＼
工 ＼ ＼ 、

ア

の
問題処理手順 ・フロー

チ ャー ト

＼ ＼
＼ ＼＼ ＼

〉 「]了
知
識
フ ァイルの概念 ン 川＼ll＼1

プ ログ ラム の作 成能 力
/〉 ノ1}//、1

↑
ハー ドウエアの基礎

/

イ /Il"
ド

、
、1

ウ /エ
ァ
の
知
識

諸装置の種類と機能

システムの構成 とそ
の効率

111噌
//ll

{〆 川
関
連

情報処理に関する一
般知識 ノ フ ノ}

知
識

工業 ・商業のうち特
に情報処理に関する
もの

//!

1/・/ノ ノ

ff-39出 題内容 と合格後の職務遂行上に必要な知識 との関係(第2種)

%

の合格区分 の場合 と同様 にきわ めて 低い。

7・2試 験項 目として 特に必要ない と思われ る内容につ いて

現在実施 されてい る試験内容 の うち,特 に必要ない と思 う項 目を5項 目ま

で 列 挙 して も らった。 これ を試験 区 分 別 に集 計 した の が,図ll-40 ,図n

-41
,図1[[-42で あ る 。

特 種試験 に関 して不必要 と指摘 された項 目を件数 順にグ ラフに したのが図

b
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'
●

fi-40で あ る。

図ll-37で 職 務 遂 行 上 の知 識 と して 関 係 の あ ま りない試 験 内容 と して 示

され た もの が いず れ も上 位 に ラ ンク され て い る。 回 答老 の立 場 か らす れ ば 当

然 の こ と とい え よ う。

関 連 知 識 と して の 「英 語 」,「 数 学 」,「 数 値 計 算 な ど 」が上 位3位 ま で

を示 め て い る。 これ らは,同 じ情 報 処 理 の 業 務 で あ って も,適 用 業 務 の 差 に

よ って必 要 ・不 必要 が大 き く左 右 され る性 質 の もの で あ る。

「汎用 プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジ 」 と 「プ ログ ラ ム用 言 語 」 とい った ソ フ ト

ウ ェア の 知識 も上 位 に ランク され てい る。 特 種 の立 場 で もか な り必 琴 と され

る知 識 と思 わ れ るの で あ る が,仕 事 が 専 門 ・分 業 化 し てい るせ い か,あ るい

は 合格 後 の ジ ョブ ・ローテ ー シ ョン の結 果 か 試 験 内容 と して の 必 要 性 を あ ま

り認 め て い ない。 な お,「 経営 数 学 な ど 」 と 「管 理 ・経 営 事 務 」 も不 必 要 と

す る回 答者 が 目立 つ 。.

第1,種 の 試 験 に対 して 必 要 ない と指 摘 され た項 目 を件 数 順 に示 しだの が 図

ll-40で あ る。

特 種 の場合 と同様 に 「出題内容 と職務遂行 上に必要 な知識 との関係 」で

関係 が あ ま りな い との傾 向 が 強 か った もの が 上位 に ラン クされ て い る。

上 位 ベ ク ト3は,「 汎用 プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジ 」,「 経 営 数 学 な ど 」,

「数 値 計算 な ど 」で あ り,他 よ り一 段 と件数 が 多 い。 「汎 用 プ ログ ラム ・パ

ッケ ご ジ 」が最 も多 い の は理 解 に苦 しむ。 第1種 のね らい か ら して,『当然 汎

用 ブ ロiグラ ム'・パ ッ ケ ー ジの知 識 が 要求 され る ど ころで ある が,前 述 した よ

うに 汎 用 プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジが 広範 囲 に わ た りす ぎて しま って い るせ い

か も知れ ない。

「プ ログ ラ ム用言 語 」(5位),「 問 題 処理 手 順 ・フ ローチャ ー トj ,`(8位),

「プ ロ グ ラム作 成 能 力 」(9位 無)な どが 上 位 に ラ ンク され て い るの も解せ な

い。 第1種 受 験 者 に とっ ては 当然 の 前 提資 格 で あ る とい うことで あろ うか。

第2種 の試 験 に対 す る不 要項 目を示 した のが 図ll-42で あ る。
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件 数
試験項目

'

508 件

1◎ 英 語 1

2◎ 数 学 1
'

3◎ 数値計算など 1

・ ② 汎用プロ㌘ 。.ジ 1

5② プ ログラム用言語 1

6◎ 経営数学など 1

7◎ 管理,経 営実務 1

8(⊃ 諸装置の種類と機能 1

9② 情報処理基礎 1

・・ ② 苔晦 墓イングシス 1

11② 詳 細 設計 1

11◎ 運用 ・保全 1

13⑦ プログラムの構造設計 1

14② ファイルの概念 コ
14② ハ ー ドウエ ア との 関連 コ
14(∂ ソ フ トウエ ア との 関 連 コ
17② 適 用

コ
・7◎ 遜 テムの繊 とその

コ
17◎ システム ・情報

コ
20② ご乏 膓ζ蓼う方美イ

]
21② 開発 ・推進 1
22◎ 分析と設計手法

.

図 皿一40 試 験 内容 として必要 ない と思われ る項 目(特 種)
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∂

←

拶
.

件 数
試験 項 目 5080件

1② 汎 用 ブ・グラムパ ・ケージ 1

2◎ 経営数学など 1

3◎ 数値計算など 1

4⑦ コー ド設計 1

5② ブ ・グラム用言語 1

・◎ 痘 籠 送端末艦 の種 1

7◎ 諸装置の種類と機能 |
問題処理手順 ・フローチ8②
ヤ ー ト 1

gプ ログラム作成能力 1

10⑦ チ ェック方式設計 レ

11(∂ システムの構成とその効率 1

12② 文 書 化 1・

13⑦ デバ ッグ方式設計 1

14② 英 語 1

15◎ 情報処理基礎 1

16② うこZ㍑ 夕芳三タイム 1'

17⑦ フ ォ ー マ ッ ト設 計 1

18② ご議 悪ティングシステコ

19⑦ フ ァイル設計 コ

勿 ⑦ プログラムの構造設計 コ

21◎ 数 学

.

コ

22◎ 管理 ・経営実務

.

]
23(◎ シ ス テ ム ・情 報

図 皿 一41 試 験 内 容 と して 必 要 な い と思 われ る項 目(第1種)
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第2種 の 場 合 に も,特 種 と第1種 とほぼ 同一 の 傾 向 が表 われ て い る。 業務

の遂 行上 に必 要 な知識 とみ な され なか った 「汎 用 プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジ 」,

「工 業 ・商業 の うち特 に情 報 処理 に 関 す る もの 」,「 諸装 置 の 種 類 と構 成 」,

お よび 「シス テ ムの構 成 とそ の 効率 」な どが上 位 を 占め て い る。

件 数

試 験 項 目
5080
`

件

1② 汎用 プログラムパ ッケージ 1

・◎議 遁 ㍉ う撒 情報処理 1

3◎ 諸装置の種類と機能 1

4◎ システムの構成 とその効率 1

5◎ ハ ー ドウェアの基礎
1
、 テ

6② 情報処理に関する一般知識

7◎ プ・グ ラム用言語
1苛

8② ファイルの概念 ]
9② 問 題処理手順 ・フローチ ャー ト 1

10プ ログ ラム作成能力

〉
一

一

図H-42試 験 内容 と して必要 ない と思われ る項 目(第2種)

一●

呼

.、

7.3試 験 に 追 加 す べ き項 目に つ い て

現 行の 試 験 内容 の項 目と して,さ らに追 加 す べ き'もめ が あ る場 合5つ まで

そ の項 目を記 入 して も らっ た。 この 回 答 の うち,現 行 の試 験 内容 に ほ とん ど
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竃

加 味 され て い な い項 目だけ を 抽 出 して整 理 した のが 表ll-17で あ る。

注 目す べ き第1の 点 は,現 行 の 出題 内 容 で は 明確 に定 義 され て い な い,シ

ス テ ム あ るい は デ ー タ処 理 部 門 の 運 営 と管 理 に 関す る出題 要 求 で あ る。 デ ー

タ処 理 部 門 の マ ネ ジ メ ン トが 重視 され て い る環 境 だけ に これ らの項 目は 再 検

討す る必 要 が あろ う。 す で に 米 国 のCDP(CertificateinData

Processing)で は1970年 にPrlnciplesofManagementの 分 野 を新

た に設 定 し,デ ー タ処 理 部 門の 運 営 と管理 に関 す る試験 内容 を大 巾 に と り入

れ て い る。 この分 野 は 特 種 の試 験 内 容 とす るべ きか ど うか は検 討 を要 す る。

す で に 回 答 者 が 指 摘 して い る よ うに特 種 の上 位 レベ ル の試 験 を用 意 し,そ の

内容 の1部 とす べ きか も知 れ ない。 と もあれ,シ ス テ ム の運 営 と管理 の 具 体

的 内容 と して は,「 コス トと経 済 性 評 価 」,「 シス テ ム評価 」,「 プ ロ ジ ェ

ク ト管理 」,「 シス テ ム監 査 」,rリ ソ ース 管理 」な どが 目立 つ。

第2の 注 目す べ き点 は,プ ログ ラム設 計 と開発 に関す る生 産 性 と信 頼 性 向

上 の技 術 に関 す る追 加 項 目 の要 求 で あ る。、ス トラクチ ァー ド ・プ ログ ラ ミ ン

グ を主 体 に,モ ジュール設計 とか イ ン タ フ ェー ス設 計,プ ログ ラム の テ ス ト手

法 やそ の正 当性 の検 討 の問 題 な どの 追 加 が 要求 されて い る。 第1種 の 試 験 項

目の 拡 大 と して検 討 す る必 要が あ りそ うだ。

第3に 最新 の テ ク ノ ロ ジ とか 手 法,あ るい は近 時 のデ ー タ処 理 環 境 の 状 態

を反 映 した追 加 項 目の 要 求 が 目立 つ。 「デ ー タ ・ベ ース ・シ ス テ ム 」,「 コ

ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク 」,rRA'Sの 技 術 」:s「 デ ータ通 信 シス テ ム 」,

「デ ー タ管理 」な どデ ー タ処理 シス デ ムそ の もの とか かわ りを持 つ 内容 し お

よび 「マ イ ク ロ ・コン ピ ュ ー タ 」,「 最 新 の 装 置 とそ の ロジ ック 」,「 フ ァ

ー ム ウ ェア 」な どが これ に相 当す る
。

試 験 に追 加 す べ き項 目を,試 験 区 分別 に ま とめ たの が図 皿一43 ,図ll-

44お よび 図 皿一45で あ る。 た だ し,こ れ ら の 図 で は す で に 現 行 の 試

験 内 容 と して 実 施 され て い る項 目の うち該 当 試験 区 分 に 加 味 され て い

な い も の を 主 体 に ま とめ た も の で あ る。 し た が っ て,表il-17の 内
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表 皿一17試 験 項 目と して追加すべ き項 目

区

分
追 加 項 目

特

種
笙
種

第
二
種

区

分
追 加 項 目

特

種
蔓
穂

第
二
種

シ

ス

テ

ム

の

運

営

と

管

理

繁 魑 部門の酬 保全と安
0 1 1

ノ 、

|

ド

ウ

エ

ア

関
係

OO

フ ロ セ ス.コ ン ピ ュ ー タ 1 0 1

コス トと経済性評価 11 1 0 ハ ー ドウェアの発電火 1 1 1

システム設計における人的管理 1 1

1

0 ロ ジ ック 0 0 1

ドキ ュメン ト管理技法 0 1

1

1 電革の内容 0 0 1

プログラム開発作業の管理技法 0 2 0 最新の装置と論理 4 2 0

システム評価 11 1

|

0 フ ァ ー ム ウ ェ ア 1 0 0

システム運 営 ・管理 2 1

.

0 マ イ ク ロ ・ コ ン ピ ュ ー タ 7 2 0

プ ロジェク ト管理 13 0

.

0・ ソ

ξ

嚢

ソフ トウェアの信頼性 0 1 1

システム監査 5 0 0 データ構造 0 2 0

ソフ トウェア管理 1 0 0 ソフ トウェアの機 能分析能力 2 1 0

標 準 化 シ 3 0 0 コンパ イラ設計 1 0 0

要員教育 3 0

.

0

関

連

知

識

法的知識 2 2 1

リソース管理 2 0 0 経 理 1 1 1

.ブ戸グラム

の

設

計

と

開

発

プログラムのテスト方法について 1 0

1

1 物 理 0 1 1

プ ログラムの検証 について 0 0

,

1
情報処理産業に関する現況 ・
動向

0 0 1

プログラムの正当性 について 0 0

.

1 記号論理学
9
0 1 0

プ ログ ラムの修正 ・保守能力 0 0 1 寛々公社回線利用の知識 2 1 0

プ ロ グ ラ ム に お け る ドキ ュ メ

ン テ ー シ ョン
0 0 2 心 理 学 3 1 0

モ ジュール分割設計 0 2 0 社会システム分析 0 1 0

イ ン タ ー フ ェー ス 設 計 1 1 0 IEの 基 礎 2 1 0

SPに 関する知識 4 3 0 システ ム理 論 1 0 0

プ ログ ラム評価技術 0 1 0 行動科学 2 0 0

デ

ト

タ

処

理

シ

ス

テ

ム

と

設

計

仮想記憶システム 0 0 1 面技技法 3 0 0

一"

ア ー タ ・ペ ー ス ・ シ ス テ ム 18 10 2 哲 学 2 0 0

1… リ モ ー ト ・バ ッチ ・シ ス テ ム 0 0

1

1

そ

の

他

適性テス ト 2 0 1

オンラインのシステム設計 0 0 1 実技(機 械使用) 2 1 1

コン ピュータ利用方式の発展

過程
1 1 1 表現力 ・説得力 2 1 0

o

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク 7 2 0 文章作成能力

RAS 9 1

.

0

1

86一

デー タ通信 システ ム 4 5

1

0

トー タ ル ・シ ス テ ム 0 3
、

.

0

システムの信頼度計算 0 1 0

データ管 理 5 0 0

マ ン ・マ シ ー ン ・イ ンター フユース 1 0 ・1

⑱

→

、
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4
.

試 験

件数

項 目 1♪ 2P

1 文 書 化

2 データ伝送端機器の種類と機能

3 フ ァ イ ル 設 計

4 ハー ドウェアの基礎

5 デ バ ツグ方式設計

6 チ ェック方式設計

7 コ ー ド設 計

一

一

8 情報処理に関する一般知識

一

一

9 問 題 処 理 手 順 ・フ ロ ー チ ャ ー ト

一

一

v

10 フ ォ ー マ ッ ト設 計

.
一

一

11 プ ログ ラム作成能力
〉

12 工業, 商業のうち特に情報処理
に関するもの

図 皿一43試 験 に追加すべ き項 目(特 種)

容 は 反 映 され て い ない 。

特 種 で は,図ll-43に 示 して い る よ うに ソ フ トウ ェアQ「 文 書 化 」の 内

容 を追 加 す べ き とい う件数 が か な りあ る。 ま た,ハ ー ドウ ェア の知 識 と して

の 「デ ー タ伝 送 端 末機 器 の種 類 と機能 」,「 フ ァ イ ル設 計 」な どの要 求 が 目

立 つ 。

第1種 の 追 加 項 目の 要求 は 図ll-44の 通 りで あ る。 ソ フ トウ ェア知 識 の
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うち の 「ハ ー ドウ ェア との関 連 」,逆 に ソフ トウ ェア知識 の うちの 「ソ フ ト

ウ ェア との関 連 」 を追 加 す る要求 が 目立 つ。 ま た ,情 報 処 理 システ ム の設 計

件 数

試 験 項 目 1020
``

1ハ ー ド ウ ェ ア と の 関 連

2ソ フ トウ ェア との関連 1

3分 析 と設計手法

4ハ ー ドウエアの基礎 1

5詳 細 設 計

6適 用 1

7開 発 ・ 推 進 1

8運 用 ・保 全

9情 報処理に関する一般知識

一

一

1δ 工業.商 業の うち特に情報処理に関するも
の コ

図[-44試 験 に追加すべ き項 目(第1種)
芹

能 力 の うちの 「分 析 と設 計 手 法 」が 第3位 に ラ ンク され て い る。

第2種 に対 す る追 加 の要求 を,図ll-45に 示 して い る。 「オ ペ レー テ ィ

ング ・シス テ ム の概 念 」の追 加 を要 求 す る声 が一 段 と強 い
。 小 型 の コ ン ピ ュ

づ'/ス テ ム で もオペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ムが普 通 に な って しま った と

い う現 実 の反 映 とい え よ う。 ま た ,「 オ ン ライ ン方式,タ イ ム ・シ ェア リン

グ方 式 」 と 「プ ログ ラム構 造 の設 計 」な ど も多 いが ,こ れ らは 現在 の 時代 的

環 境 の変 化 の反 映 とい え よ う。
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烏

件 数
試験項目 1020

1.オ ペ レー テ ィング シス テ ムの概 念 1

・ ㍑ 多蕪 方式'タ イムシェア 1

3.プ ログ ラ ムの 構 造設 計 1

4.文 書 化 1

5.フ ァイル 設 計 1

6.フ ォ ー マ ッ ト設 計 1

6.デ バ ッグ方 式 設 計 1

6情 報処理基礎 1
1

9.ハ ー ド ウエ ア との 関 連 1

・鴫 一夕伝送端末継 の種類と機 1

1σ 英 語 1
へ

12.経 営 数 学 な ど 1

13.分 析 と設計手法 1・

13.ソ フ トウ エア との関 連 ・!

13.数 学 1

13.数 値 計 算 な ど 1

17.コ ー ド 設 計 1

17...チ ェ ッ ク 方 式 設 計 1

18.適 用 ]
18.管 理 ・経 営 実 務 コ

20.詳 細 設 計

20.開 発 ・推 進

20.シ ス テ ム ・情 報

図[-45 試 験 に追 加 す べ き項 目(第2種)
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&「 その他」の調査結果 について

「そ の他 」の調査項 目では,情 報処理技術者試験の意義 と具体的理 由,試 験

ユ

を他 にす す め た か ど うか,今 後 も情 報 処 理 技 術 者 と して のス ペ シ ャ リス トの

方 向 を 目指 す か ど うか,今 後 の情 報 処 理 技 術者 試 験 の必 要性 の変 化 な ど6項 目

にわ た って調 査 した。 以 下 でそ れ ぞ れ の 回 答結 果 の分 析 を報 告 す る。

8.1情 報 処理 技 術 者 試 験 の意 義

合格 者 が 情 報 処 理 技 術 者 試 験 の 意 義 を どの よ うに 感 じて い るか を,合 格 区

分 別 に ま とめ た のが 図E-46で ある。

どの合 格 区 分 に お い て も,6割 以 上 の 人 が そ の意 義 を認 め て い る。 特種 で

は,「 非 常 に意義 が あ る 」 と 「意 義 が あ る 」の 双 方 で79.0%(201人)に の

ぼ るが,第2種 で は62.4%(149人)と な り,か な りさが って い て,第1種 は,

「

意 識

合格区分
非常に

意義がある
意義がある

どちちとも
いえない

あま り

意義がない

全 く

意義がない

,19%

(5件)

,23%
ノ

15件)

■

`

、ρ4%(
1件)

,4.5%

(11件)

特 種

、

第1種

第2種

全 体

、 、 、 、 、 ＼

、 、 一 ＼ ＼ ～ ＼
1、 ＼ 、 、

22.1%

(58件)

56.9%

(149件)

14.5%

(38件)

49

衷'
12

住
///
//1/
///1

12.4%

(27件)

54.6%

(119件)

20.2%

(44件)

10.6%

(23件)

1/
1!
1!

1

12.6%

(30件)

49.8%

(119件)

24.3%

(58件)

13.0%

(31件)

L＼ 、

、 ＼ 、

、 ＼

16.0%

(115件)

53.8%

(387件)

19.5%

(140件)

9.2%

(66件)
＼

図H-46情 報処 理技 術者試験の意義(合 格区分別)
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再

67%(146件)で ほ ぼ 中 間 に位 置 してい る。 ま た,特 種 で は,「 非常 に意

義 が あ る 」が22.1%(58件)で 他 よ り2倍 近 く多 い。

「全 く意 義 が な ら 」 とす る人 は ご く少 数 で あるが,「 あ ま り意 義 が ない 」

とす る人 が,第1種 で10.6%,第2種 で13.0%存 在 す るの は注 目に値 す る。

情 報 処 理 技 術 者 試 験 の 意義 に つい て,そ の理 由 を具 体 的 に記 入 して も らっ

た 結 果 を意義 の度 合 い 別 に 示 した の が表n-18で あ る。

「非 常 に意 義 が あ る 」 と 「意義 が あ る 」 とで は,そ の具 体 的 理 由が 「知 識

・技 術 の 客観 的 評価 基 準 とな る 」,「 知 識 ・技 術 の範 囲 が示 され て い るの で

努 力 目標 とな る 」,「 知 識 ・技 術 の 学 習の機 会 に な る 」,「 情 報処 理技 術 者

を評 価 す る 目安 とな る 」の4項 目が 圧 倒 的 に多 い。 情 報 処 理 技術 者 試 験 を 自

己 の 向 上,評 価,あ るい は動 機 づ け の要 因 と して 前 向 きに 受 とめ てい る傾 向

が 強 い 。

と ころが,「 どち ら と もい え ない 」層 に な る と,「 社 会 的 に 認 め られ ない

の で 」,「 自己 の 力 を評 価 す る意 味 しか ない ので 」,「 実 務 的 に意 義 が ない 」

とか 「合 格 の メ リ ッ トが な い 」な どの 理 由が 目立 つ。 意 義 を感 じて い る人 々

が か な り自律 的 ・主体 的 姿勢 で あ る の に対 して,き わ め て 他 律 的,消 極 的理

由 が 目立 っ て くる。

これ が,「 意 義 が ない 」 とか 「全 く意 義 が ない 」層 に な る と,さ らに この

傾 向 が強 ま る。 「社会 的 に認 め られ ない 」とか 「 自己満 足に な る だけ 」とか

「実務 的 で な い 」 とい うのが 主 要 な理 由で あ る。 残 念 なが ら,自 己啓 発 の動

機 づ け とか,自 己 努 力 の 主 体 性 に はほ とん ど結 び つ い て い ない。 と もあれ,

多 くの人 々 は この試 験 の意 義 を認 識 し,自 己 の向 上 と社 会 的 認 識 を評 価 して

い る といえ る。

情 報 処理 技 術 者 試験 に 対 す る意 義 を所 属 組 識体 的(「 そ の他 」組 織 体 は標

本 が 少 ない た め 除外)に 集 計 す る と図 皿一14の 円 グ ラ フで示 した よ うに な

る。

「非 常 に意 義 が あ る 」 との回 答 は一 般 組 織体 所 属 者 の方 が 多 い(193%)
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20.7%

(73件)

2.0%

(7件)

非 常 に

意 義 が あ る

11.6%

(41件)

情報処理
関係組織体

(352件)

φ

全 く意義がないL2%(4件)

ど ち ら と も

い え な レ、

18.0%

(59件)

あま り

が な い

7.0%

(23件

非常に

意義があ る

19.3%

(63件)

一般 組織体

(327件)

意 義 が あ る

54.4%

(178件)

阿

`

図]1-47 情報処理技 術者試験の意義(所 属組織体別)
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表11-18試 験 の意義について の理 由
一

「

同区
春分

具 体 的 理 由

非
常
に

・知識 ・技術の客観的評価基準 とする(こ れが仕事への自信へつながる)32件

・要求知識 ・技術の範囲が示されているので努力目標 となるr8件

■

意
義
が

・知識 ・技術の学習(整 理 ・更新 ・拡大)の 機会になる17件

・情報処理技術者を社会的に評価する目安 となる13件

あ

る
・情報処理技術者の養成の機会となる7件

・情報処理技術者の社会的地位の向上に役立つ6件

●
・国家試験 であるため ・・2件

・知識 ・技術の客観的評価基準となる90件
P

・要 求知識 ・技 術 の範囲がはっきりするので努力 目標 となる(レ ベル・アップ拠つながる)17件

意 ・知識 ・技術の学習(整 理 ・更新 ・拡大)の 機会となる46件

義

が

あ

・情報処理技術者(お よび所属組織体)を 評価する目安 となる32件

・情報処理技術者の養成の機会 となる9件

る ・国家試験であるため5件

・情報処理技術者の社会的地位の向上に役立つ5件

・部下を評価するための目安となる4件

・技術・用語の統一の機会となる2件

ど ・社会的に認められないので19件

ち ・自己の力を評価する意味しかない12件

,

ら

と

も

い

え

な

い

・実務的 に意義 がない(自 己の力は評価 で きるが)

・合格の具体 的 メリッ トがない

・処 遇が良 くな らない

・情報処理技術 の分野 が広す ぎる

・各 自の意志に よる

・知識 ・技 術の学習 の機会にはなる

・新人 の啓 蒙 にはなる

件

件

件

件

件

件

件

2

1

4

4

3

2

2

1

1

ρ 意

義
が
な
い

・社 会的 に認め られてい ない(資 格試 験では ない)

・自己満足に なるだけ

・情報 処理技術 は各業務に より多彩 なため実務的でない

・スペシャ リス トには不利 であ る

21件

13件

11件

2件

意
義
が
な
い

全
く

・実務に全 く無関係

・社会的に認められていない(資 格試験ではない)

・試験合格のみでは無意味

・情報処理技術の範囲が広範すぎる

件

件

件

件

4

3

1

1
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逆に 「あま り意義が ない 」 とか 「全 く意義 がない 」は情報処理 関係組織体所

属者 が多い。情報処理技術 者試験 に対す る期待度 の差 とか,専 門技術者 と し

ての将来 に対す る姿勢 な どの ちがいが回答に影響 している もの と思われる。

いずれ に しろ,「 一般組 織体 」の所属者 の方が,当 試験 に対す る意義 を認め

て い る とい え よ う。

8.2情 報 処 理 技 術 者 試 験 の 受 験 をす す め る度 合 い に つ い て

情 報 処 理技 術者 試 験 を 受 験 す る こ とを同 僚 や後 輩 にす す め る か ど うか の回

答 を所 属 組織 体別 に集 計 した の が 図ll-48で あ る。

' 一 般組 織 体 で は ,「 積 極 的 にす す め る 」,「 機 会 が あ れ ば す す め る 」が

78.6%に の ぼ って い る。 情 報 処 理 組 織 体 は一 般組 織 体 よ りや や 低 く71.0%で

あ る。 最 も低 い の は 「そ の他 」の組 織 体 で あ り61.2%と な って い る。 逆 に

「あ ま りす す め ない 」,「 全 くす す め るつ も りは ない 」とす る ものは,「 そ

の他 」の組 織 体 が 最 も高 く17.1%で あ る。一 般 組 織 体 では わず か8.3%で

あ る。 これ らの傾 向 は,さ きに示 した技 術 者 試験 の意 義 に表 われ た の と同様

で あ る(表 皿一19参 照)。 試 験 に意 義 を認 め て い る人 々 は当 然 の こ となが

ら同 僚 や後 輩 に受 験 をす す め るのが 一 般 的 で あろ う。 い ず れ に しろ,全 体 の

73.4%の 回 答 者 は受 験 を「積 極 的 にす す め る 」ない しは 「機 会 が あれ ば す す

め る 」とい う姿 勢 を示 して い るの で あ る。

可
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●

所属 度 合 い
組織体

積極 的に
すすめ る

機会があれば
すすめる

どちらとも

言えない

あ ま り

すすめない

全 くすすめ る
つもりはない

、 ＼ 、 、、 ＼ ＼

、 、 、 ＼ 、 ＼
、
～ 、 ＼～ ＼ ＼

情 報 処 理 関係

組 織 体

(354件)

22.8%

(81件)

48.2%

(171件)

16.1%

(57件)

&5%%

(30件

1

42

薩`

、 ＼
、 ＼ 、1

、 、

一 般 組 織 体 26.0% 52.6% 13.1% 55%

(327件) (85件) (172件) (43件) ユ8鮮)

ノ// 」

1!/1 /

1//'
・

4.9

そ の 他 22.0% 41.5% 19.5% 12.2%
欠

(41件) (9件) (17件) (8件) (5件) 2

斐
・ ＼ ＼1
、 ＼ ＼1

、 ＼ 、1

全 体 24.1% 49.5%

1

14.9% 7.3%
(727件)

(175件) (360件) (108件) 〔53叶)

(注)無 回答は除いてある

図 皿一48情 報処理技術者試験の受験をすすめる度合い(所 属組織体別)

情 報処 理技術者試験 の受験 をすす め る度合

表ll-19試 験 の意義 と受験のすすめの 関係

2、8%

(9件)

3.6%

(26件)

回答区分

所属組織体
意 義 あ り す'す め る 意 義 な し'す す め な い

664(234) 710(252)

.

128(45) 127(45)情報処理関係組織体

一 般 組 織 体

.

73、7(241)
.

786(257) 82(27) 8、3(27)・

そ の 他 643(27)
.

612(26)

.

4.8(2) 17ユ(7)

全 体 68.9(502) 734(535) 10、5(77) 10、9(79)
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表1-20受 験 のすすめに関する理由

同区
答分

具 体 的 理 由 件
数

.

同区
答分

具 体 的 理 由 件
数

・総合的知識 の勉強 をする機会 とが , 37 ・・実務 とは関係 しない 10

技術向上と自信につながる ・個人 的な問題 で ある 10

積 ・自己の力 を知 る機会 となる 32 ・社会 的に評価 されていない 9

極 ・自己啓発の機会 とな る 16
ど
・特 にメリシトが ない 7

的 ・広い知 識が得 られる 15 ち ・自分の力 を試 す とい う意味 しかない 4

に ・努力 目標 になる 14
ら ・社内で試験が評価 され ていない 3『

す ・社内外か ら認め られ るようにな'る 13
と

も
・資格試験 では ない 3

シ ・

す ・最 低必 要な知識で ある 13 言 ・勉強する機 会 となる 3

め ・外部 と比較 してみれる 6
え

な

・試験制度 に不明な点が ある(目 的) 2

る ・後継者育成のための機会 4
い
・資格 を もっていれば何かの場合役 立 1

・手当 てがでるか ら 2 つ

マ

` ,・この試験以外に ないか ら 2 ・試験 を受け る ことは一種の負担であ 1
.

、・勉強す る機会 とな り,技 術向上, 77 る

機
自信 につなが る あ ・実務 とは関係 がない 11

、

会
・自己の力 を知 る機会 とな る 60 ま ・社会的に評価されていない 9

が
・努力 目標に なる 27

り

す
・資格試験 では ない 5

あ
・広 い知 識が得 られる 20 す ・個人 的 な問題 である 4

れ
・自己啓発 の機 会 となる 17 め ・○ ×式 であるので運 まかせ 3

ぱ
・昇進 ・転職 に有利 となる 15

な

し(
・広 く浅い知 識では よくない 2

す
・資格 を もっていて損はない' 8

全 も
・特 に メ リ ッ トが な い 7

・社会的 に評価 される 5
く り ・実務 とほ関係がない` 5

す すは

め
・刺激 になる 5 すな ・個人的 な問題 である 4

めい

る
・手 当てがふえる 4

る
・時間の無駄 で ある

rA

3

・専 門技術者養成 のきっかけとなる 3 つ ・処遇 が良 くなるわけではない 1

・この試験以外 にない 1

ス

ー
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,

も指 摘 して も ら った。 記 入 され た 理 由 を回 答 区 分 ご とに ま とめ た のが 表ll-

20で あ る。

「積 極 的 にす す め る 」 と 「機 会 が あれ ば す す め る 」の 区 分 で は,「 総 合 的

知 識 の 勉 強 をす て機 会 とな り,技 術 向 上 と自信 につ なが る 」,「 自己 の 力 を

知 る機 会 とな る 」の2つ が 多 くの 支持 を得 てい る。 この 二大 理 由 につ づ い て,

「自己啓 発 の機 会 とな る 」,「 広 い 知識 が 得 られ る 」,「 努 力 目標 とな る 」

が 目立 つ。 これ らはい ず れ も知識 ・技 術 の 向上 と評価 の機 会 ない しは そ の た

め の 動機 づ け とい った 自我 な い しは 自己実 現 の欲 求 に さ さえ られ た もの で あ

る。 これ に 対 して,「 手 当 て が で るか ら 」 とか 元 「昇 進 ・転 職 に有 利 とな

る 」 とい った物 質 的,生 理 的欲 求 に も とつ い た理 由 は さほ ど高 くない。

「 ど ち らと も言 え ない 」 と回答 した グ ル ー プの主 要 な理 由 は 「実 務 とは 関

係 しな い 」,「 個 人的 な問 題 で あ る 」,「 社 会 的 に評 価 され て い ない 」,

「特 に メ リ ッ トが ない 」な ど否 定 的 要 素 が 目立 つ。 中 に は,「 勉強 す る機 会

に な る 」 とか 「資格 を もって いれ ば 何 か の 場 合 に立 つ 」と しなが ら も,受 験

をす す め る気 持 に な り切 らな い人 もい る。

「あ ま りす す め な い 」,「 全 くす す め るつ も りは ない 」 と回 答 した 人 々の

理 由 も 「実 務 とは 関係 ない 」,「 社会 的 に 評 価 され て い ない 」,「 個 人 的 な

問 題 で あ る 」,「 特 に メ リッ トが ない 」な どが 目立 つ。

8.3ス ペ シ ャ リス ト志 向に つ い て

情 報処 理 技 術 者 試 験 に合格 した こ とに も関連 して,今 後 も情 報 処 理 技 術 の

ス ペ シ ャ リス トを 目指す つ も りか ど うか の設 問 に対 す る回 答 を ま とめ た の が

図ll-49と 図ll-50・ で あ る。

図n- ,49で は 全 体 の傾 向 と合 格 区 分 ご との ス ペ シ ャ リス ト志 向 の度 合 い

を示 して い る。 全 体で み た場 合,65.9%(473人)'の 回 答 者 が 「積 極 的 に 目

指す つ も りで あ る 」,「 目指 す つ も りiであ る 」 と答 え てい る。'過 去 の コ ン ピ

ュ ー タ要員 の実 態 調査 か らす る と ,.ス ペ シ 津 リス・トを志 向す る人 々は そ う多

くな い。 そ れ に 対 して,情 報 処 理 技 術者 試 験 の合 格 者 で は スペ シ ャ リス下 志

一97一



志向度合

合格区分
醗 靱 も
りであ る

目指す
つもりである

どちらとも

言え ない

目指 す

つもりはない
全 く目指す
つ もりはない

,0.4%

(1件)

2.5%

イ6件)

2.2%

者6件)

特 種

(353件)

第1種

(325件)

第2種

(40件)

全 体

(718件)

＼ 、＼ 、 ＼ ＼ ＼
＼ 、 、 、 ＼

、 、 ・＼
＼ 、 ＼

36.4%

(95件)

32.6%

(85件)

21.1%

(55件)

9.6%

(25件)

/ノ

//1/
//1/

28.6%

(63件)

35.9%

(79件)

25.0%

(55件)

6.4

%

⑫

琶

4.1

%貧

琶

/!1
/1/1
/1!

23.6%

(56件)

40.1%

(95件)

21.5%

(51件)

12.2%

(29件)

＼1ト

＼ 、 、

＼ 、

29.8%

(214件)

36.1%

(259件)

22.4%

(161件)

9・5%

(68件)

(注)無 回答 は除 く

図 ■-49ス ペ シ ャ リス ト志 向 の 度合 い(合 格 区 分 別)

◆

が

向が か な り強 い といえ よ う。

合 格 区 分 別 にみ る と 「積極 的 に 目指 す つ も りで あ る 」は特 種,第1種,第

2種 の 順 に な って い るが,「 目指 す つ も りで あ る 」は この逆 に な って い る。

ス ペ シ ャ リス ト志 向 の 意欲 に お い て,第2種 よ り も第1種 が,第1種 よ りも

特 種 の 合格 者 の方 が よ り強 い と もい え る し,「 積極 的 」 とい う表 現 に特 別 な

ニ ュ ア ンス を置 か な い と した ら,い ず れ もほぼ 同 じ傾向 で あ る と もいえ る。

な ま㍉ 「 目指 す つ も りは な い 」,「 全 く目指 す つ も りは な い 」は特 種 と第1

岬

●

一98一



全 く目指すつもりはないL4%

3

積極的に目指す

つもりである

情報処理

関係組織体

(353件)

38.8%

(137件)

38.8%

(137件)

ひ

4

どちらとも

言えない

29.2%

(95件)

全 く目指すつもりはない25%
(8件)

積極的に

目指すつもりである

21.8%

(71件)

目指すつもりである

(113件)

図 皿 一50 ス ペ シ ャ リス ト志 向 の度 合 い(所 属組 織 体 別)
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種 で は10%強 で あ る の に 対 し,第2種 で は15%弱 と若 干 多 くな って

い る。

ス ペ シ ャ リス ト志 向 の度 合 い を所 層組 織 体別 に集 計 した の がn-50で あ

る。 当然 の こ とで あ るが,情 報処 理 組 織 体 の方 が 一 般 組 織 体 よ り もス ペ シ ャ リ

リス ト志 向 が 強 い。

8.4今 後 の情 報 処 理 技 術 者 の 必要 性 に つ い て

「あ なた の 所属 す る組 織 体 に お い て今 後 の情 報 処 理 技 術 者 の必 要 性 は ど う

変 化 す る と考 え ます か 」 とい う設 問 に 関 す る回 答 を整 理 した の が 図n-51

で あ る。

「非 常 に必 要 に な る 」 と考 え て い る人 々が 最 も多 い(41.4%)。 これ と

「必 要 に な る 」 とを 合 わせ る と78.6%(564件)に の ぼ る。 一 般 論 で は な く,

自己の所 属 す る組 織 体 を念 頭 に 回答 して も らって い るだ け に,こ の数 字 は現

必要性が減る1.1%(8件)

そ の他

3.2%

(23件)

あ ま り変 らない

17.0%

(122件)

必 要 に な る

37.2%

全 体 について

(717件)

非常 に必要 になる

4L4%

図 ■-51今 後 の 情 報処 理 技術 者 の 必要 性(全 体)
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4

実 的 な 傾 向 を示 してい る もの といえ よ う。 な お,「 必 要 性 が減 る 」 と考 え て

い る人 は ご くまれ で あ る(8人 ,1.1%)。

これ を所 属組 織 体別 に分析 した の が ,図ll-52で あ る。

「必 要 性 が減 る 」 とい う項 目以 外 で は所 属 組 織体 に よっ て か な り差 が み ら

れ る。 情 報 処 理 関係組 織 体 で は 「非 常 に必 要 に な る 」 どす る もの が 半数 近 く

で あ り,「 あ ま り変 ら ない 」と回 答 した人 は ,142%と 少 ない。 一 般 組 織 体

で は 「非 常 に 必 要 とな る 」 と 「必要 と な る 」とが ほぼ 同率 に近 仏
。 「 あま り

変 らない 」とす る入 が202%と 他 の組 織 体 よ り若干 多 くな る。 一 方,そ の 他

の 組 織 体 で は 「非 常 に必 要 に な る 」は13 .5%に す ぎない が ,「 必 要 に な る 」

は64.9%と 大 巾 に増 え て い る。 とも あれ ,「 非 常 に必 要 とな る 」 と 「必要 と

な る 」を合 計 す る とい ずれ の組 織 体 で も80%内 外 の人 々が そ の 必 要 性 を認

必要性所属

組織体

非常に
必要になる

必要になる あまり変らない 必要性が滅る そ の 他

4.8%

(17件)

〆1.5%(
5件)

'1 .5%

(5件)

2.7%
'(1件)

2.7%
/(1件)

1.1%
/(8件)

3.2%/〔23件)

情 報 処 理 関 係

組 織 体

一 般 組 織 体

そ の 他

全 体

＼
＼ ＼ ＼ 二 ＼ ＼'・ 、巴も

、
、 、 、 、 、 ＼
、 、 、、

49.0%

(173件)

31.4%

(111件)

14.2%
/

(50件)

/,!
//'1、
!,ノ ・、
/、

36.4%

(119件)

40.4%

(132件)

202%

(66件)

1
'

/1、'1 、

/'1
'`

/1
'、

、

13.5%

(5件)

64.9%

(24件)

16.2%

(6件) 〉

、、 †、
、 一、:川

＼ 一、lil
`'1

41.4%

(297件)

一37 .2%・

(267件)

'17
.0%

(122件)〆

、

図1[-52今 後の情報処理技 術者 の必要性(所 属組織体別)
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め て お り,所 属 組 織 体 と して の差 は ほ とん どな くな って しま う。

8.5情 報 処 理 技 術 者 の将 来 に つ い て

情 報 処理 技 術者 と して将 来 も仕 事 を続 け て 行 くこ とが で き る と考 え て い る

か ど うか をま とめ た のが 図n-53で あ る。 な お,こ の設 問 では 「現 在 の 日

本 の 企 業 体 質(終 身雇 用 の 体 制 とか年 功序 列 な ど)か らみ て 」 とい う前 書 き

の も とで 回答 して も ら った。 した が って,こ の 条件 を勘 案 した うえ で 回 答 さ

れ た結 果 で あ る。

か なり長期的 にやれる

24.5%

そ う長 く続 ける

ことがで きるとは

思わない

193%

(138件)

全 体 につ いて

(715件)

何 ん と も言 え な い

30.6%

(219件)

あま り見通 しが

たたない

17.8%

(127件)

図 皿一53情 報処理技術者の将来(全 体)

⑱

b

「何 ん とも言 え ない 」が最 も多 い 。 終 身雇 用 の も と で は ジ ョ ブ ・ ロ ー テ

ー シ ョン に よ る企業 人 の 育 成 を人 事 方 針 と して い る組 織 体 も多 く,個 人 の意

向 で将 来 を左 右 す る こ とが で きな い こ と な どか ら,こ の種 の回 答 とな って表

われ るの で あ ろ う。
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「ス ペ シ ャ リス トと して か な り長 期 的 にや れ る 」と考 え てい る人 が4人 に

1人 ぐ らい い る。 一 方,「 そ う長 く続 け る こ とが で きる とは 思 わ な い 」 とい

う人 も5人 に1人 ぐ らい い るgこ れ は,前 述 の ジ ョブ ・ロー テ ー シ ョン,技

術 革 新 の 激 しさ に よる知 識 ・技 術 の 陳 腐 化,あ るい は高 令 で あ る こ と な どの

個 人 的 理 由 な どが 加 味 され た結果 とい え よ う。

なfO・,「 そ の他 」が7.8%あ るが,そ の具 体 的 内 容 の主 な もの は つ ぎの 通

りで あ る。

・ 情 報処 理 技 術 者 と して の経 験 だけ だ と昇 進 が困 難 であ るた め,他 の 業務

を経 験 して 一 般的 知 識 を 身 につ け る 必要 が あ る(管 理 者 へ の 道 の 追 求 のた

め):28件

・ 広 い 視 野 を持 った ス ペ シ ャ リス トで あれ ば 長期 的 に続 け られ る:5件

・ コ ン ピュ ー タ ・メ ー カ所 属 な の で 情報 処理 技術 者 の仕事 しか ない:3件

・ 企業 の 方 針 に よって,続 行 で き るか ど うか が きま る:5件

・ 教 員 と して技 術 者 養 成 の 仕事 が 続 行 で きる:2件

・ 女 性 とい う立場 で あ る の で様 々 な問 題 は あ る と思 うが,個 人的 に は続 け

て 行 きた い と思 う:2件

・ 転 社,独 立 を考 え れ ば 続 行 で き る:1件

・ 高 令 者 が合 格 して も,大 企業 で は 定 年 制が あ るた め役 立 て る こ とが で き

ない:1件

情 報 処 理 技 術 者 の 将 来 に つ いて 所 属 組 織 体 別 に分 析 した結 果 が 図ll-54

で あ る。

「ス ペ シ ャ リス トと して か な り長 期 的 に やれ る 」 とい う回 答 は情 報 処理 関

係 組 織 体 に 多 い。 組 織 体 の性 格 か ら して 当然 とい え よ う。 逆 に,「 そ の他 」

の組 織 体 では 少 ない。 教 師 とか 自営 業 あ る い は主 婦 の方 が 多 い だけ に,こ の

よ うな結果 に な るの で あろ う。
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所属組織体

そ う長 く続

け ることが

で きるとは'

思 わない

あま り見

通 しが た

た な い

何ん と も

言 えない

スペシャリ

ス トとして

かな り長期

的にやれ る

そ の 他

情報 処理 関係

組 織 体

一 般 組 織 体

そ の 他

全 体

'ノ 、 ＼

/1、 ＼

'/、 、
,＼ 、

17.0%

(60件)

1

18.5%

(65件)

28.4%

(100件)

28.1%

(99件)

80%

(2綿

、 、 ＼ 、

、 、 ＼

＼ ＼ ＼、 、

)

.

22.4%

(73件)、

17.5%

(57件)

32.2%

(105件)

2L8%

(71件)

6ユ%

(2(桝

////
/// !!//

!//!!
ノ,!ノ

13.5%

(5件)

,

13.5%

(5件)

37.8%

(14件)

13.5%

(5件)

2L6%

(8件)

、 、 、

、 ＼、 、 ＼ ＼

、 ＼ 、 、

、 ＼、 、 ＼

193%

(138件)

17.8%

(127件)

30.6%

(219件)

24.5%

(175件)

7.8%

(56件P

図1[[-54情 報 処 理 技 術 者 の将 来

自

知

「何 ん と もいえ ない 」は 「そ の他 」の 組 織 体 が 最 も多 い。 前 述 の ように教

師,自 営 業 な どで あ る とこれ が 多 くな らざ るを得 ない。

「そ う長 く続 け る こ とが で き る とは 思 わ れ ない 」は一 般 組 織 体 に多 い。 ジ

ヨフ'ロ 『テ ー シ ョン とか昇 進 へ の道 を考 え た場 合 ,長 期 的 に情 報 処 理 技 術

者 の仕 事 を続 け る こ とが むず か しい とい うこ とな ので あ ろ う。

8.6情 報 処 理 技 術 者 試 験 に 関す る注文 ,意 見 に つ い て

当実 態調査 の 最 後 に あ た って,情 報処 理 技 術 者 試験 に関 す る注文,意 見 な

どを 自由 に 記入 して も らった。 回 答 者 の 熱 意,あ るい は 当 試験 へ の 期待 の精
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果 か 予想 以 上 に建 設 的 な注 文,意 見 が 示 され た 。 そ れ らの注 文,意 見 を分 類

して み る と,試 験 制度 そ の もの に 関す る もの)試 験 内 容 に関 す る もの,合 格

後 の あ っか い に関 す る もの,受 験 準 備 に 関 す る もの,お よび これ らの どれ に

も分 類 しきれ ない もの に大 別 で きる。 以 下 で そ れぞ れ につ い て報 告 す る。

現 行 の 試験 制度 に関 す る注 文,意 見 はか な り多 か っ た。 これ らを集 約 した

の が,表n-21で あ る。

表1-21試 験 制度 に関する注文 ・意見

注 文 ・ 意 見 の 内 容

件 数

特合格

種者

第合
一格

撞著
き禽
種者

・資格試験 の ような権威 ある ものに してほ しい(公 務 会計士な どと同 じように
,

合 格者に よる監査 を受け ない とシステムが始動 しない といった)
46 23 17

・分野別の試験にすべ きである(事 務処理 と科学技 術計算 の分野
,ハ ー ドウェ

ア とソフトウェアの分野,メ ーカとユーザ別 データ ・プロセッサとORワ ーカ別など)
11 6 12

・特種 の上の ランクの試験 を作 ってほ しい(レ ベル を多 くしてほ しい)
.

8 1 1

・ある程度の合格基準点を明示 してほ しい
4 一 9

・年2回 実施 してほ しい(回 数 をふや してほ しい)
3 8 17

・試験に段階 を設 けて実施 した方が よい(第1次 と第2次
,一 般常識,情 報処

理 常識,情 報処 理専 門とい った段階)
3 4 2

・論文形式の問題 の解答については評価基準 を公表 すべ きである・ 2 6 1

・特種合格者は第1種 の資格有 りとしてほしい
1 一 一

。特種に関 しては第1種 または第1種 合格を前提条件にしてほ しい
1 一 一

・1回 だけの試験 で評価 するのは問題 がある
1 一 一

・特種はあまり共通性がないため,実 施の方法を再検討すべき _. 1 一

・試験場所の数 をふやしてほ しい 一
1 5

・試験 よ りも論文
,レ ポー トの提 出の方が よい 一 2 一

・学生の受験者 には別の考慮(専 門 との関連な ど)を して もよい と思 う 一 1 一

・特種 の年令制限 をな くしてほ しい ] 1 一
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特 に 目立つのが 「資格 試験 の ような権威 あ るものに してほ しい 」とい う注

文で ある。 いずれの合格 区分で もとりわけ 目立 った意見 である。特 に,特 種

合格 者か らの要望が多か った。 今回の実 態調 査の随所で指摘 され たのが この

点で もある。 合格 者 の立場か らすれば,自 己の達成 した技術 ・能 力を社会 的

に強 く保障 して欲 しい とい うこ とであろ う。

各分野的 ご との試験 に して欲 しい とい う要望 も強い。 それぞれの立場 とは

仕事 の内容 に応 じてそ れにふ さわ しい内容 だけを選択 して受験 .レたい とい う

意向 で ある。 情報処理技術 の多様 化 と職場 内容 の専門化ダ細 分化の傾向か ら

す る と当然な要求 といえ よ う。 すで に米 国のCDPと か英国 の システム分析

者 試 験 では 分 野別 に な って お り,選 択 が 効 く よ うにな って い る。 我 が国 で も

受 験 者 の ニ ーズ に 合 わせ るた め に この 種 の 要 望 を検 討 して み る必要 が あ る の

で は なか ろ うか。

現 在,特 種,第1種,第2種 の3区 分 で試 験 が 行 わ れて い るが,「 特 種 の

上 の ラ ンク の試 験 を作 ってほ しい 」とい う注 文 が 散 見され る。 これ は,試 験

項 目と して 「シス テ ムの運 営 と管 理 」に 関す る もの が 多か った の と相 通 じる

もの が あ る。 今 後 の 課 題 と して 検 討 して 行 く必 要 が あ ろ う。

:上 記以 外に 「合格基 準点を明示 してほ しい 」,「 年2回 試験 を実施 してほ

しい 」な どの意見が 目立つ。

試験内容 に関す る注文,意 見 も多か った。 これ を集約 したのが表il-22

である。

どの試験区分 におい て も,「 実務 能力 ・経験 を重視 した試験 にすべ きであ

る」 とい う要望が 目立 った。 現行試 験 で もそ の努力は払われてい るのであ る

が,合 格者 か らすれ ば,現 実の仕事 か らか な りかけは なれた,あ るいは実務

とあま り関係 しない試験 内容が 多い とい うことであろ う。 前述の試験 制度 で

す でに指摘 され てい るよ うに分野別 の試験 にす る とか,選 択性の高い試験 に

す るとか,あ るいは実務 中心 か ら遊離 して一 般的 な知識 ・技 術主体 の内容 に

割 り切 るとかの方向のいずれか を追求 すべ きでは なかろ うか。
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受験 資格 を厳 しくし,「 レベルの高い試験 内容 に してほ しい 」とい う声 も

多い,す でに合格 した者 の立場か らすれば容易 に指摘 で きることで あろ うが,

多 くの技術者 に門戸を開放 す るとい うことか らすれば問題は残 る。 合格者 の

立場か らすれば,試 験 の権威 を高めて欲 しい とい った気持 が込め られてい る

のが この注文 であろ う。

表 肛一22試 験 内容 に関す る注文 ・意見

`

注 文 ・ 意 見 の 内 容

件 数

特合格

種者

第合
一格
種者

第合
二格
種者

・実務能力.・経験 を重視 した試験 にすべきであ る 11 16 15

・レベルの高い試験内容に してほ しい(受 験資格 なども) 10 11 3

・創造力 .総 合知識,判 断 力,問 題解決 力,シ ステム思考力,総 合技術力,企
一.一 　

画推進力などの能力を試す試験内容にしてほしい

6 4 1

・時間をかけて じっくりや る問 題に した方が良い 3 7 、4

・最新 の知識 ・技術 について も出題すぺ きであ る 2 1 1

・論文形式を重視した内容にすべきである 2 2 1

・第1種 の試験内容はむずかしすぎる 2 1 2

・適性検査の内容 も加えた方がよい 1 1 一

・第 皿種 の内容は一般 プログ ラマには範囲が広 す ぎる 1 4 一

・オーソ ドックスな出題が望 ま しい 2 一 一

・システム設計 ,プ ログラム設計を実際にやらせて評価 してほ しい 1 一 一

・メーカのSE向 け の内容で あり,ユ ザ)SEと しては出題の ピントがずれている 1 一 一

・出題 の課題 を明確 に してほ しい 一 5 一

・選択問題にその主旨をま とめた標題をつけてほ しい(全 部読む時間がない) 一 2 一

・各分野に平均 した内容を出題 してほ しい 一 6 一

・一般 的 な問題 に してほ しい 一 一 5

・的を しぼ った問題 に してほ しい 一 一 3

・ハー ドウ ェアの問題 を増や してほ しい 一 一 1

・専門用語などは和文にしてほ しい 一 一 1
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「時間 をか け て じっ く りや る問題 に してほ しい 」 とか 「創造 力,判 断 力,

問 題 解 決 力,シ ス テ ム思 考 力,総 合 技 術 力,企 画 推 進 力 な どの能 力 を試 す 試

験 内容 に してほ しい 」 とい う意 見 も多 い,も っ と もな 注文 で は あ るが,試 験

の運 営上,出 題 方 法 上,あ るい は採 点 の 方 法 上 の 制約 条 件 が あ る の も事 実 で

あ る。

合 格 者 に 対す る施 策,受 験 に さい して の配 慮,あ るい はそ の 他 の 事 項 に関

す る注 文,意 見 を ま とめ る と表 皿一23の よ うに な る。

合 格 者 に対 す る施 策 と して は,合 格 者 の 「団 体 を設 け て横 の つ なが りを作

ってほ しい 」,「 合 格 後 の研 修 の機 会 を作 って ほ しい 」,「 機 関 紙 等 を発 行

して相 互 啓 発の 場 と してほ しい 」 とい った声 が 強 い。 これ は,図ll-36で

示 した内 容 に共 通 す る。

受験 準 備 に さ い して 「受 験 準 備 コ ー ス を作 っ てほ しい 」,「 受 験 生 に対 す

る指 導 書,解 答 集 な ど の発 行 を して ほ しい 」,「 技 術 者 養 成 の講 習会 を 開い

て ほ しい 」 とい う声 が あ る。 き わめ て 日本 人 的 発想 も強 い が ,受 験 者 を動 機

づけ,技 術者 の 啓発 の た め には考 慮 す べ き こ とで もあ る。,

b

†

●
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表 皿一23そ の 他の注文 ・意見

∂

●

、

、

8

区

分 注 文 ・ 意 見 の 内 容

件 数

特合
格
種者

第合
一格

種者

第合
二格
種者

合

格

後

に

関

し

て

・団体等 を設けて横 のつなが りを作 ってほ しい 9 4 2

・合格後 の研 修の機会 を作 ってほ しい 7 2 1

・機関紙等を発行 して相互啓発の場としてほ しい
5 3 5

・試験発表 を もっ と早 くしてほ しい 1 一 7

・合格証書を もっとましな ものに してほ しい 1 一 1

受

験

準

備

に

関

し
_て.

そ

の

他

・受験 準備 コース を作 ってほ しい(事 前の教育 の場 がほ しい) 1 2 1

・受験生に対す る指導書 ・解答集 な どを発行 してほ しい 一 6 一

・技術者養成の講習会 を開いてほしい 一 一 4

・願書の受付の期間 をのば してほ しい 一 一 1

・試験のPRを してほ しい 7 3 6

・情報処理技術者 の処遇 などをルール化 してほ しい 7 2 2

・試験 の主 旨を明確に しない と
,企 業 等での合格者に対 する取 り扱 い

に困 る

1 一 一

・情報処理技術体系を確立 してほ しい
1 一 一

・"特 種"と い う名 は よ くな い 1 一 一

・当調査の集計結果を公表 してほしい
1 3 一

・試験環境 を良 くしてほ しい 一 一 3

・受験制限 をはず してほ しい 一 一 1

・試験期 日を7
,8月 に してほ しい 一 一 1

・合格バ ッチ がほ しい 一 　 1

「そ の 他 」 の 要 望 と して は 「試験 のPRを してほ しい 」,「 情 報 処 理 技

術 者 の処 遇な ど をル ー ル化 して ほ しい 」とい う意 見 が 目立 つ。 合格 者 の権 威

を高 め,あ る程 度 の 身 分保 障 の た め には この種 の考慮 も必 要 と思 われ る。
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皿 合 格 者 に 対 す る ヒ ア リ ン グ 調 査 の 報 告

イ ン タ ビ ュ ー の 印 象"・'

1.(製 造 業)(1種 ・特 種)

年 令36才 の電算 室 技術 課 の 係 長,多 数 の部下 を統 率,す で にい くつ か

の プ ロジ ェク トを 指揮 して きて いる 板 に 付 いた管 理 者 と見 受け た
。 この 会

社 は製 造企 業 で ある が,多 種 の製 造物 を,そ れ に と もな うソ フ トウ ェア生

産 活 動 と共 に市場 に 出 して居 り,多 種 多様 な 多数 の スペ シ ャ リス トを擁'し

_:.て 玲 る 。 そ の よ うな 環 境 の 中でプ 情 報 処理 部 門 の 孤 立感 は な い よ うで あ る
。

一
,本 試 験 で泊,受 験 料 の 全 額 負 担t't－ 種 合格 者 に は基 本 給5,0'OO円 ア ・〉プ な

}ど 積 極 的 で あ る
。

1　 水 入 工む 合 格 前 と仕 事 内 容 は あ ま り変 らないが,合 格 には 満足 して い ら

}と の事 。 部 下 には 積 極 的 に 受験 を進 めて い る。理 由 の1つ は ,モ ラルアiッ

プの た め,ま た1つ は,受 験の 勉 強 を通 して 巾広 い知 織 を得 さ せ るた め で

あ る。 社 内で み て,比 較 的 バ ランス の とれ た 者 が合 格 して い る との認 識 を

も つて お られ る。 管理 者 と して.合 格 者 に は応 用 力 を必 要 とす る新 らしい

・ 仕 事 につ かせ る よ うに心 掛 け て い る との こ とで あ
っ た。

'こ の 会 社 では
.学 会 や外 部 の 講 習会 左 ど に もよ く出 して くれ ,,知 識 技 術

lZ)更新 も支援 して くれ てい る との事 で あ る
。 情 報 処理 専 門 誌 な どもす ぐ役

立 つ わけ で は な いが.よ くこな してお くこ とは 大切 な の で ,目 を通 してお

られ る との 事 で ある 。 ま た合 格 者 の 相互 啓発 の機 関 が あ った 方 が よい と の

意 見 を も っ てお られ る。

この試 験 につ い て の通 産 省 のP.Rが 不 十 分 との 感 想 で あった 。 この試 験

が 左ん ら資 格 に結び つ か ない こ とは,国 の 施 策が 不十 分 な の で は ない か。

ユ ーザ ー の要 員 の 資 質 に つい て も
,国 と して の望 ま しい姿 を陰 に 陽 に 示す

べ きで,こ れ に は そ れ相 応 の行 政 指導 が あっ て も よい と考 え る .と の こ と

で あっ た。 また,試 験 には,実 施 上 の 困難 は ある程度 わ か るが ,特 種,1

種 に は 面 接試 験 が あ っ た方 が よ い との意 見 で あっ た。
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2(計 算 セ ン ター 》(1種)

現 在32才 の係 長,1』 種 合 格 は第 一 回(昭 和44年)tiあ る。 ソ フ トウ

ェ ア産 業 の 中に身 を置 き,そ の 変 遷 を 身 を もっ て感 じて き てい る管理 職 で

ある。 国 産 計算 機 メー カーの 系 列 会 社 で あ り,会 社 の 性格 上.受 験 料 の 全

額 負 担,合 格 者 には1種 に毎 月7,000円,2種 で毎 月3,000円 の手 当 の支

給 を して いる 。

合格 後 も専 門誌 な ど に 目を通 し,ま た 仕 事 を通 じて知 識 ・技 術 の更 新 に

努 め て お られ る が,国 と して も よ り積 極 的 に育成養 成 に努 力すべ き で あ り,

機 関誌 類 の配 布,合 格 者 の 相互啓 発の 場 をつ くるな どが あ っ て も よい と の

意 見で ある。 この試 験が単 なる試験 のた めの試験 に終 ってほ左 らない との

強い 意 見 で あっ た。

'試 験 にら
いて は,よ り実 務 家 向 きであ る こ とを望ん でい る 。 ま た ,合 格

者 な らび に そ の所 属企 業 に対 す る社 会 的処 遇 につ いて は 強 い希 望 を も っ て

い る。 例 え ば,官 庁 か らの仕 事 の 受 注 安 ど も,現 在 は単 左 る入 札 で ,技 術

力 に 対 す る評 価 が 入 っ てい ない。 合 格 者 に対 す る 重 み と か,そ の技 術 評

価が 社会的 に行 われて いないのが現状 である。 これでは単在 る試験 のた め

の試験 にな り,試 験 の意義 もあま り認め られないのではないか。そん な意

味 で,合 格 した入の不満が多い。 しか し,い つれ は合格者 が優 遇さ れ る よ う

に もな ろ うか ら,部 下 に は機 会 が あれ ば 受験 をすす め て い るそ うで あ っ た。

試 験 には 面接 をと り入 れる と よい との 意 見 で あ った。

3

3(教 員)(1種)

31才 の高校教 師 であり,商 業高校 で電子 計算機 関係 を教 えそいる。 勉

学心 に富んだ,ま た生徒 を心 か ら可愛 が る良い先生 と感 じた。

自分 の力 を試 してみるため.そ こに試験が あるか ら勉強 して受験 し.そ

して合 格 した。情報処理に対す る自分 の理解 の客観的評価 が得 られ,満 足 し

ている との事。 当然 の ことなが ら合格 に よっ て処 遇が変 わった ことは左い
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が,生 徒 に教 え る に はま ず 自分 が勉 強 しなけ れ ば な らない し,そ の 意味 で

は 自 己 の向 上 に役 立 った こ とに な る。 生 徒 の 中 に は2種 を受験 す る者 がve

るが;就 職 内定 時期 の後 で合 格 発表 が あ る の で,就 職 に は 直接的 関 係 は な

い との こと で あっ た。

4.(ソ フ トウ エ ア)(特 種)

わ が 国屈 指 の大 手 ソ フ トウ ェ ア 会社 で ある この 会社 で は,2種 以 上 の合

格 者 が6割 以 上 に達 してveる 。3名 の 方 か ら話 を うか が った。

41才 の次 長,29才 の 主 任,27才 の 方 で ある か,い つれ も特 種 に合 格

"さ れ て い る
。 偶 然 で あっ た が,い つれ も文 科 系 の大学 卒。 企業 の性 格 上,

受 験 に は き わ め て積 極的 で あ り,年 に 一 度 の お祭 り といった 感 じで ある。

しか し.こ れ も企 業 の性 格 上,合 格 して 当た りまえ.特 別 の処 遇 は な い よ

うで ある。

受験 の動 機 は,情 報 処理 技 術 の スペ シ ャIJス トVCItり た いた め,と 同時

に,自 分 の 力 をため してみ る た め で あ る。 合格 者 に つい て は,プ ロ ジ ェク

ト編 成 の参 考 資 料 に して い る ら しい。 どの方 に も,合 格 後 の知 識 ・技 術 の

更新 に は努 力 して い て,会 社 も積 極 的 に これ を支援 して い る様 子 で ある。

試 験 の 内容 は,大 局 的 に は実 務 に役 立 つ内 容 とい う認 識 を示 され た が,個

々 に は 批判 もあ る よ うで あ る。 例 え ば,1種 が技術 に 走 りす ぎ,枝 葉末 節

を追 う面が あ る な ど で あ っ た。 ま た,試 験 問題 が 断 片的 で,綜 合 力 が み ら

れ な い の で は な いか,綜 合 力 をみ る上 で,ケ ー ス ・ メソ ッ ドか と り入れ ら

れ な い か,マ ネジ メ ン ト関係 を も う少 しと り入れ ては,試 験 自体 の量 をふ

や し2-3日 に して は ど うか,な どで あ る。

ま た,合 格 者 に対 す るなん ら か の資 格 づけ の必 要 をのべ られ てい たが,

同 時 に,合 格者 が年 次 的 に増 え,そ れ に と もな うマ スの 力 で権威 は 自つ か

ら得 られ る ものだ といっ た考 え もの べ られ た。

こ こで 会 っ た3人 は,み なそ れ な りの仕 事 もして来 た し,ま た 相 応 の 自
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・信 も持 っ てお られ
,試 験 も自己 向 上 の 機 会 と して積 極 的 に利 用 して い る様

子 で あ った 。

5.(官 公 庁)(特 種 ・1種)

仕事 の 内 容

情 報 シ ス テ ム部 の 課 長 補 佐 で,仕 事 の 内容 は,パ ッチ処理,EDPS

の 標 準 化,特 に,プ ログ ラムの 構 造 化,仕 様 書 ・フ ァ イル の 規 格 化,オ

ペ レー タ ・デ ス クの 設 計 な どStaffと して,情 報 処理 部 門 の 総 合 計 画 業

務 や 管 理 業 務 に従事 して い る。

会 社 の 態 度

合 格 した こ とに よっ て,直 接 の 変 化 は なか った が,実 力 が 認 め られ て,

昇 進 し,管 理 職 手 当 が つ い た。

試 験 内容 と実 務 との 関 係

設 問 の 意 味が よ くつ か め なか っ たが,個 別 的 な仕 事 に対 して は汎 用 プ

ログ ラム ・パ ッケ ー ジは 役 立 た な い と思 うし,現 在 の 仕事 が,パ ッチ処

理,EDPSな の で,MARSな どの オ ン ラ イ ン業 務 とは 交 渉 を持 た な

い た め で あ る。

情 報 処 理 技 術 者 試 験 につ い て の 意 見

特 種 試 験 に おい て 実 務 家 を尊重 す る意 味 で

独 創 性 を重 視 して 欲 しい 。 具 体 的 に は,最 後 の 論 文 を重視 し,さ らに

論 文 の 審 査 に 当 って は 独 創 性 と経 験 ・実 績 を重 視 して も らい た い 。

試 験 問 題 は大 分 改 善 され て きた が,学 生 向 きで,実 務 者 向 き で な い点

が 残 っ て い る。

外 国 機 メー カーの 社 員 が 勝 手 な用 語 を使 って お り,国 産機 メ ー カーの

よ うに な るべ く統一 した用 語 を 使 ● う とす る態 度 が な い の で,新 しい用

語 の 含 ま れ た問 題 で な く,定 着 した 知 識 ・用 語 か らな る問題 を 出 して欲

しい 。 実 務 者 は仕事 に追 われ て,別 の 呼 称 を雑 誌 な どで学 ぶ 余 裕 が な い
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2種,1種 の 試 験 で ア セ ン ブ ラの 知 識 しか な い 人 は, .=ン パ イ ラ言 語

の 経 験 者 に 対 して 非 常 に 不 利 で あ る。

オ ン ライ ン業 務 の情 報 処 理 技 術 者 には ア セ ン7" .ラ言 語 のcodingの 知 識

しか もって い ない もの が 多 い 。

流 れ 図 か これ に類 似 した もの で 出題 ・解 答 をす る 方 法が 採 用 で き な い も

'の か
。..一.シ 、-

6.(電 算 機 メ ーカ ー)(特 種).'1.ttit

会 社 の 態 度

特 別 な.こ とは全 くない 。・受験 に 際 して も,合 格 して も。

受 験 動 機 ・',・

自分 の 力 だ め し とい うの が そ の とお りで あ る。 、 、

ア フ タ ー サ ー ビス ・

社 内の 勉 強,仕 事 で 充 分 や って い る(仕 事 に 追わ れ て い る の で)。 特 に サ

ー ク ル を作 る とか研 修 会 は 考 え た こ とが なh6 ・ .1

資格 につ い て..一 、

今 後 資 格 が 云 々 され る場 合 には,今 の 広 い知 識 で な くあ る特 定 の 分 野 の み

を もっ て きた人 々 に も情報 処理 技 術 者 と して認 め られ る よ うに な るべ きだ。

将来 につMて 1.

目ざす のはスペシャ リス!で 軽 が 今の企業 の中では全 く予想が で きない・

?(電 算 機 メ ー カ ー)(特 種)

む に勤めてぽ とき合格 し垣 で・ この ア ンケー ぱ その と きの こととし

て答 え て あ る。

会 社 の 態 度

社 内報 で発 表 され,そ の 後 の 昇 進,昇 給
.とも多少 よい よ うだ 。 、

-1・14一
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受 験 勉 強

ORワ ー カ ー と し て の 仕 事 が 役 立 っ た6特 別 な 勉 強 は1し な か っ た 。 ∴ ・

試 験 内 容 バ

・コ"ド 設 計; 、FOMAT設 計,Flowchart等 の 技 法 よ り・i'も,、社 会 科 学,工

業 管 理 と か 心 理 学 と い う方 を今 後 は 重 要 だ と 思 っ て い る 。

(1種 を うけ た の は 当 時 特 種 が な か っ た か らで あ る)

将 来 に つ い て:,."・'・ ∵.∵'㌧

今 の 会 社 の 中 で は 個 人 的 に は ス ペ シ ャ リス トを 目 ざ し て い る が,ど う もそ

れ は ゆ る さ れ な くて 管 理 的 な 方 向 に む か ざ る を得 な い 。ヒ 、 一 、.::,三 戸:

8.(電 算 機 メ ー カ ー)(1種)

試験は自分達が 日常,苦 労してい研 どは次元糠 なる。～払 う蘇 で

試 験 の ね らい が 分 らない 。

受 験 勉 強 ニ

コ ン ピ ュ 一 夕学 校 に6カ 月通 って い て,そ ごで有 志 の グ ル ー プ で 勉 強 を し

た(合 格 した の は 前 の 会 社 の と きぞ あ る)㌔'

将来 につ いて

∴ ∴ ㌶ 難 漂 意味であるをら蹄 声

9.(ソ フ トウエ ア)(1種)

会 社 の 方 針

合 格 者 に手 当 を支 給 して ら る。 特 種 は3ρ00円,1種 は2,000円,『2種 は

1,000円(受 験 は 一括 申込 み だけ)。 出向 先の 社'内試験 の 方 を重 視 して い る 。

試験 の 評 価

今の 仕 事 の 内 容 は 試験 とは全 く関 係 ない とい っ そ よい 。 しか し,一 般 的 に

は,あ る レベ ル を保証 す る と も考 え られ るか ら意 義 が あ る。
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私 は 卒 論 で フ ナ ー トラン をつ か っ て仕 事 を したの で一 般 知 識 が あ っ たが,

今 の 仕 事 だ け で は うか らない で あ ろ う。

ア フタ ーサ ー ビス

更 新 の た めの 定 期 研修 会 には,1週 間 ぐ らい は や らない と不 十 分 では ない

か。

そ の 他

試験 の 場 所 は もっ と多 くの 所 でや っ てほ しい。

1α(計 算 セ ン汐 一)(1種)

会 社 の 方 針

1.こ の 試験 を1つ の 目安 と して 重 視 して い る 。一

(社 内 で 技術 レベ ル を測 定 す る よい 方法 が な い の で)

2.1種,2種 を重 視 して い る。

(特 種 は む つ か しい ら しい の で)'

3.会 社 と して は一 時 金,昇 進 とかが ある。

(私 個 人 の場 合 は 特 別 で,こ の よ うな こ とは無 か っ た)

試験 へ の 希 望

1.実 務 に直結 した ものであ りたい。学 科 に合 格 した もの に実 技 を加 え る とか 。

2.計 算 セ ン ターの 従 業 員 は 資格 を必 要 とす る よ うに して ほ しい 。

ア フ ターサ ー ビス

通 産 省 で合 格 者 名 簿 を作 っ てほ しい 。地 方 で は,コ ン ピュ ー タ技 術 者 の 交

流が 少 ない 。特 に 同 じメー カ ーの 枠 を こえ た交 流 が 少 な い。 そ れ で この よ う

なサ ∴ ク ル を作 りた い か ら。

11.(デ ィ ニ ラー)(特 種)

会 社 の 方 針
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受験 につ い て は会 社 は何 も しない 。何 か しば られ る よ うな気 持 が す るの で

我 々の 方 で辞 退 した。 合 格 した者 には1つ の 資格 と して 評価 す る。

試 験 に対 す る希 望

一 般 紙 で もっ と と りあげ てほ しい
。 尋 問 紙 が い くら と り上 げ て も一 般 社 員

は そ れ を よま ない か ら。

プ ロジ ェ ク トに 関す る もの を入 れ て ほ しい。特 種 は特 に管 理 的 な面 が 必 要

で あ る。

我 々の所 の 人 は な か な か合 格 し ないが,こ の程 度 は 常識 と して 必 要 で あ る

とは 思 うが,我 々の所 の よ うにハ ー ドに弱 くア プ リケ ー シ ョ ンサ イ ドに強 い

所 の こと も考 え てほ しい 。

ア フ タ ーサ ー ビス

合 格 者 の グル ー プ をつ く りサ ロン的 な運 用 を した い。 地 方 で は 特 に必 要 な

こ と と思 う。 幸 い この 地 方 の コ ン ピュ ー タ学 校 の理 事 長が こ うい う こと に熱

心 で あ るの で合 格 者 の 住 所,氏 名が わ かれ ば 音頭 を とっ て くれ そ うだ。

▼

■

12(自 治 体)(特 種)

大 学(電 気通 信 専攻)卒 業 後,昭 和36年 自治 体 に 上 級 職(電 気)と して

して 奉 職 。当時 電 気 計 算 機 の導 入 計 画 が あ り,以 来17年 間 電 気業 務 に従 事

し現在 は課 長 補 佐 と して 全般 管 理 に 従事 す る ベ テ ラン で ある 。

2-1特 種 合格 は 昭 和46年,33才 で在 職10年 目,当 時 の 職種 は(シ

ステ ム ・プ ラン ナー)で あ っ た。

2-2合 格 を満 足 して いる と言 うの は(経 験10年 目の 専 門 家 と して の プ

ライ ドが,合 格 で客 観 的 に立 証 され た こ と)但 し(出 題 内 容 は 易 し

かっ た とい う感 じで あっ た)

3-1(特 種 と して 公認 され た こ とは,逆 に ジェネラリス トと して 評価 され

に くい マ イ ナ ス面 もある)。 然 し(将 来 ス ペ シ ャ リス トと して 活 躍

す る面 は 広 く多 い とい う自信 も持 てる)
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・3-2

3-3

4.一"1

4-2

4-3

4-4

5-1

5-2 .

671

(特 に受験 勉強 は し なかわ た)(受 験 用 テ キ ス トは 出題 範 囲 の整 理

に参 考 に は な っ た が,'実 力 とい'う面 には 役 立 た ない と思 う)

自治 体 とい う特 性 か ら,本 試 験制 度 に全 々 無 関 心 で ある。 合 格 は,

上 司 に報告 した し,毎 年 の 自己 申告 に当 り資格記 入 は す るが,只 そ

れ 丈 の こ と で 昇 進,処 遇 に は金 々 関 係 が な い6

合 格 前 の扱 い と金 々変 らない。現在 は管理 職 で ある が,昇 進 は 合格 と

無 関係 。

.〃'・ ・ 〃"∵ 一 ・"

〃'.・ 〃 .∵"

自治 体 とい う特 性,制 度,か らす れ ば,現 状 の ま ま で よい し・ しか

た が ない。 一 般 論 と しては 技 術 士 程 度 の 社 会 的評 価 が あっ て も よい。

自己啓 発 と]職場 の 能 力レベ ルの 向 上を 目的 に,自 発的 な研 究 会 を毎

週1回C3時 間)主 宰 してwoる 。

国 の 施 策 が 左 く・て も,専 門 職 で あれ ば,常 に情 報 源 は 身近 か に ある

の で現 状 で よい。

数 学,英 語,数 値 計 算,経 営 数 学(い つれ15Sを 記入)kど は 自分

に.とっ て専 門 知 識 を持 っ て い る し,現 在 の 職 務 遂 行 面 では必 要 は な

∨oo

但 し,今 後は 一般 論 と して 必 要 に 左 っ て こ よ う。

6-3'特 種 は(プ ログ ラマの上 位 職).あ るv>..は(・・7ステ ム プ ラ ンナ ー)と

い うよ りは(EDPマ ネ ジ ャー)を 志 向 し,重 点 に すべ きだ と思 う。

特 種 試Jee'!Cは(EDPの マ ネ ジメ ン ト)の 色彩 が乏 しve。

追 加 す る も のと して は

① オ ン ライ ン,大 型 シス テ ムを 多 人数 で開 発 す る時 の技 術 面 を

中心 に した進 捗 管 理 技 術

② そ の 際 の文 書化 技 術

⑤ 先 行 的技 術 につ い ての 関心 や 受 入 れ,開 発能 力
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7-3

7-・4

'
7-5

7--6

④ 電 算 室マ ネ ジ ャー と しての運 用管 理 技 術 ・

EDPマ ネ ジ ャー(こ,れ も スペ シ ャ リス ト分野 と考 え る○)と して今

後 もス ペ シ ャ リス トの方 向 に努力 したい。

仮 に,他 部 門 に出 て も,ス ペ シ ャ リス トとし て 身 につ け た 論 理的

思 考,問 題 意 識 を も'、'Dた管 理 者 ・と して 良 の仕 事 か 出来 る.と思 う。

ユ ーザ ー部 門のOpen化 とそ の教 育 を 展 開 してv、る。

ユ ー ザ ー部 門 の情 報 処 理 技 術 の一 般 化 と同 時 に,専 門 部署 と して は

指 導者 と して 更 に高度 な情 報 処 理 技 術者 が 必要 であ るp

現 在 の 若年 層 に は昇進 志 向 は 余 り強 ぐない の で,専 門職 と して長 期

的 囎 ま る 可能 性が 強 い.又,ス`ペ シ ャ リス トと して 繊 の可 能性

も あ り長 期的 にやれ る だ ろ う。

① 一 次 試 験,二 次試 験 に分 け る と よい。(現 在 は,合 否 しか 分 らず

自分 の 能 力評 価 が で きな い。

② 出題 され た問 題 の公 的 な正 解 の 発表 力1ほしい。、

(何 とで も判 断 で きる 問題 か 出 る が,出 題 意 図 で も後 日示 され る

と参考 に 在 る 。)

③ 現 場 の ドロ ドロ した 実態 に 即 した 問題 傾 向 に も留 意 してほ しい 。

団 嘩 に現 在の現嫉 態り響 不足・ミあ照 し.ふ か?)

●

13.(自 由業)(特 種 ・.1種)

人 物:何 か 目標 を設 定 して勉 強 を す る タイ プの人 で,第1種 もユ ー ザ部

門 代表 と し て,機 械 化 プ ロジ ェ ク トの 一 員 に な った の を機 会 に勉強

し合 格 した もので あ る。

特種 は4回 目に合 格 した。v勉 強 の 目標 と して特 種 の上 は な い か?

とい う気 持 ちが あ る。

満 足 度 につ いて:名 刺 に も技 術 者 で あ る こ と を表示 してい る が ・ 職 業 上は

特 に役 に立 っ てい な い。 しか し自分 の 勉 強 の 目標 は達 成 した の で.
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そ の意 味 で は満足 して い る。

会 社の態 度 につ いて:殆 ん ど無 関 心 …… コ ン ピ ュー タ部 門外 であ っ た 事 と

は無 関 係 の よ うだ。 逆 に公 認会 計士 試 験 合格 時 には 会 社 へ の 忠誠 心
'

を疑 われ た との 由。 この技 術 者試 験 の 認識(あ るい は 位 置 付け)が

未 確 立 で あ る こ とが 原 因 で は左 い か?。

試験 内 容に つ い て:不 要 と して い る 中 で英 語 は常 識 と して あ っ て も よい が.

他 の4項 目は事務 計 算 分 野 の 人 間 に は あ ま り必 要 ない との 判断 で あ

る。

情 報 処 理技 術 者 とし ての将 来:公 認会 計 士 とし ての立 場 か らは,今 后ED

P監 査 の発 達 に よ り,次 第 に必 要 な知 識 とな る と期 待 して い る'現

在 の 関心 は ・日本 で の コ ン ピュ ー タ犯 罪 の実 態 を 話合 う機 会 を得 る

こ とで ある 。

情報 部 門 の 人 間 に対 す る意 見:コ ンピ ュ ー タ ・オ リエン テ ッ ドな 考 え 方 に

かた よ りす ぎてい る の で は 左 いか?

'

●

14.(製 造 業)(特 種)

人 物:経 営 工 学出 身 で志 望 に よ り情 報 処 理 部 門 に配 属 され た。 しか も会

社の 情 報部 門 の中 枢的 な組 織 に所 属 してお り,エ リー トで あ る こ と

の 自信 が 随 所 に感 じ られ る。

満 足 度:上 記 自信 に通 じる ものあ り。又 昇 進.昇 格 につ い て の 評 価 も 「試

験 に合 格 す る者 は,元 来 仕 事 もよく出来 る。」 との意 識 か らの もの で

あ る こ と と合 せ考 え る と当 然 の評 価 であ る 。

会 社 の態 度:社 内掲 示 板 を見 た感 じで,自 己啓 発 には 非 常 に 力 を 入れ て い

る会 社 で ある。受 験 の 一括 申 込み 位 は当 然 とい う印 象。

試験 内容 につveて:"3・ が割 合 多'oの は,仕 事 の担 当 が細 分 化 され てい る の

で基礎 知 識 とし て必 要 であ って も,実 際 の 仕 事 に生 かせ る 事 とは 異

なる とい う意 味 か らの評価 で あ るた め で あ る。
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将来 性 につ い て:近 い将 来,ン ス テ ム本 部 に な る事 は確 実 との見 通 しを持

っ て お り,非 常 に希 望 を もつて い る。

試 験 区 分 に つ い て:コ ン ビゴ ータの スペ シ ャ リス ト(例 え ばOS担 当)と

ゾス テ ム ・プ ラ ン ナ ー とは 区 別 した 方 が よい ので は?と い う意見 が

あ っ た。

15.(製 造 業)(特 種)

人 物:シ ス テ ム ・プ ログ ラマ経 験 の管 理 者 で.コ ン ピ ュ ー タの 虫 とい う

感 じ

向 上心,研 究 心 が 旺 盛 。話 を して いて 非 常 に楽 し く,時 間 のたつ

の を忘 れ る様 な 囲 気 の人 で あ るご

満 足 度:試 験 内 容 に 対す る不 満(理 由欄)・か ら,合 格 の満 足 度 がv27に

なっ て い る。 もっ と,じ っ くり取組 む よ うな試 験 に合 格 した のな ら

v1'を つ け てWOた
。

会 社の 扱 い:各 種 の 資格 につ い て も同様 で,受 験 料負 担 の 部 門 が きめ られ

て いる 。情 報 処 理 技 術 者 試 験 の場 合 は 試験 区 分 上 位 程,負 担 して く

れ る部 門 か広 い ようだ。 しか し合格 して も特 別 の取 扱 い をす る規 定

が な いの で上 司 に よ り合 格 者へ の声 の かけ 方 が異 る ら しい(声 の か

け 方 が難 しい),通 知 書が あれ ば一 律 に 出来 るの では,と い う事 か

らの提 案 で あ る(4-4)

試験 内 容 につ い て:全 て管理 者 と して の立場 か らの評価 で あ る。

試験 方 法 につ い て:区 分 は 現在 の3程 の 中を難 易 度 に よ り甲 乙 に分け るな

ど方 法 につ い て 多 くの提 案 が あ った。

16.(自 治 体)(1種)

人 物:純 粋 の技 術 屋 とい う感 じ,自 分の 興味 に合 えば …昇 進 な ど あま り

気 にせ ぜ つ き進 む,多 少 ぶ っ き らぼ うな ところが あるが 根 は好 入 物 。
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満 足度:庁 内で の 希 望 者 に 対す る 入 門教 育 を受 け,コ ン ピ ュー タに興 味 を

覚え 勉強 し2種 に合 格 。そ の 后職 務 が コン ピ ュー タを使 うもの に変

っ てfO・り'nz足 してveる ○(但 し職務 は74'で は な くv5t・ のは ず

ユーザ 部 門 の 専 任担 当者)

会 社(自 治 体)の 扱 い:昇 進 昇 格 の 悪 い の は合 格 に よる ので は な く,人 物

欄 に 記 入 した性 格 が 影 響 して いる もの と思 う。

試 験 内容 に つ い て:使 用 して い る シ ステ ム に よっ て異 る内容 を 出題 す るの

'.は 不 公 平(1種 の 中 にIBMを 知 らftv・ と出 来 なwo問 題 あ り)と の

批 判 を もっ てい る(7-6の 意 見 は 小型 機 向 の試 験 もあ っ て よい と

:・.:)〔 う事 。)

試験 制 度 に つ,oて:意 義 を感 じ,部 門 の人 間 を教 育.6名(10名 中)に

・2種を と らせ た
。 自身 は今年 特 種 に挑 戦す る 予 定 。

'

総 合

4名 の方 々 に面接 して み て,動 機 は 夫々 で ある が ・Aずれtfcし て も;自 分 の

力 をた めす 機 会 に して い る。 しか し,折 角国家 事業 と して 大規 模 に行 うの で

ある か ら,合 格 者 の 資格 が明 確 に 左る よ うな制 度 を 考 え る 必要 が あ りそ うだ 。

又試験 区分 と し て は.'、特 種 の 上に,コ ン ピュ ー タ以 前 のシ ス テ ム設 計 能 力 を

験 す もの を設け る 一… こ の場 合,生 産 管理 シ ステ ム,処 理 シ ステ ム等 活 用 分

野 別 にす る事 も必要 と思 わ れ る。

と も角,皆 さ ん真 剣 に と り くん で お り.国 家 資 格 と し て努 力 に報 い る と共

に,、情 報処 理 部 門の 発展 のた め,資 格 制 度 の確 立 と合格 者 の 知 識 向 上 ・交 流

の場 の創設 の必 要 性 を痛 感 した。

17.(ソ フ トウエ ア)(特 種 ・2種)

1.事 業 内 容 ① 親 会 社 の ソ フ トウ ェア 開 発(病 院 向 ミニ コ ン)
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2.合 格 区 分

3.主 な 履 歴

(学 歴)

(職 歴)

,70%・

② そ の 他C官 公 庁 等 のMG,プ ロセス 制 御 関 係)

130%

・③従 業 員数6 ,7名

① 昭45..第2種

② 昭46..特 種(最 年 長 者)

(注)受 験 回 数 は 各 々一 回 との こ と

① 陸 士卒 、

②大 学(経 済)夜 卒

③ テ レ ビ技 術学 校,富 士学 院(夜)卒

①食 料 品 会 社(約3年)tt'":'㌦09パ""

②機 械 販売 会 社(約7年)'・1..:

③ テ レ ビ技 術 学 校 講 師

④ ソ フ トウ ェア会 社

4.そ の他 特 記 事 項

(1)受 験 動 機 ソ フ トウ ェ ア会 社 の 営業 活動 を行 う上 で公 的 な資 格 が 必要

で あ っ た。 本 人 の 前 歴 か ら世 間 が ソ フ トウ ェ ア開 発 が で き る

とは思 っ て くれ 左 い由。"'・

(2)合 格者 の処 遇 に 対 す・る意 見 では 肩書 とな り得 る名称 を希望。現在,本 人

　 　　

は 名刺 冗 「特 殊 情 報 処 理技 術 士 」 の名 刺 を 付 してい る。=

(3)年 令 と職 業 との 関 連 性 ・'i.

① 「プ ロ グ ラマは60才 ま でや れ るが,フ ァシ リティ ・サ ー ビ

ス会 社 の場 合,体 力,頭 の 回転 の 面 で きつ い。 や は り35

才 ぐ らい ま で が適 当 か?」(本 人 は現 在 も,ア セ ンブ ラで

プ ロ グ ラム を作 り,顧 客 へ の ソ フ ト納 品 時 に,た とえそ れ

㌧ が他 の 入 が作 っ た もの で も訂 正 を要す る とき にた だ ちに訂

一123一



正 して納 品 で き る こ と を セー ルス ポ イ ン トに してい る。

② 「独創 力,忍 耐 力,説 得力.表 現 力 か と りわ け 重要 と思 う」

「若wo人 の うち上記VC適 性 な もの は20%ぐ らい と思 う。 」

(4)ソ フ トウ=ア 会 社経 営 の ポ イ ン ト

① 市場 標 的 を絞 っ て いる こ と 。(メ デ ィ カル)

② ソ フ トの 規格 化(ハ ー ドの 生産 と同 じ考 え方 を と り,流 れ

作 業 化 してい る 。)

③能 力 ある 者 とない 者 の ペ ア ・シ ス テ ム(チ ー ム ・プ レー が

出来 ず,納 期 に仕 事 を間 に 合 わ せ られ ない 者 は 半年,仕 事

を させ ない 。

18.(製 造 業 》(特 種 ・1種)

4.職 務 内 容 医療 機器 関 係 の開 発業 務

(心 蔵 に埋 め込 む 心 蔵治 療 用の 電 子時 計 の開発)

5.合 格 区 分 ① 昭46.第2種

② 昭48.第1種(最 年 長者)

③ 昭49.特 種

(注)第1種 のみ2回 目の 受 験 で合 格

6.履 歴 ① 大 学 工 学部 精 密機 械 科 挙

② 製 造 会社 の 開発 関 係 業 務

その他 特 記 事 項7.

(1)受 験 動 機 力 だ め し

(2)受 験 準 備 ア ン ケー トでは第2種 に つい て何 も しな か っ た と答 え て い

るが,実 際は,社 内のオ ー プ ン ・プ ログ ラ マ ー向 講 習会(FO-

RTRAN関 係80時 間)に 参加 したほ か,参 考 書 で勉 強 し て

い る 。

ま た 特 種 の論文 で は,社 内 で の図形 処 理 の 標 準化 委 員 会 委
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心

(3)

)4(

⑤

買 時 での経 験 を書 い てい る 。

6-4の 質 問 は,情 報 処理 専 門外 の 者 に は不 適 当で は な か った か と思

われ る。

7-3「 今 后,情 報 処 理 技術 の スペ シ ャ リス トを 目指 す つ も りは な い
。

ユ ー ザ と しての 情 報 処 理 部 門 は メ イ ン ・ル ー トで は な い
。 従 っ て取 得

資格 を積 極 的 に 前 面 に 出 し活 用す るつ も りは 今 の と ころ な い。 但 し情

報 機 器 開発 部 門 な ら考 え て も よい。 」

7-5情 報処 理 技 術 者 の将 来 「プ ロ グ ラ ムは 語 学 と 同 一 で あ り,若

い時 に習得 した らか 左 り通 用す る筈。 私 の知 人 で若 い持 の経 験 を生 か

し70才 で ア メ リカ人 よ り も語 学 に通 じてwoる 人が い る。 」

●

●

19.(官 公 庁)(特 種)

人 物:心 理 学専 攻 で統 計 調 査 の 仕事 を して い た。 コン ピュー タ導 入 の過

程 で,機 種選 定 作 業 に従 事 して ゆ ぐ うち,客 観 的 に能 力 を評 価 し て

み た い とい う気 持 が 動 機 となっ た。

会 社 の態度:医 学衛 生 関 係 の研 修 には,配 慮 して くれ る か,情 報処 理 技 術

者 の処 遇 は,制 度 上 も上 司 も理 解 不 足 との こ と。

試 験:試 験 とは一般 に,個 人が 直接 従 事 してい る 仕事 内容 と無 関 係 で あ

っ て も,情 報 処 理 と してそれ か 必 要 であれ ば よ い。 従 っ て,試 験 内

容,範 囲 任 つ い て も,広 い 立 場 か ら考 え る必 要 が ある と し現 行 制度

に満 足 して い る。

将 来性:自 分 の 研究 職 とい う立 場 か らは行 政 職 と大 部 異 な る 。 研 究 職 そ の

ものが スペ ソヤ リス トで なけ れ ば な らな い とい うこ と。 ま た 、一 般

的 な意 味 で の ロー テ ー ソ ヨンの 問題 が生 じな い。 そ の意 味 で,個 人

サ イ ドで は情 報 処 理技 術者 の道 を 今後 も歩 む つ も り。

しか し組 織 体 が,情 報処 理部 門 を ど う評 価 す るか が 問題 で あ る。
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2().(金 融 業)(特 種 ・1種)

1.試 験 につhて は

D個 人 と しては

① 第3者 の立 場 で情 報 処 理 技 術者 の 力 を 測 る方法 と して有 効 で あ る と

考 え る。

② 公 認 会 計 士 並 みの 資格 試 験 とす べ きで あ る(情 報 を集 中 して管 理 し

て い る者 は,道 徳 的 に も(機 密,… …)知 識 的 に も高 い もの で なけ れ

ば安 心 して ま かせ る こ とが で きな い)。

③ ② と関係 す るが,現 状 の試 験 は易 しす ぎ る。51年 度 の特 種 の試 験

をみ て も(本 人 は合 格,同 じセ ク シ ョ ンか ら10人 受 験 して6人 合 格)

第2の 質 問(小 記 述 文 の 回 答)を 如 何 に 早 く回答 す る か とい う受 験 技

術 上 の 問題 で 合否 が 決 っ て い る と思 う。 そ の よ うな試 験 で は② 並 み の

権 威 を もたせ る こ とは で きな い。

④ 第1種 の試 験 で は,マ ネ ジ メ ン トレベ ル で の運 用 保 全,開 発 推進 問

題 を取 り入 れ た 方が 良 い。 これ が 実 務 の 基 本 で あ る と思 う。

ii)会 社 と して は,

① 仕 事 を与 え る と きに,合 格 者 に対 して は一 応 考 慮 した 内容 を与 え て

くれ るが,あ くま で も本 人 次第 で あ る。

② 受 験 を奨 励 して お り受 験 料 を 負担 して くれ る。 また 合 格 す る と特 種

5万 円,第1種3万 円,第2種1万 円 の 一時 金 と人 事 部 長 か らお・ほ め

の こ とば,社 内報 へ 写 真 入 りで掲 載 等 の こ とが な され る。

2.技 術者 につ い て

D個 人 と して は,

① これ か ら も情 報 処 理 技 術 ス ペ シ ャ リス トと してや って い くつ も り。

lD会 社 と して は,

① 情 報処 理 部 門の ス ペ シ ャ リス トと して,銀 行 内の 他 の 部 署 の人 を別

の待 遇 制 度 を設 け る こ とを考 慮 中 で あ る。
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1・「情 報 処 理 技 術 者 試 験 合 格 者 の実 態 調 査 」ア ンケ ー ト

1.回 答者 自身 に つ い て

該当番 号 に○ 印 をつ け て くだ さい。
'

氏 名
＼

年令 才 性別
L男

2.女

1.大学 院 ・大 学(理 科 系)2.大 学院 ・大学(文 科 系)

最終学歴 3.短 大 ・高 専4.高 校(工 業科)5高 校(普 通 科)

蹴(醸 科‥ その他(具体的に・)

会 社 ・団 体 名

勤 務 先

所 属 部課 名

1.情 報 処理 部 門 関 係 の仕 事 で あ る。→ 次 の 「現 在 の 職種 」と

現 在 の
「合 格時 」の 状 況 欄 に回答 の こと。

仕 事 に 2情 報処理部門関係の仕事 ではない。→ 次の ∫合格時 の状況 」

つ い て 欄 にだけ 回 答 の こ と。

3.その他(具 体的に:)

L管 理 者2.管 理 的 職 種3.シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ 職 種

現 在 の
4.シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ マ 職 種5適 用 業 務 プ ・ グ ラ マ職 種

職 種
6.オ ペ レ ー タ職 種7。 そ の 他 の ス ペ シ ャ リス ト職 種

(注1)
8.その他(具 体的に:)

1.情 報 処理 部 門 に所 属 して いた。

合格時 の 2.情 報処 理 部 門 に所 属 して い なか っ た。

状 況 3.学 生 で あ っ た 。

(注2)
、

4.そ の 他 。
`

(庄1)職 種 に関 しては以 下の基準 で該当する主た るものを1つ だけ選んで くだ さい。

1.「 管理者」 とは情報処理部門の部長,課 長,係 長 な どの ことです。

2.「 管理的職種」 とは,情 報処理部門の総合計画業 務 とか管理業務に主 と して従事

す る職種 と します。
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3.「 システム ・プ ランナ職種」 とは,別 名 システムズ ・エンジ・ニアまたはシステム

・アナ リス トな どと呼ばれる こと もあ り
,主 にシステム分析か らシステ ム設計まで

を行い,』システム設計書を とりまとめ る職種 と します。

4.「 システム ・プログラマ職種」 とは
,主 にシステム ・プ ログ ラムや汎用プログラ

ムの検討 と作成 ,オ ペ レーテ ィング ・システムの生成 ・保守な どに従事する職種 と

します。

5.「 適 用業務プ ログ ラマ職種」 とは
,シ ステム設 計書に もとついて適 用業務のプ ロ

グ ラムの設計 とコーデ ィング作業 およひその プ ログラムの保 守作業に主 と して従事

す る職種 と しま「㌔

.6・ 「オペ レー職 種」 とは,主 に』 ン ピ・一夕のオ ベレツ 。ン縦 事す る臓 と

します○

・・ 「その他 のス ペシ ・リス ト職種」 とは
,ORワ ー カ等の議 縛 門的職種 をAし

ます。

(注2)合 格時 とは合格 した試験 の受験時 とします。

倉

これ 以 降 に お い て も,特 に こ と わ ら な い か ぎ り ,

て くだ さ レ、。

上 記内容 を基準 に回答 し

ψ

L
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駕
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2.情 報 処 理技 術 者 試 験 の合 格 に つ い て

2-1情 報 処 理 技 術 者 試験 の合 格 当時 に つ い て,下 表 に ご記 入 くだ さ い。

2つ 以 上 の試 験 に合 格 して い る方 は,必 ず そ れぞ れ の合 格 区 分欄 に記

入 して くだ さ い。

特 種 第1種 第2種

合
1.昭 和46年2.昭 和47年 L昭 和44年2.昭 和45年 1.昭 和44年2.昭 和45年

格
3.昭 和48年4.昭 和49年 3.昭 和46年4.昭 和47年 3.昭 和46年4.昭 和47年

年 5.昭 和50年 5.昭 和48年6.昭 和49年 5昭 和48年6.昭 和49年

度
7.昭 和50年 7昭 和50年

合職参
格(照 1,2,3,4.5, 1,2,3,4,5, 1,2.3,4,5,
時下の
の記こ
職をも

6,7,8,9,10 6,7,8,9,10 6,7,8,9,10

1.20才i未 満2.20～25才 1.20才 未 満2.20、25才

合 年
格

3.25-30才4.31-35才 3.26～30才4、31～35才 3.26～30才4.31～35才

時
の 令 536--40才6.41～45才 536～40才6.41)45才 5.36～40才641～45才

7.46才 以 上 7.46才 以 上 7.46才 以 上

合ン経 1.全 く な し2.1年 未 満 1.全 くな し2.1年 未 満 L全 く な し2.1年 未 満

格 ピ
時 ユ験 3.1>2年4.2～3年 3.1～2年42～3年 3.1～2年4.2～3年

ま1

でタ年
の実

53～4年6.4～5年 53～4年6.4～5年 53～4年6.4～5年

コ務数 7.5～6年8,6年 以 上 7.5～6年8.6年 以 上 7.5～6年8.6年 以 上

職種 については,下 記の ものか ら該当番号 を1つ だけ選んで○印を記入 して くだ さい。

1.情 報 処理部門 の管理者2.情 報 処理部門 の管理的職種3 .シ ス テム ・プ ランナ職種

4.シ ス テム ・プログラマ職種5,適 用 業務 プ ログ ラマ職種6 .オ ペ レ ータ職種

7.情 報 処理 部門のその他のスペシ ャリス ト職種8、 学 生

9.情 報処理 部門以外 の職種 ▲0.そ の他
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2-2情 報 処 理 技 術 者 試験 に合 格 した こ とに どの程 度 満 足 して い ます か。

該 当番 号 に○ 印 を つけ る と同 時 に,満 足 度 に関 しての 具 体 的理 由が あ

りま した ら,理 由欄 に 記入 して くだ さい。

1.非 常 に満 足 して い る。

2.満 足 して い る。

3.ど ち らと もいえ ない。∵∵■

4.不 満 足 で ある。t'

5.非 常 に不 満足 で ある。/"t't'

理 由欄
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ト

3.受 験 の動機 お よび 受験 時 の 環境 に つ い て.1、 、

3-1情 報処 理 技術 者 試験 を受 け る気持 に な っ た動機 の うち,最 も強 か っ

た もの は何 で す か。1つ だ け選 ん で○ 印 を つ け て くだ さい。 た だ し,

2つ 以 上 の 試験 に合 格 してい て,か つ動 機 が異 な る場 合 に は○ 印 をつ

け た うえ,か っ こ内の 該 当 試験 区 分 に○ 印 を つけ て くだ さい 。

1.将 来,情 報 処 理 技 術 の ス ペ ン ヤ リス トに な りた い た め(L特 種,

2.第1種,3.第2種)。

2.自 分 の 力 を た め して み る た め(1.特 種,2.第1種,3.第2種)。

3,会 社 ま た は 上 司 が 奨 励 した た め(1.特 種,2.第1種,3.第2種)。

4.友 人 ま た は 同 僚 が す す め た た め(L特 種,2.第1種,3.第2種)。

5.昇 給,昇 進 が 有 利 に な る と考 え た た め(1.特 種,2.第1種,3第

2種)。

6.そ の 他(具 体 的 に)。L特 種

2.第1種

3第2種

6

3-2受 験 準 備 の た め に どの よ うな手段,方 法 を用 い ま した か,該 当番号

に○ 印 を つけ て くださ い。 た だ し,2つ 以上 の試験 に合 格 してい て,

か つ 準備 の た めの 手段,方 法 が異 な る場 合 には該 当番 号 に○ 印 をつ け

た うえ,か っ こ内 の 試験 区 分 に も○ 印 をつ け て くだ さ い6
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1.受 験 の た め の 外 部 の 講 習 会,#ミ .方 式 情 輯 処理 の 専門 学 校 季含む) .

、に参 加 した( .lr特種,2.第1種,3.第2種)。f、'

2.受 験 用 の 社 内(学 内)講 習 会 に参 加 した(1特 種,2.第1種,3.

第2種)・.-1

3.グ ル ー プ で 学 習 した(1.特 種,2.第1種,3.第2種)。

4.試 験 用 テ キ ス トを 購 入 し,独 り で 学 習 した(1.特 種,2.第1種,

3.第2種)。

5.仕 事 を 通 じ て 知 識 ・技 術 の 向 上 に 努 め た(1.特 種,2.第1種,3.

第2種)。1、 、 、

6・ 特 に何 も しな か っ、た(1・ 特 種 ・2・ 第1種 ・3・ 第2種)。

7.そ の 他(具 体 的 に)。{1.特 種

2.第1種

3.第2種

3-3受 験 に さ い して,勤 務 先 の所 属 組 織 体 で何 らか の便 宜 を はか っ て く

れ ま した か。 該 当 す る もの の番 号 に○ 印 を つけ て くだ さ い。 た だ し,

当時 学 生 で あった 人 は10だ け に○ 印 をつ け て くだ さ い。

芦

1.受 験 の一 括 申込 み を して くれ た。、

2.受 験 料 を全額 負 担 して くれ た。

3.受 験 料 を 一部 負 担 して くれ た。.
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〉

4.受 験 の た めの 社 内 講 習会,勉 強 会 を開催 して ≦れ た。 .t,;

5.勤 務 時 間 内 で の受験 勉 強 の機 会 を与 え て くれ た。

6.受 験 の た め の 外 部講 習会,セ ミナの受 講 料 を 負担 して くれ た。

7、 受験 勉 強 の た め に必要 と な るテ キ ス トや 資料 の購 入 代金 を負 担 し

て くれ たo,.、,、

8.受 験 す る こ と を 奨 励 は .Lた が,特 別 な配 慮 は して:〈 れ なか っ た 。

9.ほ と ん ど無 関 心 で あ っ た0

10.学 生 で あ っ た 。

11.そ の 他(具 体 的 に)。

竜

6
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4.合 格 時 の 処遇 一般 に つ い て

4-1合 格 した こ とに よっ て,従 事 す る仕 事 の 内 容 に変 化 が あ りま したか 。

該 当 番 号 に○ 印 をつ け て くだ さい 。

工

2

3

4

5

6

7

合 格 以 前 とほ とん ど変 らない。

合 格 を考慮 した 仕 事 内 容 に あ る程 度 変 った。

合 格 を十 分 考慮 した仕事 内容 に なっ た 。

合 格 した た め に,そ れ にふ さ わ しい職 種 に配置 が え して くれ た 。

合 格 時 に は学 生 で あ った が,採 用時 に考慮 して くれ た。

合 格 時 に は学 生 で あ った が,採 用 時 に も全 く考慮 され なか っ た。

合 格 した こ とを契機 に専 門的 な技 術 を生 か す た め に別 の組 織 体 に

移 った 。

8・ そ の 他(具 体 的 に)。

イ

4-2合 格 した こ とに よっ て,所 属 組織 体 で は何 らかの 特 別 な取 扱 い を し

て くれ てい ます か。 該 当 番号 に○ 印 をつ け て くだ さ い。

1.昇 格 あ る い は昇進 させ る。

2.基 本給 を増 額 して くれ る。

3.手 当 を増額 して くれ る。

4.合 格 祝 金 な ど一時 金 を 支給 して くれ る。

5.表 彰 あ る い は社 内 報 で発表 して くれ る。

6.研 修 会 へ の 派遣 な ど知 識 技 術 の 更 新 を援 助 して くれ る。

一134一

■



7.特 別 な取 扱 い は して くれ ない。

8・ そ の 他(具 体 的 に)。

●

4-3試 験 に合格 してい ない と思 わ れ る同 期 の 同 僚 と比 較 した場 合,つ ぎ

の 諸項 目に関 して どの よ うに感 じて い ます か。 それ ぞ れ の 該 当 欄 に○

印 を つけ て くだ さい 。

区分

項 目

非 常 に

よ い
よ い 変 らない 悪 い

非 常に

悪 い
分 らない

昇進,昇 格

基 本 給

手 当

仕 事の内容
責 任

q

4-4合 格 者 の処 遇 一般 に関 して,何 らか の 意 見が あ りま した ら具 体 的 に

記入 して くだ さいo

意 見欄

■
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5.合 格 後 の 知 識 ・技 術 の 更 新 に つ い て 、tt,

ご存 知 の よ うに情 報 処理 技 術 は め ま ぐる しく変 化 して ゆ きます 。

5-1最 新 の 知 識 や 技 術,を 吸収 す るため に どの よ うな方 法 を とっ て い ま

す か。 該 当番 号 に○ 印 を つけ て くだ さい。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

学 会 や外 部 の講 習 会 ・セ ミナ に出席 して い るδ

メー カの講 習会 に出 席 してい る。

定 期 的 に メー カの 説 明 を き く。

グ ル ープ で学 習会 を開 催 して い る。

情 報 処 理 専 門雑 誌 や 新 聞 に 目を通 して い る。

専 門書 を もと に学 習 して い る。

仕事 を通 じて知識 ・技術 を更新 してい る。

特 に何 もや っ てい ない。1

そ の他(具 体 的 に)。

●

覇

5-2知 識 ・技 術 の 更 新 に 関 連 して ,国 の施 策 と して どの よ うな もの を期

待 してい ます か 。 該 当 番 号 に○ 印 をつけ て くだ さい。

1・ 期 限 つ きの 認定 に し,更 新 試 験 を実施 す べ きで あ る。

2.更 新 の ため の 定 期 的 研 修 会 を実 施 し,修 了証 を 出 すべ きで あ る。

3.機 関誌類 を合 格 者 に配 布 し,そ れ を通 じて知 識 ・技 術 を更 新 させ

るべ きで あ る。
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●

◆

4.合 格 者 の 団 体 を 組 織 し,そ れ を 通 じ て 相 互 啓 発 を は カミれ ば 失 い ゴ

5・ 現 状 のaaで よ い。-
ttt tt,tt、 、
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6.情 報 処 理 技 術 者試 験 と実 務 に つ い て

6-1情 報処 理 技術 者 試験 で 出題 され た 内容 が,合 格 後 の職 務 遂 行 上 に必

要 な知識 とどの程 度 関係 を もっ てい るか,つ ぎの 記 号 で該 当欄 を うめ

て くだ さい。

1.非 常 に関 係 してい る。

2.か な り関 係 してい る。

3.あ ま り関 係 ない。

4.ほ とん ど関 係 ない。

5.全 く関係 ない 。

6.何 ん と もい え ない 。

力能のム計

一

フグ

設力

チ
ュ
ッ
ク
方
式
設
計

デ
バ

ッ
グ
方
式
設
計

計プ
ロ

グ

ラ
ム

の

構

造
設

㌧

コ

ー

ド

設

計

、

＼

/

フ

ァ

イ

ル

設

計

/

＼

＼

り
!ー

フ

ォ

ー

マ

ッ

ト

設

計

/

八
ー

ー.
,

-

〉

識知の∬け〃

ハ

ー

ド

ウ
ェ

ア

と

の

関連

.

八
、

＼

/
/

文

化

ム

・

シ
ェ

ア

リ
ン

グ

方式オンライン力式タイ

、/

シ

ス

テ

ム

の

概

念オペレーティング
・

＼

フ

ァ

イ
ル

の

概

念

フ

。

ー

チ
ャ

ー

ト問題処理手順

パ

ッ

ケ

ー

ジ汎用プログ

ラ

ム

・

プ

ロ

グ

ラ

ム

用
三
ロ
ェ
ロ

調

査
項

目

区
分

橦特

唖第

種2第

1
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識知連関
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〈
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蠣第
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6"2最 後1「c合格 した試蜘(関 連 して・試験項 目と して特 魎 要 触 と思

われ る項 目 を必 要度 の 少 な い順 に5つ ま で 記 入 して くだ さい 。.(6-1

の 調 査 項 目の 中か ら選 択 の こ と)。 、

1

2

3

4

5

の

6-3逆 に試験 項 目 として追 加すべ ぎものが あった ら,必 要 の高い順 に5

つ ま で記 入 して くだ さ い 。"'、

1

2

3

4

5
6

6-4現 在の職 務 を遂行 してゆ くうえ で特 越 要 と考え ている適性 ・能 力

の うち最 も重 要 と思 わ れ る もの を 下記項 目か ら5つ 選 ん で○ 印 をつ け

て くだ さ い。

1.独 創 力2.洞 察 力3.分 析 力

4推 理 力5.論 理 性6.計 画 力

じ

一140-
}→



7,実 行 力 8.緻 密 性 9.評 価 力

10,忍 耐 力 11積 極性 12.説 得 力 ・表 現 力

13.柔 軟 性 14総 合 力 15.信 頼 性

16指 導力 ・統率力 17.協 調 性 18正 確 性

19.責 任 感 2α機 敏 性
i

21.着 想 力

●

邉

22.そ の 他(具 体 的 に)。

q

●
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7・ そ の 他

7""1情 報 処理 技縮 試験 の 議 につ い て ど う感 じて ぽ す か
。 ま たそ の

具 体 的 理 由 も記 入 して くだ さい・ 該 当番 廓:○ 印 をつけ て 涜 さい
。

1

2

3

4

5

非 常 に意 義 が あ る。

意 義 が あ る。

ど ち らと もレ・え なv・o

あ ま り意義 が ない。

全 く意義 が ない。

9

理 由欄

7-2情 報処理技術者試験 を同僚や後輩 にすすめます か
。 その 具体的理 由

も記入 して くだ さい・該 当翻 に○印 をつけ て くだ さい
。

1

2

3

4

5

積極 的 にす す め る。

機 会 が あれば す す め る。

ど ち ら と もいえ ない。

あ ま りすす め ない。

全 くす す め るつ も りは ない。

6

り
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◆

理 由欄

7-3情 報技 術 者 試験 に合 格 した こ とに も関 連 して,今 後 も情 報処 理 技 術

の スペ シ ャ リス トの 方向 を 目指 す つ も りです か。

該 当 番号 に○ 印 をつけ て くだ さい。

L積 極 的 に 目指す つ も りで あ る。

2.目 指 す つ も りであ る。

3.ど ち らと もいえ ない0

4.目 指 す つ も りは ない。

5.全 く目指 す つ も りは ない。

7-4あ なたの所属 す る組織体 にお いて今後の情 報処理技術者の必要性 は

ど う変化す ると考 えますか。該 当番号に○印 をつけ て くだ さい。

1

2

3

4

5

非 常 に必要 に な る。

必 要 に なる。

あま り変 らない 。

必 要性 が減 る。

そ の 他(具 体 的 に)。
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7-5現 在 の 日本 の 企業 の 体 質(終 身 雇 用 の 体 制 とか 年功 序列 な と)か ら

み て,情 報 処 理 技 術 者 と して将 来 も仕 事 を続 行 で きる と考 え ますか 。

該 当 番 号 に○ 印 をつ け て くだ さい。

1.そ う長 く続 け る こ とが で きる とは思 わ ない 。

2.'あ ま り見 通 しが た た ない。

3.何 ん と もい え ない。

4・ ス ペ シ ャ リス トと してか なb長 期 的 に やれ る。

5.そ の 他(具 体 的 に)。

7-6情 報 処 理 技 術 者 試験 に関 して注 文,:意 見 な どがあ りま した ら何 ん で

もけ っ こ うです か ら自由 に 記入 して くだ さ い。

注文,意 見欄

長時間 の ご協 力ど うもあ りが と うご ざいま した。 同封 してお ります 当協会

あての封 筒に入れて,ご 返送 くだ さいます よ うお願 い申 し上げ ます。
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h

、

9

2ア ンケ ー ト集 計デ ー タ資 料

ア ンケ ー ト回 収件 数 に つ い て'

A格 区分

所属組織 特 種 第1種: 第2,種 合'計

情 報処 理 関係 一
組 織 体

140

39.4

117・

33.0

98

2.8

}355

100

一 般 組 織 体 120

36.1

87

26.2

125

37.7

1

332

100
.

,【

'
そ の 他

3

7.1

'48"

42.9

21

50.0

`

42

100

効

無1回 答 不備

.

`

2
}

*

期 限 切 れ

.

48

宛先人不明の
為 …返 送

1 1

308
一 、

合 計
263'

36.1

222

30.5

244

33.5

1ρ87

7129

(注)・ 昭和51年12月22日 以 降到着Cも の

1.'回 答 者 自身 に つ い て 、 、

・・二・嘩 者r酬 輸 ・

(48.7)

(45・5)

(.i,.,')

fl'

)

.

o

'

.

〉

元

0

.

0

.
;

-

.

(

蕊 20、 オ

未 満

20～

25オ

26二

30オ

31～:

35オ

36～

40オ

41～9

45オ

46オ

以 上
無回答 合'計'

男
0 113 277 176 89 27 12 1 695

95.3

女
0 17 14 1 0 2 0 0, 34

4.7

0

0

130

17.8

291

39.9

117

24.2

89

12.2

29

4.0

12

1.6

1

0.1

729

100合 計
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1-b最 終 学 歴 に つhて

1-c所 属 す る組織 体 に つい て

、一 、 現在の仕事.鞭.合 格時 の蹴 つい て

1-d-1現 在 の仕 事 に つ い て

1-d-2現 在 の職 種 につhて

学歴区分
大学院 ・大学

短大 ・
高 専

高 校
その他 合 計■

理科系 文科系 工業科 普通科 商業科

件 数
390

53.5

130

178

34

4.7

55

7.5

50

6.9

21

2.9

49

6.7
.

729

100

所 属 組 織 体
情報処 理関係
組 織 体

一 般 組 織 体 そ の 他 合 計

件 数
355

48.7

332

45.5

42

5.8

729

100

仕事区分 情報処理関係の仕事である
情報処理関係
の仕事でない そ の 他 無 回 答ll合 計

件 数

'594

81.5

109

15.0

24

3.3 ㌧L;1

職種

区分
管理者
管理的

職 種

システ
・

ム ・フ

ランナ

職 種

システ
・

ム ・プ

ロ グ ラ

マ 職 種
'

適用業
務プロ
グラマ
職 種

オ ペ

レータ

職 種

その他
のスペ

シャリス

ト職種

その他 無回答 合 計

件数
122

20.5

42

7.1

167

28.1

88

14.8

106

17.8

6

1.0

15

2.5

、46

7.7・

2

0.3

594

100
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1-d'合 格 区 分 と現 在 の職 種 の関 係

●

現在の

臓

合格

断

1.

管 理者

2.

働

職 種

3.

一

シスア

・

ム ●フ

ー

フンナ

4.

一

シスア
・

ム ・プ

ロ グ

ラ マ

5.

蹴

務 プロ

グラマ

6.

オ ペ

レー タ

職 種

7.

その 他

のス ペ

シ ャリ

ス ト

8.

そ の他 纏 合 計

特 種
87

36.9
.

26

11.0

88

37.2

11

4.7

5

2.1

0

一

5

2ユ

14

5.9

2

一

1

238

100
1

第1種
22

11.8

1

13

7.0

50

26.7.

40

21.4

39

20.9

3

1.6

5

2.7

15

8.0

0

一

187

100

第2種
13

7.7

3

1.8

29

17.2

37

21.9

62

36.7

3

L8

5

3.0

17

10.1

0

0

169

100

合 計
122

20.6

42

7.1

167

28.2

88

14.9

106

17.9

6

1.0

15

2.5

46

7.8

2

一

594

100

1-d-3合 格 時 の 状 況

状 況区分
情報処理部

門に所属し

て い た

情報処理部

門に所属し

でハなかった

学 生 で

あ っ た
そ の 他 無 回 答 計

件 数
475

67.6

76

10.8

102

14.2

12

1.7

38

5.4

.一

703

100

⑱ 2.情 報 処理 技 術 者 試験 の 合 格 に つhて

2-1-a所 属 組 織 体 と合 格 につ いて
'
■

一147一



合 格 区分

所.._四 一

特 種

だ け
第1種
だ け

第2種

だ け

特種ど

第1種
、

特種 と

第2種

第1種
と
第2種

いずれ

も合格
÷

計

情報処理関係 ・

組 織 体

48
13.5

65
18.3

98

27.6

'64

18.09

.,

8
'2
.3

52

14.6

.20

5.6

355

100
1

一 般 組 織 体 33

9.9

46

13.9

125

37.7

63

19.0

ら

6

1.8

P

41

12.3

18

5.4

332

1100
1

そ の 他

1

1

2.4

9

214

21

50.0

1

24 .

`.

0

0

9

21.4

1

2.4

'42

100

計
82

11.2

120

16.5

244

33.5

「

128
17.6

・

14

i.9

102

1層4.0

39

5.3

729

100

●

2-1-b 合 格年度 につい て

合格年度 昭 和'
44年'

昭 和
45年
昭 看

46年

'昭 和

47年
昭 和
48年
昭 和
49年
昭 和
50年 無回答

'計

特 種 42 32 53 72・ 61 3 263

第1種 一 51 71 46 44 63 59 53 2 389

第2種 52 .51 49 61 73 61 50 2 399

計 103 122 137 137: 189 192 164 71 1,051

2三1]c合 格時 の職種 と合格区分

一
合格区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 無回答 計

特 種
50

19.5

28

10.9

122

47.5

20

7.8

10

3.9
!
0.4

6

2.3

0

0

14

5.4

6

2.3

6
一

263

100

第1種
22

5.8

13

3.4

94

24.9

74

19.6

76

20.2

7

1.9

9

2.4

40

10.6

29

7.7

13

3.4

12
一

389

100

第2種
7

1.8

8

2.0

15

3.8

45

11.5

100

25.4
15

3.8

4

1.0

116

29.5

57

14.5

26

6.6

6

一

399

100

計
79

7.7

49

4.8

231

22.5

139

13.5

186

18ユ

23

2.2

19

1.9

156

15.2

100

9.7

45

44

24
一

1,051

100

ψ

◆

1情 報処理部 門の管理者2情 報処理部 門の管理的職種3 .システ ム ・プランナ職種4.シ ス テ

ム ・プログラマ職種5 .適用業務 プログラマ職種6.オ ペ レータ職種7情 報処理部門のその他

のスペシ ャリス ト職種8.学 生9情 報処理部 門以外の職種10 .その 他
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2-1-d合 格 時 の 年 令 と合 格 区 分tt

u

年令区分

合格区分

2σ オ
未 満

20～

25オ

26～'

30牙

31～

35オ

36～

40オ

41～

45オ

.46オ

以 上
無回答 計

特 種＼＼
134
151
.0

86

32.7

30

11.4

'7

2.7

3

1.1

3

1.1

263

100

第1種
4

1.0

161

41.4

4148

38.0

49

12.6

17

4.4

3

0.8

2

0.5

5

1.3

389

,100

、第2種
38

9.5

235

58.9

80

20.1

21

5.3

11

.2.8

6

1.5

2

0.5

6

1.5

399

.100

計
42 396 , 362

'156 58

16
7 14

1

1,051

2-1-e合 格 時 ま で の コ ン ピュ ー タ実務 経験 年 数 と合 格 区 分

経験年数

Aメロ

全 く

な しし

1年
未 満

1～

2年

『

2～

3年

3～

4年

4～

5年

5～

6年

6年
以 上
纏 計

特 種
3

1.2

2

0.8

7

2.7

17

6.6

40

15.5

、30

11.6

45

17.4

114

44.2

5
一

、

263

100

第1種
26

6.9

31

8.2

63

16.8

78

20.7

61

16.2

44

11.7

24

6.4

49

13.0

13

一

1

389

100

'

第2種
117

30.2

93

24.0

104

26.9

36

9.3

17,

4.4

12

3.1

4

1.0

4

1.0

12

一

1

399

100

計
146 126 174 131 118 86・ 73 167 30 i;05!

1

夢

2- 、2.,合 格 した こ とに よる満 足 度

:2二2-a所 属 組 織 体 と満 足 度 との関 係

満足産

所

非常に満
足している

満 足

している
どちらと

もいえない

不 満 足
で あ る

非 常 に
不 満 足

無 回 答 計

情報処理関
係 組 織 体

21

6.1

196

56.3

109

31.3

17

4.9

5

1.4 : 355

100

一般組織体

1

35

10.7

206

632

71

21.8

12

3.7

2

0.6 ;

1

332

100

そ の 他
6 24 9 3 0 0 42

100

合 計
62

8.7

426

595

189

26.4

32

4.5

7

1.0

1三 729

100
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2-2-b合 格 区分 と満 足 度 との関 係

満足度

合格区分

非常に満
足している

満 足
している

どちらと

もいえない
不 満 足
で あ る

非 常 に
不 満 足 無 回 答 計

特 種
34

13.2
.

162

63.0

53

20.6

5

1.9

3

1.2 ;
263

100

第1種
15

6.9
1

126

58.1

60

27.6

13

6.0

3

1.4 ;

1

222

100

第2種
14

5.8

138

57.3

73

30.3

14

5.8

2

0.8 …
244

100

合 計
63

8.8

426

59.6

186

26.0

32

4.5

8

1.1

1竺 729

100
■

●

●

3.受 験 の動 機 お よび受験 時 の環 境 につhて

3-1-a所 属組 織 体 と受験 の動 機 との 関 係

動機
'

所属
撒

ス^'シ'ヤ

リス トに

な りた い

た め

自分の力

を試 して

みるため

会社また
は上司が
奨励 した
た め

友人また
は同僚が
すすめた
た め

昇給 ・昇
進が有利
になると
考えたため

その他 無回答 計

情報処理関
係 組織体

77

15.0

327

65.0

59

11.7

3

0.6

14

2.8

23

4.6

1; 519
100

一般組織体

1

59

12.4
1

311

65.3

44

9.2,
8

1.7,

15

3.2

39

8.2 2
478

100

そ の 他
5

9.3

40

74.1

4

7.4

1

1.9

0

0

4

7.4 9
54

100

合 計
141

13.7

678

65.7

107

10.4

12

1.2

29

2.8

67

6.4

1§ 1,051

100 `

◆

一150一



●

●

●

?

3-1-b合 格 区 分 と受験 の 動 機 との 関係

動機

合格区分

スペシ ャ

リス トに

なりたい

た め

自分の力

を試 して

みるため

会社また
は上 司が
奨励 した
た め

友人また
は同僚が
すすめた
た め

昇給 ・昇
進が有利
になると
考 え た

その他 無回答 計

特 種
33

12.6

167

63.7

25

9.5

0

0

7

2.7

30

11.5

1

一

263

100

第1種
46

12.1

249

65.7

45

11.9

6

1.6

13

3.4

20

5.3

19
1

389

100

第2種
62

15.8

262

66.8

37

9.4

6

1.5

9

2.3

16

4.1 :

1

399

100

合 計
141 678 107 12 29 66 18 1,051

3-2受 験 準 備 の た め の 方法

3-2-a所 属 組織 体 と受験 準 備 の た めの 方法 との 関 係

受験準備の
ための方法

所属
組織体

外部の

セ ミナ

講習会

に参加

社 内

(学 内)
の講習

会 に

参 加

グルー

プ で

学 習

試験用

テキス

トを購

入 し

独 学

仕事を
通 じて
知識 ・
技術の
向上に
努 力

特 に何

も しな

か った

その他 無回答 計

情報処理関係
組 織 体

17

3.3

12

2.3

12

2.3

263

50.7

107

20.6

136

26.2

7

1.4

0

一

554

一 般 組織 体 16

3.4

10

2.1

19

4.0

259

54.2

111

23.2

90

18.8

10

2.1 9
515

そ の 他
8

14.8

1

1.9

2

3.7

34

63.0

4

7.4

6

11.1

5

9.3 9

1

60

合 計
41

3.9

23

2.2

33

3ユ

556

52.9

222

21.1

232

22.1

22

2.1

O
q

1,129

(注)あ る回答者が2つ 以上 の試験 に合格 していて しか も方法 が同一 である場 合には,そ の

方法に対す る回答者の カウン トは合格回数 である。
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3-2-b合 格 区 分 と受験 準 備 のた めの 方 法 との 関 係

受験準備の
ための方法

合格区分

外部の

講習会

セ ミナ

に参加
、

社 内

(学 内)
の講習

会 に

参 加

グルー

プ で

学 習

試験用

テキス

トを購

入 し

独 学

仕事を
通 して
知識 ・
技術の
向上に
努 力

特 に何

もしな

か った

その他
`

無回答 合 計

情報処理関係
組 織 体

0

0

2

0.8

6

2.3

103

39.2

96

36.5

136

28.9

7

1.9 9
288

一 般 組 織 体 5

1.3

8

2.1

15

3.9

214

55.0

74

19.0

90

23.9

10

2.1 9
417

そ の 他
36

9.0

13

3.3

12

3.0

239

599

52

13.0

6

15.8

5

2.3 ;

1

424

合 計
41 23 33 556 222 232 22 0 1,129

拳

'

3-3 所属組織 体 お よび合格区分 と所 属組織体 か らの援助 との関係

合

計

694

833

50

029

353

902

772

無

回

答

0

一

0

一

0

「

0

一

0

一

0

一

0

一

そ

の

他

0】

0311

3

Q∨30∨

7

7・16

9

8701

6

Q∨ウ●Q∨

7

717●

6

7ウ一〇1

学

生

で

あ

っ

た

2

567.1

7

2441

Q∨

421

8

2ーハ011

4

51

9

B37・1

5

7703

ほ

と

ん

ど

無

関

心

で

あ

っ

た

6

04つU1

8

509匂-n6

4

3133

8

16312

1

450∨1

1

05002

6

ユ(b7.2

な
配
慮
は
し
て
く
れ
な
か
っ

た受験することを奨励はした
が

特
別

4

9702

9

'8571

4

59

7

83811

5

7ハ◎42

6

'7402

6

7ウ一〇
・1

ト
や
資
料
の
購
入
代
金
を
負担

し
て
く
れ
たのために必要となるテキス

4

ユー

5

51

0

0

9

21

3

11

亡O

り02

1

40

の
受
講
料
を
負
担
し
て
く
れ
た受験のための外部講習会・セミ
ナ

0

0

3

⑨0

0

0

3

40

1

940

0

0

2

80

与
え
て
く
れ
た勤務時間内での受

験
勉
強
の
機
会
を

5

41

1

31qU

1
442

7

3ーウ一

8

03

4

A1

5

ユ2

を
開
催
し
て
く
れ
た受験のための社内講習
会
・

勉
強
会

3

713

8

42

1

42

2

09匂OO

8

03

6

72

8

33

受

験

料

を
一

部

負
担
し
て

く
れ

た

4

32方0

1

313

1

42

6

⑨(04

2

42只)

9

ユ4

5

」2

受

験

料

を

全

額

負
担
し
て

く
れ

た

6

284▲2

7

24▲41

4

59

7

83811

0

β622

2

4532

5

39匂01

受

験

の
一

括

申

し

込

を

し

て

く

れ

た

6

719臼100

1

4RU51

9

421

6

」7'412

7

3792

1

567.2

8

⑮351

法方助援

区

分

糠
繍

他のぞ

計合

種特

種1第

種2第

所

属

組

織

体

合

格

区

分

一152-
Lイ'
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4-1-a組 織 体 お よび合 格 区分 と仕 事 内容 の変 化 の度 合 との 関 係

合

計

401

171

1

98

1

5

050(61

201

87

,

251

1

ワ一

〇3031

3

18

.

.

21

2

04▲01

1
・

n
6

06021`

9●

02(U9臼-

4

04021

1

9

09一〇71

無

回

答

0

0

0

0

一

0

0

1

-

一

0

0

1

-

一

0

一

0

一

ウ一

一

ウ●

一

そ

の

他

5

12

9

6

5ウ一ρ◎

7

1

11

9

814

0

3

1

4

β9

2

石14

6

217

1

728

9

746

鱗鎌

竃 2

3

1

6

02

1

1

1

3

⑨0

0

1

0

1

42

3

ユー

5

32

2

80

0

4
・

1

1

な

か
っ

た
織

欝

翼

翼
0

8

19

7

Qゾ2τ

0

5

17

2

62(0

0

1

3

4

89

0

0

4
合δ16

9

ユ361

3

357

が
採
用
時
に
考
慮
し
て
く
れ

た合格時には学生であった

0

9

13

2

826

0

3

9

2

61つO

0

1

1

9臼

0∨4

0

0

3

915

つ
0

529

6

035

え
し

て

く
れ

た

麗
紮

璽

竃
0

0

1

-

つJα

2

3

2

7

丁上2

0

0

0

0

0

ワ錫

8α

3

41

つ
0

21

8

ユー

仕
事
内
容
に
な
っ

た合格を十分考慮

し

た

0

0

0

0
0

2

1

2

5
品

0

0

0

0

0

2
80

-
肪

2
08

5
田

に
あ
る
程
度
変
っ
た合格を考慮した仕
事
内

容

4

2

4

0

5ーウ一

7

3

5

5

814

0

0

1

1

42

1

21∠ぎ

5

32

0

114

6

623

変

ら

な

い合格以前とほ

と

ん

ど

291

83

51

3

164ウー7

011

70

77

8

54にり27

3

12

14

9

7207
つO

ρ03&∩∠只
)

5

36417

2

74&15

0

34457

変
化
の

度
合仕事内容の

合
格
区
分

種特

種1第

種2第

計合

種特

種]第

種2第

計合

種特

種1第

種2第

計合

種特

種1第

種2第

計合

組

織

体

区

分

情
報
処
理
関
係
組
織
体

一

般

組

織

体

そ

の

他

全

体

一153一
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○

働

④

,

満足度 と仕事 内容の変化の度合 い との関係4-1-b

合

計

62

6

09口041

9

0n◎011

2

0301

7

010

13

297

無

回

答

0

一

-

一

1

一

0

「

0

一

0

2

そ

の

他

4

56

5

Q】25

1

⑨15

'
4

512

3

Q∨42

2

49

難
㌶

警 0
0

7

61

つ」

ρ01

0

0

0

0

0

10

れ

な

か

っ

た

織

麓

翼

翼
1

61

4

6ワ臼5

2

79一11

6

818

0

0

0

53

が
採
用時

に
考
慮
し
て
く
れ
た合格時には学生であった

つU

84

2

225

7

73

3

49

0

0

1

36

え

し

て

く

れ

た

麓

富

纏

竃
ウ〕

9臼3

5

21

0

0

1

13

0

0

0

8

内
容
に
な
っ

た合格を十分考
慮
し
た

仕
事

1

61

2

50

-

⊂」0

0

0

0

0

1

5

に
あ
る
程
度
変
っ

た合格を考慮した仕
事
内
容

4

56

8

21・4

2

411

1

13

0

0

1

26

変

ら

な

い合格以前とほ

と

ん

ど

7.

84R▽7

?匂

只)ワ匂537

2

54517

7

」135

4

」57

8

405

変
化
の
度
合
い仕事内容の

満

足

度合格による
一

るいほ縦に常非
.

るいてし足満

いなえ信吐島
.

るあで足満不

鎚敗禰蹴ヲ
.

答回無

計合

一154
,一



合格 した ことに よる特 別な扱 い4 2

組織体 お よび合格区分 と特 別な取扱 い との関係4-2-a

(355件)

(332件)

(42件)

(263件)

(222件)

(244件)

(729件)

特 昇 基 手 合給 表表 砺波れ 特な
組 別 、 格 本 当 格 し 彰 し 修術る 別い そ 無 合

な あ 給 を 祝て あて 会の な

織 取 る を 増 金 く る く へ更 取
扱 い 増 なれ いれ の新 扱

体 令 は 額
額
どる はる 派を い の 回

昇 し
し 一 社 鐡 は

区 合 進 て て 時 内 な助 し

格 さ く く 金 報 どし て

分 区 せ れ れ を で 知て く 他 答 計
分 る る る 支 発 識く れ

3 2 7 8 16 2 103 8 0 149
情
報
特 種

処
理 第1種

1 0 17 14 12 0 76 8 0 127

関
0 0 14 16 10 0 58 5 0 103

係
組
第2種

織 4 2 38 38 38 2 237 21 0 378

体 合 計 1.2 0.6 10.7 10.7 10.7 0.6 66.8 5.9

0 1 5 12 28 1 71 14 0 132

特 種
一

0 0 5 6 9 1 65 3 1 90
般 第1種

組
0 0 2 3 6 0 102 11 3 127

織 第2種
体

0 1 12 21 43 2 238 28 4 349

合 計 0 03 36 6.3 130 0.6 717 8.4

0 0 0 0 0 0 3 0 0 3

特 種
そ

0 0 0 2 1 1 14 1 0 19

第1種

の
0 0 0 1 1 0 18 1 1 22

第2種

他
0 0 0 3 2 1 35 2 1 44

合 計 0 0 0 7.1 4.8 2.4 83.3 4.8

3 3 12 20 44 3 177 22 0 284

特 種 1.1 1.1 4.6 7.6 16.7 1.1 67.3 8.4

全
1 0 22 22 22 2 155 12 1 237

第1種 0.5 0 9.9 9.9 9.9 0.9 69.8 5.4
1

0 0 16 20 17 0 178 17 4 252

第2種 0 0 6.6 8.2 7.0 0 73.0 7.0

体
4 3 50 62 83 5 510 51 5 773

合 計 0.5 0.4 6.9 8.5 1L4 0.7 70.0 7.0
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b

◎

ψ

つ

}
4-2-b満 足 度 と特 別 な取 扱 い の 関 係

特
ロ 別
格 な
に 取
よ 扱
る い
満
足
度'

昇

格

.あ
・る

い

は

昇

進

さ

せ

る

基"本

給

を 「

増

額

し

て

く

れ

る

手'当

を
・増

額

、し

て

く

れ

る

合給
格 し
視 て
金 く
なれ
どる

壽
金
を
支

表表
彰 し
あて
るく
いれ
はる
社
内
報
で
発

研技れ
修術る
鋤
へ更
の新

派を
澱
な助
どし
知て
識く

特 な
別い
な
取
扱
い
は
し
て
く
れ

そ'

の

他

無

回

答

合

計

非常に満足している

1

2

2.9

1

1.4

2

2.9

4

5.7

14

20.0

2

2.9

38

54.3

7

10.0
2 70

満 足 し て い る

1

2

0.5

1

0.2

31

6.9

43

9.6

53

11.9

3

0.7

286

64.0

28

6.3
…
450

100

どちらともいえない

`

0

0

0

0

14

7.2

13

6.7

12

6.2

0

0

145

74.4F

11

5.6
1

1

196

100

不 満 足 で あ る 0

.0
、

0

、0

3

,9.1

2

60
2

6.1

0

0

26

78.8

0

0
! 34
100

非常に不満足である
1

0

0'

0

0

0

0

0
.0

2

25.0

0

0

4

50.0
、

2

25.0
9

.

8

100

、

無 回 答

.

0 1 0 0 0 0 11 3 0
1

15

合 』 計
.4 3 50 62 .83 5 510 51 5 773

.

、

P

'

一1・56
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4-3-a,b組 織 体 お よび合 格 区分 と同期 の 同 僚 と比 較 して の処 遇 との関

係(1/4)

合

計

401
.

171

98

5

05031

一

201

`

87

251

ラ】

03031

3

18

21

2

0401

3

06021

9↑

09臼0ウー-

4

04021

9

02.0,71

無

回

答

5

3・

1

Q】

一

4

3

'

7
.

14
.

0

2

4

6

一

一

.Q】一

8

一

12
.

29
.

分

ら

な

い

6

14

13

3

53⑨

9

10

12

1

7.39

0

1

3

'
4

1n

5

Q】15

.

5

72L1

8

」2ウ一1

8

7'◎O∨
1

・

非

常
に

悪
い

0

0

0

0

0

1

0

1

9一

6α

0

0

0

0

0

1

4α

0

0

-
'4α

2

3α

悪

い

2

0

0

2

6α

0

1

1

2

6α

0

0

0

0

0

2

80

1

5α

1

4α

4

6・α

変

ら

な

い

161

92

79

7

0∨82ウ一8

95

'

69

一

021

6

663ウ一∩◎

3
、

15

14

9"

O∨3&8

5
ρ
014ワ臼n◎

6

ワ↑7218

4

69318

5

683RV8

よ

い

ω

8

5

つ」

626

10

4

1

5

7141

0

0

0

0

α

0

927

2

615

6

62

8

435

非

常
に

よ

い

1

0

0

1

つりα

1

0

1

ワ〃

6α

0

0

0

0

0

2

80

0

0

1
44α

1

3

4・α

分区

分較区出格合

種特

種1第

1

種2.第

1

計合

1

種特

種-第

種、2第

計合

種特

種1第

種2第

計

「

合

種特

種1第

種
,2第

+
.

昌=
回合

簸
体
区
分
　

情
報
処
理
関
係
組
織
体

,,

一

般

組

識

体
9

そ

の

他

全

'

・

・

.

体

処
遇
区
分

び

'

昇

∴

進

・

昇

格
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4-3-a,b組 織 体 お よび合 格 区 分 と同期 の 同僚 と比 較 しての 処 遇 との関

係(2/4)

1

処、織
遇 体
区 区
分 分

比較区分紅

A口格

区分

非
常
に
よ
い

よ

い

変

ら

な

い

悪

い

非
常
に
悪
い

分

ら

な

い

無

回

答

合

計

D

㊥

基

本

給

情
報
処
理
関
係
組
織
体

特 種
1 7 118 1 0 8 5 140

第1種

.

O

I

3 103 1 0 8 2

1

117

第2種
0 4 86 1 0 6 1

1

98

合 計'

'

1

0.3

14

4.0

307

88.5

3

0.9

0

09

22

6.3 §
355

100

一

般

組

織

体

特 種
1

1

7 98 1 0 9 4 120

第1種
O

I

1 74 0 0 9 3

1

87

第2種
0 1 106 1 1 9 7

1

125

合 計
1

03

9

2.8

278

87.4

2

0.6

1

0.3

27

8.5

1: 332
100

そ

の

他

特 種
0 0 3 0 0 0 0 3

第1種
0 0 15 0 0 1 2

1

18

第2種
0 0 14 0 0 3 4

1

21

合 計
0

0

0

0

32

88.9

0

0

0

0

4

11.1 ;

1

42

100

ψ

ダ

全

体

特 種
2
0.8

14

5.5

219

86.2

2

0.8

0

0

17

6.7 ;
263

100

第1種
0

0

4

1.9

192

89.3

1

0.5

0

0

18

8.4 :
222

100

第2種
0

0

5

2.2

206

88.2

2

0.9

1

0.4

18

7.8

1… 244

100

合 計 2

0.3

23

3.9

617

88.0

5

0.7

1

0.1

53

7.6

2§ 729

100

」
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句

古

ベ
レ

ト

4-3-a,b組 織 体 お よび合 格 区 分 と同期 の 同 僚 と比 較 して の 処 遇 との 関

係(3/4)

合

計

401

171

1

98

1

5

050n61

1
.

201

87

251

2

030001

1
.

3

1

18

1

`

21

2

0401

3

0609↑-

ウ●

0ウ匂021

.

4

040ウ』-

.

9

0ウ一〇7.-

無

回

答

6

2

1

Q∨

一

4

3

8

15
.

0

2

4

6

一

8

一

7●

～

14
.

29
.

分

ら

な

い

7

9

5

1

126

6

9

8

つU

32τ

0

1

3

4

1口

3

115

9
001&

6

ρ17・

8

0】46

非
常
に
悪
い

0

0

0

0

0

0

0

1

1

3α

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

40

1

1α

悪

.
い

1

2

3

6

7・L

1

0

1

2
(りα

0

0

0

0

0

2

80

ウ●

Q∨α

4

7工

8

1r

変

ら

な

い

161

86

72

'4

ウ】7927

051

69

041

8

7・779句8

3

15

14

2

0】3&8

4

82τワ一8

0
つ
∨7&17

0

69ワー-ΩU

4

48358

よ

い

9

17

17

3

44̂21

3

5

3

1
⊂013

0

0

0

ハU

O

2

7・14

ワ匂

12α1

0

72&

4

757

非
常
に
よ
い

1

1

1

1

0

9
一
'◎α

1

1

1

1

0

n
∠

6α

一

0

一

1

O

I

0

0

0

ワ匂

8α
1

2

0】α

.

0

0

4

"60

鷺 種特

種1.第

種2第

計合

種特

種1第

種2第

計合

種特

種1第

種2第

計合

種特

種1第

種2第

計合

.

体
区
分

情
報
処
理
関
係
組
織
体

一

般

組

織

体

そ

の

他

全

体

処遇

区
分

手

当

一159一



4-3-a,b組 織 体 お よび合 格 区分 と同期 の 同僚 と比 較 して の処 遇 との 関

係(4/4)

合

計

401

171

98

5

05031

201

87

251

.

2

03031

3

18

1

21

1

ワ●

ハ
U401

3

060ワ臼-

9一

〇ウ●09』-

1

4

04021

0∨

0ウ↑071

無

回

答

4

2

1

7

一

4

3

8

15
.

0

2

4

'
◎

一

8

「

可̀

一

13
.

28
.

分

ら

な

い

3

13

8

4

926

5

11

9

5

0】27

0

1

3

4

1且

8

1a

5
ρ02工1

0

79一8

つ
U

657

非
常
に
悪
い

0

0

0

0

0

1

0

1

2

60

0

0

0

0

0

-
」4α

0

0

1

40

2

3α

悪

い

0

0

合

0

0

0

0

0

1

-

つOα

0

0

0

0

0

0

0

0

0

-

脳

1

1α

変

ら

な

い

191

95

78

9－

QV932只)

87

61

95

3

74仕ウー7

3

13

11

7・

0257

9

00ウ一28

◎∨

ρ
06&17

4

08(U18

2

2605只)

よ

い

12

7

11

0

石つU8

22

8

9

9

3321

0

1

3

4

ユー1

4

33つU1

6

"417

3

のウ】01

3

4701

非
常
に
よ
い

2

0

,

O

I

2

CVα

1

4

1

2

7

ウ砂2

0

.

-

1

O

I

1

82
'

3
n乙L」

5

32

1

9臼

OVぱ

ー

0

41r

分

.区分

緻

、
種特

,

種-

.第

種2第
、

計合

種特

種1第

種2第

計合

種特

種1
'

第

種2第

計合

種特

種1第

種2第

計合

体
区
分
・

情
報
処
理
関
係
組
織
体

二
股

組

織

体

そ

の

他

全

体

処遇

区

分
.,

、
「

.

仕

《

,

事

の

内

容

・

責

任

一160一

●

あ

字
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c

句

)

?

4-3-c満 足 度 と同期 の 同 僚 と比 較 した場 合 の処遇

腿
断

比 較 区 分
満足
度 ・

非 常
によい

よ い
変 ら

な い
悪 い 非常に
悪 い

分 ら

ないい 纏 合 計

1

昇進・

昇 格

非常に満足 している・ 0
'1
.1 39 0 1 9 2 62

満 足 し て い る 1' 22 340 3 0 41 19

1

426

どちらともいえない 1 5 162 1・ 0 1・6 4

.

189

不 満 足 で あ る 0 0 30 0 0 1 1

1

32

1.

非常に不満足である 0 o 5 0 1 1 0 7

無 回 『.答 1 、0 9 0 ㍗0 0
"
3 13

小 計 .3 38 585』 4 2 68 ・29 729

㎡

端

非常に満足している 0 8 43 1 0 8 2 62

満 足 し て い る 0 13 363 2 0 29 19
1

426

どちらともいえない 1
「

2 165 2 0 15 4, 189

不 満 足 で あ る 0 0 き1 0 0 0 1

1

32

非常に不満足である 0
、

0 5 0 . 1 1 0
`

7

無 回 答 1 0 10 0 0 0 2

.

13

小 計 2 23 617 5 1 53 28 729

手 当

非常に満足している 0 7 46 1 0 6 2 62

満 足 し て い る 0 34 340 5 0 26 21
.

426

どちらともいえない 3 11 155 1 0 15 4 189

不 満 足 で あ る 0 2 28 1 0 0 1
1

32

`

非常に不満足である 0 0 5 0 1 1 0 . 7

無 回 答 1 0 10 0 0 0 2
1

13

小 計 4 54 584 8 1 48 30 729

仕事の

・内容 ・

責 任

非常に満足している 0 19 35
1

0 1 5 2 62

満 足 し て い る 7 44 324 1 0 31 19

1

426
.

どちらともいえない 1 6 163 0 0 15 4 189

不 満 足 で あ る 1 3 27 0 0 0 1 32

非常に不満足である 0 0 ,5 0 1 1 0

1

7

無 回 答 1 1 8 0 0 1 2

1

13

計 10
'73

562 1 2 53 28

　

729

一161L



5.合 格 後 の知 識 ・技 術の 更 新 につhて

5-1最 新 の 知識 や技 術 を吸収 す る方 法

知 を 学 セ メ し 定を グ催 情聞 専て 仕術 特 そ 無 合
議吸 会 ミ |て 期き ル し 報に 門い 事 を に
・収 やナ カい 的 く 1て 処目 書る を更 何 の 回
技す 外に のる に プい 理を を 通新 も
術 る 部出 講 メ でる 専通 も じし や 他 答 計
方 の席 習 | 学 門 し と てて つ

合 講 し 会 カ 習 雑て に 知い て

格 習て に の 会 誌い 学 識る い
区 会い 出 説 を やる 習 ● な
分 ・る 席 明 開 新 し 技 い

66 29 18 11 190 57 207 6 ll 1 596
特 種

25.2 11.1 6.9 4.2 72.5 21.8 79D 2.3 4.2 227.1

33 19 2 7 128 64 139 21 2 0 415

第1種
14.9 8.6 0.9 3.1 57.7 28.8 62.9 9.5 0⑨ 186.9

18 26 1 8 ll3 41 ll9 42 7 0 375
第2種

7.4 10.7 0.4 33 46.3 16.8 48.8 17.2 2.9 153.8

合 計
117 74 21 26 431 162 465 69 20 1 1,386

16.1 10.2 2.9 3.6 59.2 22.2 639 9.5 2.7 190.4

(262件)

(222件)

(244件)

(728件)

じ 、

「

5-2 知 識 ・技術 の更新 に関連 した国の施策 への期待

期
待国

期験
限を
更をで
'

祈実あ
機そ更
関れ新

合をば
格通 よ

現
状

そ 無 合

す の つ実 の施 る 誌をさ 者 じい の の 回
る施 き施 た し 類通せ のて ま

策 のす め修 を じる 団相 ま 他 答 計
認べ の了 合てぺ 体互 で

定き 定証 格知き を啓 よ

にで 期を 者識で 組発 い

合 しあ 的出 に ・あ 織を
格 最 る 研す 配技る しは
区 新 修べ 布術 そか
分 試 会 き しを れれ

10 58 118 81 39 36 9 351

特 種
3.9 22.8 46.5 31.9 15.4 14.2 134.6

8 44 llO 55 40 15 3 275
第1種

3.7 20.1 50.2 25.1 18.3 6.8 124.2

12 45 156 32 26 13 9 293

第2種
5.1 19ユ 66.4 13.6 11.1 5.5 120.9

30 147 384 168 105 64 21 919
△口 計

4.2 20.8 54.2 23.7 14.8 9.0 126.8

一162一

(254件)

(219件)

(235件)

(708件)

亨



〉

第2種

'ソ フ トウ
ェア の 知 識 プ

'
ハ ー ドウ ェア の

知 識
関連知識

口

プ 汎ケ 問 フ グ ノ 、 諸 シ 情 工情

出題内容
ロ

グ

ラ

用1

プ ジ

ロ

題
処
理

ア

イ

ラ

ム

1

ド

ウ

装
置
の

ス

テ

ム

報
処
理

業報
・処

商理

ム グ 手 フ
ノレ 作 工 種 の に 業に

用 ラ 順 ロ の 成 ア 類 構 関 の関

関 係 豆
ロロ
↑
パ

‡
|

概

念

能

力

の
基
礎

と
機
能

成そ
との
効

す一

る般

知

うす

ちる

特 も
ツ

ト 率 識 にの

65 ll 74 48 80 25 30 22 22 8

非常に関係 している
20.5 35 233 13.5 25.3 8.0 95 70 7.0 2.5

101 58 121 128 llO 112 111 90 113 51

か なり関係 してい る
3L9 18.4 38.2 40.8 34.8 36.O 35.1 28.6 35.8 162

91 125 71 90 73 108 110 126 101 132

あ ま り 関 係 ない
28.7 397 22.4 28.7 23.1 34.7 34.8 40.0 32.0 420

31 62 28 23 27 41 35 43 46 70

ほ とん ど関係 な い
9.8 19.7 8.8 7.3 8.5 132 11.1 13.7 14.6 22.3

21 37 15 14 17 16 14 17 17 28

全 く 関 係 ない
6.6 11.7 4.7 4.5 5.4 51 4.4

'5
.4 5.4 8.9

8 22 8 11 9 9 工6 17 17 25

何 ん と もいえ な い
2.5 7の 2.5 3.5 2.8 2.9 5.1 5.4 5.4 8.0

82 84 82 85 83 88 83 84 83 85

無 回 答

合 計 317 315 317 314 316 311 316 315 316 314

399全件数

一16
.3一
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]白＼ ロー,w,'L
第1種

出,

、題

内

容関'

係

ソ・トウ。ア6知 識 ∵
'1プ ロ乏 ラ ムφ 設計 能 力

プ

・口 .

グ

ラ

ム.

作
成

能
力

イ・[ドウェアの知識 関連知識

諸
装
置
の
種
類
と
機
能

一 「

T
タ

伝
送
瑞穂

末額
機と
器機
の能

情

報

処

理'

の;

基
〔礎

.1

数『'値
.

計

:莞
ど

経
営

数
学
な
ど

プ
ロ

・グ

ラ
ム

用

言

語

汎

用

プ
ロ

グ

ラィく
ム ツ

・ケ

|

ジ

問

題

処

理 フ

手 ロ

順1
チ
「 ヤ

|
'卜

《
イ

ノレ

の
概
念

オ

;
[シ

テ ス

ィテ
ン ム

グ の
・概

念

オ タ
・ン イ

ラ÷

イ シ …

ンテ

方リ
式ング
,

方
式

文

書.

化
べ

《
| 」

.マ

ッ

ト設

'計

,《

イ

ノレ

.設
く 計

『

コ'

|

ド

、設

計

「

T

プ

ロ

:グ

ラ
'ム

'の

構

造

設

計

デ

ー づ

ク

方
式

設
計

・ ・ 一

、 チ

エ

.ぞ
ク

方

式

設

計

'

'
シ

ス

テ
ム

のー

構

成 そ

との

効

率

非 常 に

関 係 』して い る

77

23.1

20

60

69、

20.9

96

28.7

75

22.5

62

18.7

64

21.3

63

18.9

73

2L9

56

16β

73

2L9

52

15.6

57

『
17.1

81

24.9

42

12.6'

45

13.6

43

130

44・

132

22

6.6

10

30

かなり

関係している
、

122

365

85

2〔L6

141

42.7

136

40.7

160

47.9

122

36.7

119

395

124

372

141

42.3

・115

34.4

139

41.6

136

40.8.

127

38.1

117

360

136

40.8

133

4ρ.1

119

3〔ち0

1241

37.1

56

16.9

;

59

17.8

あま り
、

関 係 な い

84

25.1

130

392

79

23」9

70

210

67

20.1

85

256

76

25.2

91

27.3

70

21.0

97

290

77

23」

91

27.3

90

270

78

24.0

95

28.5

105

31.6

107

32.3

111

332

134

40.4

131

39.6

ほとん ど

関 係 な い

25

75

48

145

24

7.3

、16

'

4.8

16

.4.8

35

10.5

16

5.3

31

9.3

26

7.8

36

10.8

18

5.4

23

6.9'

29

8.7

25

7.7

36

10.8

24

7.2

32

9.7・

'24

7.2

58

1'7.5

62

18.7

全 く 関 係

19

57

37

11.1

10

30

10

30

10

30

19

5.7

13

4.3

14

42

14

4.2

19

5.7

馳
15

45

17

5.1

16

48

17

、

52

13

3.9

14

4.2

16

48

14

4.2

48

145

54

16.3

何んとも

い え な い

7

2」

12

36

7

2.1

6

1.8

6

1.8

9

2.7

13

4.3

10

30

9

2.7

11

3.3

12

3.6

14

4.2

14

42

7

2.2

11

33

11

3.3

14

42

17

51 ,

14

42

15

45・

無 回 答 55 57 59 55 55 57 88 56 56 55 55 56 56 64・ 56 57 58 55 57 58

合 計 334 332 .330 334 334 332 301 333 333 334 334 333 333 325 333 332 331 334
'332

331

全件数 389

`

ぷぺAノ

 

禰

一

回
O
十

一

・



・

▲4一 '● 齢'

6.情 報処理技術者試験 と実務 について

6-1出 題内容 と職務遂行 上に必要 な知識 との関係

出

願

F内

関

容

係

ソ フ トウ ェア の 知 識 .

ζ
グ

ラ
ム

の

構

造

設

計

情報処理システムの
設 計 能 力

ハ ー ドウ ェアの

知 識 関 連 知 識

プ

;

z
用
言
語

汎

用

プ
ロ

グ

ラバ
ム ツ
・ケ

|

ジ

《
イ
ノレ

の

概

念

竺
レ

1シ

テ ス
ィテ

ン ム

グの
・概

念

オ タ

ヨ
ち司

式ング

方
式

↑
ド

z
ア 『

と

の

関

連

分
析
と

設
計

手

法

詳

細

設

計

適

用

開

発

●

推

進

運

用

●

保

全

諸
装

置
の

種
類
と

機
能

ζ
テ
ム

の

構

成そ
との

効
率

ソ

フ

ト

z
ア

と
の

関
連

管

理
経
営
実
務

ζ

z
●

情
報

数

学

英

語

情
報
処
理
の
基
礎

数

値

計

算

な

ど

経

営

数

学

な

ど

非常に

関係 レている

21

8.7

18

75

56

235

52

215

55

22.8

31

16.3

41

17.0

78

32.1

52

215

56

23.1

63

25.8

51

21.1

34

142

51

212

40

▲6.7

44

18.3

42

17.4

19

7.9

17 42

7」
、17.6

15

6.3

15

6.3

かなり

関係 している

75

31.1

69

28.8

108

45.4

113

46.7

108

44.8

89

46.8

119

494

111

457

114

47.1

111

45.9

116
,

475

102

42.1

106

442

115

47.7

105

43.9

101

42.1

112

465

61

253

68

28.3

100

42.0

49

20.6

、'62

26.2

あまり

関 係 な い

97

402

104

43.3

58

24.4

60

248

50

20.7

51

乞6.8

63

26.1

42

17.3

60

24.8

55

22.7

45

18.4

70

28.9

71

29.6

56

232

78

32.6

55

22.9

64

266

91

37.8

82

3 .42

68

28.6

105

44.1

io1

42.6

ほ とん ど,

関 係.な い

27

11.2

30

12.5

6

2.5

8

3.3

17

7.1

10

5.3

10

・4 .1

4

L6

7

2.9

13

5.4

12

49

10

4.1

18

7.5

9

3.7

7

2.9

19

7.9

11

4.6

44

18.3

41

17ユ

14

5.9

41

172

35

14.8

全 く関係ない

13

54

11

4.6

4

L7

3

1.2

4、

1:7

1

0.5

3

12

2

0.8

4

1.7

2

0.8

2

0.8

「

3

1.2

5

2.1

4

L7

3

1.3

9

38

2

0.8』

15

6.2

21

8∫8

5

2.1

20

8.4

16

68

何 ん と も'

い え な い

'

8

3.3

8

3.3

6

2.5

6

2.5

7

2.9
`

8

4.2

5

2」

『6

25

5

2.1

5

2.1

6

25

6

2.5

6

2.5

6

2.5

6

2.5

12

5.0

10

4.r'

11

4.6

11

4.6

9

3.8

8.

3.4

8

3.4

無 回 答

22 23

・

25 21 .22 73 2.2 20

-

21 21 19 21 23 22 24 23 22 22・ 23 2:5 25 .26

合 計 24i 240 238 242 241 190 241 243 242

、

242 244
A

242 240

一.

241 239 240 241 241 240 238 238 237
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】
O
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(注)全 件 数は(263件)



b)試 験項 目と して必要 ない と思 われ る項 目

〈集計 方法 〉

最後に合格 した試験

試 験 項 目
特 種 第1種 第2種

ソ

フ

ト

ウ
ェ

ア
の
知
識

プログ ラム用言 語 49 20 17

汎 用 プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ

.

52 58 63

問題処理手順,フ ローチ ャー ト z 17 9

ファイルの概念 6 1 10

オ ペ レー シ ョン ・シ ス テ ム の 概 念

.

9 6 /
オン ライン方式 タイム ・シ ェア リング方式 2 10 /
文 書 化 / 11 /
ハー ドウェア との関連 6 / /

プ
ロ設

グ計

う能
ムカ

の

フ ォ ー マ ッ ト設 計 / 10 /
フ ァイル 設 計 / 5 /
コ ー ド 設 計 / 21 /
プログ ラムの構造設計 7 5 /
デバ ック方式設計 / 11 /
チ ェック方式設計 / 14 /

情 ム

報の.

処 設
理計

シ能

スカ

テ

分析 と設計手法 0 / /
詳 細 設 計 8 / /
適 用 4 / /
開 発 ・ 推 進 1 / /
運 用 ・ 保 全 8 / /

プログ ラ ム作 成 能 力 / 16 4

ハ

ー
ド
ウ
ェ

ア
の
知
識

ハー ドウェアの基礎 ∠ / 25

諸装置の種類と機能 18 18 41

システ ムの構成 とその効率

1

4 12 34

データ伝送端末機器の種類上機能

'/
19 /

ソフ トウ ェア との関連 6 / /

関

連

知

識

管理 ・経営実務 29 3 /
システム ・情報 4 0 /
数 学 72 4 /
英 語 77 11 /

「

情報処理 基 礎 11 11 /
数値計算 な ど 62 41 /
経営数 学 な ど 40 46 /
情報処理に関する一般知識 / / 22

工業,商 業の うち特 に情報処理に関す る もの∠ / 51

合 計 475 370 276

一166一
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6-3追 加 す べ き項 目

合 格 区 分

試 験 項 目
特 種 第1種 第2種

ソ

フ

ト

ウ
ェ

ア
の
知
識

問題処理手順 ・フローチ ャー ト 1 / /
オペ レーテ ィングシステムの概念 / / 26

オンライン方 式 ・タイムシェア リング方式 / / 17

文 書 化 19 / 15

ハ ー ドウ ェア との 関 連 / 12 8

㊨

:
グ

ラ ヨし

ム ロ又

の計
能
力

フ ォー マ ・ ト設 計 1 / 11

ファイル設計 8 / 14

コ ー ド 設 計 2 / 4

プログ ラムの構造 設計 / / 16

デバ,ク 方式設計 5 / ll

チ.ソ ク方式設計 4 / 4

情
報処
設

テ計
ス能

テカ

;

分析 と設計手法 / 7 5

詳 細 設 計 / 3 0

適 用 / 3 2

開 発 ・ 推 進 / 3 0

運 用 ・ 保 全 / 3 1

プ ログ ラム作 成 能 力 0 / /
ノ ＼

摘
デ識

ハ ー ドウ ユア の 基 礎 6 5

/
データ伝送瑞枝器の種類と機能 9 / 7

ソ フ トウ ェア と の 関 連 / lo 5

関

連

知

識

管理 ・経営実務 / / 2

シ ス テ ム ・情 報

/ / 0

数 学 / / 5

英 語 / / 7

情 報処理 基 礎 / / 11

数 値計算 な ど / / 5

経営数 学 な ど / / 6

情報処理に関する一般知識 2 2 /
工業 ・商業 の うち特に情報処理 に関するもの 0

'

2 /

一167一



d)職 務遂行 上必要 な適性 ・能 力

ぐ集計 方法 〉 …

現在の職種

適性 ・能力
管理者
働
職 種

シス テ
〇一

ムフフン

ナ職種

システム

プログラ
マ 職 種

適用業務
プログラ
マ職 種

オペレ
ー タ

職 種

その他のス

ペ シャリス

ト 職 種

その他
精華処 理
関係以外
の 仕事

1独 創 力

1

.35 4 44 13
A

18 1 7 11 36

2洞 察 力

.

35

1

12 46 8 25 0 6' 15 27

3分 析 力
1

49' 14 105
'55

75 4 9 16 61

4推 理 力
1

1 2 4 6 8 0 2 2 8

べ

5論 理 性

.

24・ 9 57 41 49 2 7 19 45

6計 画"力 76 24 71 28 41 1 3 20 44

7実 行 力

1

55 16 42 23 25 1 3 11 35

8緻 密 性 14 4 32 22 27 0 2 7 27

9評 価 力 13 5 24 5 12 0 2 3 11

10忍 耐 力

1

14 5 24 15 23 0 1 7 20

11積 『 極 性 16 4 24 12 7 1
'

1 4 ll

・・2説 得力 ・表現 力
1

67 、22 83 24 24 1 5 19 34

13柔 軟 性

1

12 3 28 19 20 1 5 5 21

14総 合 力

.

34 16 33
、 15 16 .0. 2 10 26

15信 頼 性

.

14 7 16 14 19 3 1 5 16

'・6指 導 力 ・統 率 力
.

89 31 63 23 8 0 3 8 23

'
17協 調 ・ 性

1

'16
10 35 23 20 1

「

.3 2 20

18正 確 性 7 11 21 30 44 4 0 9 33

19責 任 感 28 15 43 25 28 2 1 4 23

:20機 敏 性

.

4 1 1 4 2 0 0 2 7

21着 想 力 11 9 36 14 20 3 6 9 29

22そ の 他 3 4 9 ,6 2 0 0 1 3

一1 、68一
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7.そ の 他

7-1情 報 処 理 技 術 者試 験 の 意義

」

t
「

・十
〃

㌦g
・亀
Y

叉
義
区

組 合 分
織 格.
体区 区
分～ 分

非
常
に
意
義
が
あ
る

意

義

が

プ

あ

る'

ど

ち
ら
と

5

ξ
い

あ
ま

り

意

義
が

な

い

全
く

意
義

が

な
い

無

回

合'

.計

答

魏粗

餐織

塁体

特 種 26 78 25 9 2 0 140

第1種 8 68 24 12 4
'
1 117

第2種 7 47 24 17. .1 2 98

小 計, 、:1
193
54.8

'73

20.7 、;1
7

,2.0 こ 355
100

一

般
組
織
体

特 ・ 種 31 69 13 3 3 1 120

第1種 15 47 14' 8 1 2

ユ

87

第2種 「7 62
層

.

32 12 0 2 125

小 計
63

19.3

178.'
54.4

59'
180,

23

7.0 .1 こ
332

100

そ

の

他

特 種 1 2 0 0 0 0 3

第1種 4 4 6 3 0 1 18,

第2種 6 10 2
・

2 0 1 21

小 計 11 16 8 5・ 0 2 42

全

体

特 種
58

22.1 罵 1:1
12

49 1; 土 、

263

100'

第1種
27

12.4 晶1 ,ま1 、鴛 。; : i蒜

第2種
.

30

12.6 ;;1 、:1、 、;:; 。; こ
.244

100

・ 合 計 ;:;
「

芸;
140
'
195'

66

9.2 芸
1ど .279

'
100

一'169一
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言

書

7-2情 報処理技術 者試験 へのすす め

すすめの

度合い

舗
分 分

積

極

的

に

す

す

め

る

機
会
が
あ
れ
ば
す
す
め
る

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

あ

ま

り・

す

す

め

な

い

全

く

す

す

めつ

る も

り

は

な
い

無

.

回

'

答

合

計

験
量絵

雛

特 種 51

1

63 15 7 4 0 140

第1種 21

1

60 20 9 7 0 117

第2種 9

1

48 22 14 4 1 98

小 計
81

22.8

171

48.3

57

16.1

30

89

15

4.2 二
335

100

一

般

組

織

体

特 種 '52

1

51 11 2 3 1 120

第1種 15

.

53 9 6 2 2 87

第2種 18

.

68 23 10 4 2 125

小 計
85

26.0

172

52.6

43

13.1

18

5.5

9

2.8 こ
332

100

そ

の

他

特 種 1

.

2 .0 0 0 0 3

第1種 4

1

6 3 4 1 0 18

第2種 4

.

9 5 1 1 0 21

小 計 9

22.0

17

41.5

8

19.5 、。;
2

4.9 :
42

100

全

体

特 種

.1

104

.

116 26 9 7 1 263

第1種 40

1

119 32 19 10 2 222

第2種 31

.

125 50 25 9 4 244

小 計
175

242

360

49.9

108

15.0

53

7.3

26

3.6 こ
729

100

一170一



73情 報 処 理 技 術 者 の ス ペ シ ャ リス ト志 向 につい て

/

志向の

度合い

合

体 格
区 区
分 分

積

極

的

に

目つ

指 も

す り

で

あ

る

目

指

す

つ

も

り

で

あ

る

ど

ち

ら

と

も

言

え

な
い

目

指

す

つ

も

り

は

な

い

全

く

目

指

す

つ

も

り

はな
い

無

回

答

合

計

融
鍵
隊

特 種 60 47 22 11 0 0 140

第1種

1

45 45 21 2 4 0 117

第2種 32

・

45 14 4 1 2 98

小 計
137

38.8

137

38.8

57

16.▲

17

4:8

5

1.4
三

355

100

一

般

組
織

体

特 種 34 38 31 14 1 2 工20

第1種 17 30 29 7 3 1 87

第2種

.

20 45 35 17

`

4 4 125

小 計

.

71

21.8

113

34.8

95

29.2

38

11.7

8

2.5 こ
332

100

工 0 2 0 0 0 3

そ

の

他

特 種

第1種

1

1

.

4 5 5 2 1 18

第2種
1

4 5 2 8 1 1 21

小 計

.

6

15.0

9

22.5

9

22.5

13

32.5

3

7.5 こ
42

100

全

,

.

体

特 種
95

36.4

85

32.6

55

21.1

25

9.6 己 三
263

100

第1種

.

63

28.6

79'

35.9

55

25.0 :1
9

4.1 三
222

100

第2種

.

56

23.6

95

40.1 ,芸
29

122

6

2.5 こ
244

100

小 計

.

214

29.8

259

36.1

161

22.4

68

9.5 ;1
1土 729

100

'

一171一
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7-4 今後の情報処理技術者の必要性

非 必 あ 必 そ 無
必要性の 常

に 要
ま

り
要 合

度合い

組

必
要
に

に

な

変
ら

性

が
の 回

織区 な,
な 減 計

体分 る る い る 他 答

情報処理関係 173 111 50 2 17 2 355

組 織 体 490 31.4 142 0.6 4.8 一 100
.

119 132 66 5 5 5 332一般 組 織 体

36.4 40.4 202 1.5 1.5 一 100
.

5 24 6 1 1 5 42
そ の 他

135 64.9 162 2.7 2.7 一 100

合 計
297 267 122 8 23 12 729

414 37.2 170 1ユ 32

7-5 情報 処理 技術者の将来

将来の そ あ 何 スか そ 無
うで ま ん べ な 合

方向 長 き り シ リ

くる 見
と

ヤ長

続 と 通 も リ期 の 回
けは し い ス的

所属
る思

こわ

がた

た
え トに

とや

組織体
とな

がい

な

い

な

い
しれ

てる 他 答
計

情報処理関係 60 65 100 99 28 3 355

組 織 体 17.0 18.5 28.4 28.1 8.0 一 100
1

73 57 105 71 20 6 332一般 組織 体

22.4 17.5 322 21.8 6.1 一 100
1

5 5 14 5 8 5 42
そ の 他 135

135 135 37.8 135
「

21.6 一 100
138

1

138 127 219 175 56 14 729
合 計 19.3

19.3 17.8 30.6 23.1 7.8 一 100

{
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返 却 期 限 票

O

O

O

最後 にある日付が あなたの返 却期限です。

遅れ ない ように期限 内に返 却 しま しょう。

続 いて借 りたい ときは届 け出て くだ さい。
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